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プロローグ





　始業前の喧けん噪そうも、一学期の終わりが近づいてくると少し雰囲気が違ってくる。夏休みが近づいたことで浮かれるよりも、その前に立ちはだかる期末テストの存在感がイヤでも大きくなるからだ。

　新しいゲームの話、昨日のテレビの話、人気アーティストの新曲の話……。そうした話題は肩身が狭そうに隅に追いやられ、お互いの勉強の進み具合について聞き合ったり、教科書を手に山を張り合ったりするような会話が徐々に勢力を拡大していく。

　もっとも、悪の秘密結社に所属する僕に言わせれば、そんなことは些さ細さいな違いにすぎない。話題が少しくらい変わったところで、日常は日常だ。

　白びやつ虎こ――阿あ久く津つ虎とら之の介すけとの死闘がまるで嘘うそだったかのように、学校にはそれまでと変わらない平穏がある。あのときに負った怪け我がが治ったわけじゃないから、僕自身は包帯やら絆ばん創そう膏こうやらにまみれていていつも通りじゃないけど。

　そんな学校の廊下で、何やら話し込んでいる二人を見かけた。

　一人はクラスメイトの龍りゆう造ぞう寺じ八や都と子こさん。

　ちょっと前に転校してきた、栗くり色いろの長い髪の毛が印象的なお嬢様だ。モデル顔負けのすらりと長い脚が今日も眩まぶしくていらっしゃる。他ほかのクラスメイトたちよりちょっとだけ大人おとなびていて、ちょっとだけオシャレさんだったりする。

　僕らと同い年の高校生でありながら、一人勝ちテーマパーク『オトギーランド』を経営する代表取締役。

　そしてあんまり大きな声じゃあ言えないけど、秘密結社『竜りゆう宮ぐうフォース』の親玉でもある。ただし、この組織はテーマパークの運営が楽しくて仕方ないらしいので、無害どころか今や世界中の子どもたちに夢と希望をバラ撒まくだけの優良企業と化しているけど。ご本人が僕のもう一つの顔である『リンドヴルム』にご執しゆう心しんというのが唯一困った点だ。

　もう一人は、やっぱりクラスメイトの魚うお住ずみ真ま緒おさんだった。

　ショートカットにそばかすの、猫大好きでいつも笑顔の女の子だ。んー、あ、今はカメレオンに夢中なんだっけ？　思えば白びやつ虎こと血まみれになって戦うことになったのも、彼女が発ほつ端たんだった。

　何となく、珍しい組み合わせだな、と思った。

　魚住さんは明るくて人懐っこいから、誰だれとでもすぐ仲良しになれちゃう人だ。

　でも、龍りゆう造ぞう寺じさんは対照的に、友達をつくるのが壊かい滅めつ的てきに下へ手たくそなのだ。だから、僕らが一緒にいてこの二人が会話することはあっても、二人だけで何か話をするなんて想像もできなかった。



    

  
    
      



    

  
    
      　いやまあ、龍りゆう造ぞう寺じさんが少しずつでもクラスに馴な染じみ始めているのなら、それはとてもいいことなんだけど。

「や、おはよう」

　歩み寄ってそう声をかけると、二人はビクッと大げさなほどに驚いて数歩後ずさった。

「ぶ、文学少年……！　いきなりなんですの!?」

「そ、そうですよ、赤あか尾お君！　急に驚かせるなんて酷ひどいのですよ！」

「……いや、えーと、ごめん。でも僕、真っ正面からまっすぐ来たよ？　それに朝見かけたらあいさつくらいするでしょ、普通」

「言い訳とは、男らしくありませんわね」

「い、言い訳……？」

　なぜ僕は責められているのでしょうか。

「ってか、あいさつにビックリするくらい何を熱心に話してたの」

「え？　それは……」

　龍造寺さんが少し言い淀よどんだ。

　その間を取り繕つくろうように、ちょっと思案して、

「えーと、猫カフェのことなのですよ」

　と魚うお住ずみさんが言った。

「猫カフェ？」

　なんですか、それ。阿あ久く津つのキャッツグレイス事件で懲こりてないんですか。

「猫と遊べる喫茶店みたいなものなのですよ。色んな猫がいるのです」

「へえ。あれ、魚住さんの今のマイブームはカメレオンじゃなかったの？」

「へ？　あ、はい。でも、カメレオンを好きになったからって、猫を嫌いになったりしないですよ」

　あー、そりゃそうか。

「でも、魚住さんは猫飼ってるじゃない」

「それはもう、ウチの仔こ猫ねこたちは最強に可愛かわいいですけど、アメリカンショートヘア以外の猫を可愛がりたい気分のときだってあるのですよ。龍造寺さんが猫の可愛さに興味津々なので、今度一緒に行こうかと話していたのです」

「そ、そうですのよ。おほほほほ」

「さあ、龍造寺さん、授業が始まる前におトイレに行ってしまうのですよ」

「え、ええ」

「というわけで、赤尾君、これにて失礼なのです」

「はあ」

　一方的に会話を打ち切って、二人は逃げるように行ってしまった。しかし、どうして女の子は連れだってトイレに行くんだろうね。



　教室に入るなり鞄かばんを置いて、

「龍りゆう造ぞう寺じさんと魚うお住ずみさんって、あれ以来ずいぶん仲良くなってるんだね」

　といつもの面々に言った。

「え？　そうなんですか？」

　いつもの面々その一、お団子頭の千ち紗さが首を傾かしげる。

　フルネームは久く喜き島しま千紗。

　ぽわんとした雰囲気と、超高校生級のバストを兼ね備えたお嬢様だ。

　実は世界征服を目もく論ろむ悪の秘密結社『デーモンテイル』の総帥ラプンツェルその人でもあったりする。

　もっとも、なぜかやることなすことが全部ボランティアになってしまっているデーモンテイルなので、『悪の秘密結社』であることは世間から忘れ去られている気もするけど。

「そういう印象はなかったけどなー」

　近くの机に座って足をブラブラさせながら、ありすも言った。

　その二、片かた桐ぎりありす。

　小学生かと見まごうコンパクトボディの幼おさな馴な染じみだ。左右に分けて結んだ髪をツインテールだと言い張っているが、そう名乗るには尻尾しつぽの長さが足りていない。

　子どもっぽく見えるわりに、実は勉強にバイトに世界征服にと日夜努力を怠おこたらない頑張り屋さんである。

　千紗……もとい、ラプンツェルに雇われてデーモンテイルの一員になったありすは『リトル・レッドフード』を名乗り、隊長として覆面のレッドキャップ隊を率いてもいる。

「しかし、ヤトが周囲に溶け込み始めているなら何よりだ」

　高たか槻つきさんが腕を組んで、うんうんとうなずきながら言った。

　その三はこのクラスの委員長にして空手部期待の星の特待生、高槻姫ひめ乃の。

　女子ながら一七〇センチに迫る長身で、眼鏡めがねに三つ編みお下げという優等生スタイルのわりには成績がよろしくない。いや、むしろ悪い。一学期一発目の中間テストからして赤点すれすれの低空飛行だったそうだ。その成績のせいで、空手部顧問から大目玉を食らい、レギュラーから外されそうになっているというアレっぷり。

　仕切り方が強引だったりするせいで『暴君』などとあだ名されてはいるけど、その実は面倒見のいい姉御肌なので、委員長も適任なんじゃないかと思う。実際、転校早々クラスで孤立しかけていた龍造寺さんに救いの手を差し伸べたりもしていたのだから。

「まあ、仔こ猫ねこを見に家に遊びに行ったりもしてるしねー。話くらいするようになってても不思議はないんじゃん？」

「そうですね。いいことですよ」

「うん、まあ、僕もそうは思うけど」

　噂うわさをすれば、で龍りゆう造ぞう寺じさんと魚うお住ずみさんが一緒に教室に戻ってきた。

　そして戻ってくるなり龍造寺さんは僕の方へと闊かつ歩ぽしてきて、

「文学少年、その怪け我がは家で階段から転げ落ちて負ったのでしたわね」

「え？　……うん」

　真っ赤な嘘うそだけど、周囲にはそう説明してある。まさか虎とらと格闘したとは言えないし。

「では、服を脱ぎなさい」

「……は？」

　その言葉のあまりの脈絡のなさに、千ち紗さもありすも高たか槻つきさんも唖あ然ぜんとしてしまった。

「包帯も取って、傷口を見せなさいと言っているのですわ」

「ええっ!?　い、いきなり何を……」

「黙らっしゃい」

　龍造寺さんは言うのみならず手を伸ばして、僕の制服を掴つかもうとする。

　が、僕に触れる前に、その手をありすが払いのけた。

「ちょ、ちょっと、ヤトちゃん何言ってんの!?　竜りゆう太たは怪け我が人にんだし、包帯だって一回取ったら巻くの結構大変なんだぞ！」

「そ、そうですよ！　それに、こんなところで服を脱げだなんて……」

　言いながら、なんで恥ずかしそうに頬ほおを染めているんですか、千紗は。

「というかな、ヤト。なんで突然そんなことを言い出すんだ」

　呆あきれ気味に、高槻さんも龍造寺さんに訊きいた。

「なんでって……それは……」

　口ごもった龍造寺さんの脇わきで、魚住さんが、

「えっと、龍造寺さんは赤あか尾お君の怪我を心配しているのですよ。それで傷の具合を確認したいと思ったのです。……たぶん」

「そ、そうなのですわ！」

「いや、えーと……、心配してくれるのはありがたいけど、さすがにここで服を脱ぐとかは無理だよ」

　傷口を見せるわけにはいかないのだ。怪我の大半は白びやつ虎この牙きばや爪つめによってつけられたモノなのだから、見られてしまえば一発で嘘がバレてしまう。それをわかっているから、ありすも必死にガードしてくれているのだろう。

「ってか、心配してるなら包帯取れとか言うなっつーの。ちゃんとお医者さんが処置してるんだから、それを取ったりするのは逆効果でしょ」

「そうだな、そのくらいでやめておけ、ヤト。いつもならともかく、怪我をしているからにはもう少しいたわった方がいい」

　いつもならともかく……？　何か引っかかるんですが。

　それはさておき、高たか槻つきさんにまで諫いさめられて、龍りゆう造ぞう寺じさんはムッとした表情で口を尖とがらせ、ぷいっと踵きびすを返して教室から出て行ってしまった。

「え？　ちょ、龍造寺さぁん、置いていくなんて酷ひどいのですよー」

　その後ろを、魚うお住ずみさんが慌てて追いかけていく。

「……なんだったんでしょう」

　千ち紗さがまた首を傾かしげた。

「珍しいよね。ヤトちゃんが竜りゆう太たに絡んでくるなんて」

「ふむ」

　腕を組んだまま高槻さんが龍造寺さんたちが出て行ったドアを見やり、ニヤリとほくそ笑んだ。

「これは、面白いことになるかもしれないな」

　高槻さんとは対照的に、千紗とありすは不安そうに眉まゆをひそめるのだった。



    

  
    
      


第一章　強くなりたい！





「特訓を、してほしいんです」

　僕らが住む地方都市・御み堂どう市しの地下深くには、デーモンテイルの秘密基地がある。

　鍾しよう乳にゆう洞どうを模したその大広間で、僕はそう切り出した。

　円卓には千紗とありすはもちろん、目出し帽に赤い野球帽、都市迷彩の軍服といういでたちのレッドキャップ隊も全員が揃そろっている。

　言うまでもなく、基地内なので、基地と一体化したドクター・フォートレスこと千紗の祖父・久く喜き島しま善ぜん治じ郎ろう氏も聞いているはずだ。

「少なくとも僕は、白びやつ虎こに……虎とら之の介すけに勝てるようにならないと……」

「なるほど」

　最初にそううなずいたのは、レッドキャップ隊随一のインテリ、一〇号だった。元革命家という、謎なぞの肩書きの持ち主だ。

「確かに、今現在は敵対状態にあると考えていいでしょうから、対策は必要ですね」

「ってか、なにも特訓なんて面倒なことしなくても、ドクターにちょちょいと改造してもらってパワーアップすればいいんじゃねえの？」

　と三号。

『それは難しいですね。リンドヴルムの性能は現状で限界値です。何かを底上げするためには、何かを犠ぎ牲せいにしなければなりません。それこそ、あの白びやつ虎このように、スピードのために装甲を削けずるような形でしか調整はできませんよ』

　虚こ空くうから響いてくる合成音による声がドクターだ。

　僕を改造した張本人。僕のメンテナンスはもちろん、負傷時の治療や便利すぎる発明をするなど、この人なしでデーモンテイルは成立しない。

「それはありえないですね。何も白虎だけが敵とは限りませんし、銃弾が効かないという防御力は今まで何度も役に立っていますし」

　一〇号の言う通りだと思う。千ち紗さもありすもうなずいている。

　それに、また改造に頼ったのでは意味がない。僕は、僕自身の意志と努力で強くなる必要があるのだ。それがきっと、自信にだってつながるはず。

「白虎と戦ったとき、糸口は掴つかんだ気がするんです。飛行システムに組み込まれている反重力なんとかを利用することで、瞬発力を大幅に強化できましたから」

「あ、最後のアレ……」

　白虎との戦いを思い出してか、千紗とありすが顔を見合わせた。

　僕を助けようとして逆に狙ねらわれたラプンツェルとリトル・レッドフードの危機を救うべく、僕は咄とつ嗟さの判断で最大出力で反重力を発生させ、その力を利用して白虎に追いついたのだ。

　必死だったし、火事場の何とかだったのかもしれない。でも、一度できたのなら、訓練次第では自在にコントロールできる可能性だってあるはずだ。

「まあ、技術的に改造が難しいなら、特訓というのは悪い選択ではありませんよ。竜りゆう太た君は戦闘に関してはド素人ですからね。何かを犠牲にしてピーキーな調整をするよりは確実にプラスになるでしょう」

「怪け我がは大丈夫なの？　言っとくけど、一〇号の訓練は厳しいよ？　鬼だよ？」

　少し心配げに、ありすが僕に囁ささやきかけた。

「誰だれが鬼ですか」

「あ、聞こえてた？」

　苦笑する一〇号と、悪びれもせずに舌を出すありす。

　この様子だけ見ていると冗談っぽいけど、たぶん一〇号の訓練が厳しいってのは事実なんだろう。レッドキャップ隊の、いざというときの迅速な動きやチームワークを見ていればわかる。

「大丈夫、確かに怪我は痛むけど、ボヤボヤなんかしてられないし」

「安心して下さい。怪我が治るまではちゃんと手加減しますよ」

「よろしくお願いします」

「では、特訓のメニューは考えておきます。今日は今日やるべきことをやってしまいましょう」

「ご町内の統治ですね。午前中はどうでしたか？」

　千ち紗さが訊きいた。

　午前中という言い方をしているが、実際は僕らが学校に行っている間、という意味だ。

「一号のパソコン教習二件、五号の出張料理四件、六号の電化製品関連三件は問題なく終了しています。他ほか、昨日から依頼されていたペット捜しとシロアリ駆除も処理ずみです。順調ですね」

「それは何よりでした。この調子で頑張りましょう！」

「この後は商店街が企画した街頭ゴミ拾いのお手伝いです」

「そういや、ゴミ拾いも久しぶりですなあ」

「そだねー。じゃ、さっさと出かけるぞ！　レッドキャップ隊、出動！」

　ありすの号令に、レッドキャップ隊全員が「ういーっす」とか適当な返事をしつつ重い腰を上げた。

「……最近また弛たるんできていますね。竜りゆう太た君と一緒に、全員再訓練の必要があると思うのですが、どうしますか、隊長」

　途端に、レッドキャップ隊の全員がビシッと立ち上がって「了解！」と声を揃そろえた。

　……何となく、早まってしまった気がしないでもない。



　ゴミ拾いといえばデーモンテイル。

　そんな印象が、どうやら世間的には広がっているらしい。まあ、さもありなん、って気もするけど。そういうイメージが蔓まん延えんしているから呼ばれたんだろうけどね。

「やっぱりお嬢ちゃんたちが来てくれると、人の集まりも違うのう」

　嬉うれしそうに、前町内会長のお爺じいさんは言うのだった。なんでも、商店街の組合会長もやっているのだとか。ご苦労様です。

　実際にお爺さんの言葉通り、商店街の人たちだけではなく、近所の奥様方や小学生なんかまで軍手をはめてゴミ袋を持って、ゴミを拾う気満々でいる。

　ざっとその数三〇人。平日の午後であることを考えれば、かなりの数だ。

「えー、それではゴミを拾いながら商店街を抜けて、公園の方まで行きましょう。皆さん車に気をつけて……」

　副組合長だという八や百お屋やのご隠居が今日のプランと注意事項などを説明しているが、ほとんどの小学生はまったく聞いていない。聞きもせずにリンドヴルム状態の僕の前肢や尻尾しつぽに触っては「すげー」とか言っているのだ。

　実際にゴミ拾いが始まっても、小学生たちはゴミを拾うというよりは僕たちと遊びに来たという感覚の方が強いらしい。やれやれ。

　ゾロゾロと三〇人＋デーモンテイル一三名が蛇のように長い列をつくって、道ばたに落ちているゴミを拾っていく。

　今回は街頭なので、河か川せん敷じきのときのような粗大ゴミはない。主なのは空き缶や空きペットボトル、お菓子の包み紙やタバコの吸いがらなどだ。

　と、そんなところへ、

「リンドヴルム様ぁ！」

　という黄色い声が。振り向くまでもなく、龍りゆう造ぞう寺じさんの声だとわかる。

「げ、また来た」

　げんなり気味に、ありす……いや、リトル・レッドフードが呟つぶやいた。

「……今日は着ぐるみじゃないんだな」

　振り返りつつ、言った。

　制服姿の龍造寺さんと、その後ろに子分よろしく魚うお住ずみさんまでくっついてきている。

　まあ、魚住さんの家に猫を見に行って以来、一番猫に興味津々だったのは龍造寺さんだったから、意気投合してもおかしくはないのかな。

「ええ。あのドラゴンスーツでもパワード装甲が使えるようにチューンナップをさせていますのよ。うふふ、もうすぐリンドヴルム様と同じ姿で、お背中をお守りできるようになりますわ！　ご期待下さいませ」

　……いや、それもどうかと思うんですが。

「すごいですねえ。近くで見ると想像以上に大きいのです」

　龍造寺さんの後ろから歩み出てきて、魚住さんはしげしげと僕を眺め回している。

「ええ、もちろん！　強くて大きくて逞たくましくて、その上優しくて勇敢で雄お々おしいのがわたくしのリンドヴルム様なのですわ！」

「あのー、ですから、いつリンドヴルムが貴女あなたのものに……？」

「アンタのモンでもないからね、ボス」

　なんだかなあ。

「ときに、リンドヴルム様。リンドヴルム様は、ご家族は何人いらっしゃいますの？」

「む？　……なぜそんなことを訊きく」

「もちろん、披露宴にご招待しなくてはなりませんもの」

「結婚前提で話を進めんなッ！」

　しかし龍造寺さんはリトル・レッドフードのツッコミは完全スルーで、

「ああ、その前に、ご挨あい拶さつにも伺わないといけませんわね。わたくし、リンドヴルム様のご両親に紹介して頂ける日を心待ちにしておりますわ！」

「いや、そんな日はおそらく来ないし、俺おれ様さまにとってはデーモンテイルのみんなが家族のようなものだ」

「まあ、人目を気にして照れていらっしゃいますのね？　……でも、そんなシャイな一面も可愛かわいいですわ」

「どんだけポジティブなのよ……」

　リトル・レッドフードが呆あきれている。いや、他ほかのみんなも充分に呆れ顔だが。もちろん龍りゆう造ぞう寺じさんはこれっぽっちも気にしない。

「では、リンドヴルム様はおいくつでいらっしゃいますの？」

「……今度は年齢か」

「ええ。あ、ご安心下さいませ。わたくしは歳としの差なんて気にはいたしませんわ。でも、やはりお慕いする方のお歳くらいは知っておきたいですもの」

「あとあと、龍造寺さんは誕生日なども教えてほしいそうなのですよ。そうしたら愛をたっぷり込めたプレゼントも用意できるのに、って言っていたのです」

　うーん。まあ、好きな相手のことを知りたいっていう気持ちはわからなくはないけど、ちょっと唐突な感じがする。

　学校でいきなり傷口を見せろ、なんて言い出したこともある。

　……もしかして、疑われてる？　赤あか尾お竜りゆう太た＝リンドヴルムの確証を掴つかもうとしているのでは――と考えるのは、穿うがった見方をしすぎだろうか。

「すまんな、どれもトップシークレットなのだ。教えることはできん」

　口から出任せだけど、警戒するに越したことはない。

　勉強面では残念さが炸さく裂れつしている龍造寺さんだけど、テーマパークの経営や企画では天才的な切れ味を持っているお人なのだ。油断はしない方がいい。

「まあ……。それは残念ですわね。でも、確かにミステリアスさは恋愛を盛り上げますものね。心憎い演出、さすがリンドヴルム様ですわ」

　……どうやったらこの人を諦あきらめさせることができるんだろう。

　結局、ゴミ拾いが終わるまでこんなやりとりが続けられることになった。



　基地に戻るなり、ありすがフードを跳ね上げて、

「あのさ……もしかしてヤトちゃん、竜太の正体疑ってない？」

「うん、僕もそう思った」

　鎖骨の間の変身スイッチをオフにして、僕もうなずいた。

「ええっ、そうなんですか!?」

　ラプンツェルから戻った千ち紗さが、口元を押さえて驚きの声を上げた。

「怪け我がをしたタイミングがまったく一緒だもんねー。言い訳も苦しかったし、ま、疑われても仕方ないかもね」

「うん……。学校でのこともあるし、警戒した方がいいかも」

「ねえ、千ち紗さポン。これってやばいと思わない？」

「ええ、そうですね。誰だれに対してでも正体がバレるのは、ちょっと……」

「そうじゃなくて！」

　ありすは語気を強めつつ、

「ヤトちゃんはリンドヴルムにご執しゆう心しんで求婚までしてるでしょ！　そのヤトちゃんが正体を知ったりしたら……！」

「――ッ！」

　千紗の顔色が真剣なものに変わった。

「……知ったりしたら、何？」

　僕が訊きくと、ありすと千紗は慌てふためいた感じで、

「えっと、それは……その……ヤトさんが竜りゆう太たさんを誘惑しかねない……」

　しかし千紗の言葉が終わる前に、っていうか僕の名前が出てきたかな？　と思った瞬間にありすが大声で、

「あ、アレよ！　正体をバラすぞ、ってのをネタに脅されて、何を要求されるかわかんないじゃん！　それはまずいって話！」

「あー、かもね。……でも、いざそうなったら説得するとか仲間に取り込むとかで、何とかなりそうな気もするけどね」

「いやいや、竜太、甘いって！　甘く見てたら痛い目見るって！」

「そ、そうですッ！　秘密結社ですから、秘密は守らなきゃダメですッ！」

「それはそうかもしれないけど」

「竜太さん、これは最優先ミッションですよ！　わたくしも片かた桐ぎりさんも協力しますから、何がなんでも正体を隠し通して下さい！」

「う、うん」

　気け圧おされるように、僕はうなずいた。

「大変だなぁ、竜の字も」

　ニヤニヤと面白そうに笑いながら、三号が言った。いや、三号のみならず、レッドキャップ隊の皆さんが全員面白そうに笑っている。

　……なんですか。正体がバレるかもしれないっていうのは、全然笑いごとじゃありませんよ。



　　　＊



　翌日。

　学校の廊下で、珍しい人を見かけた。

　長い髪に黒いスーツ姿とサングラス。もう暑いのに相も変わらずメンインブラックな格好をしているのは、陰に日向ひなたに龍りゆう造ぞう寺じさんの世話を焼く苦労人、オトギーランド・コーポレーションの鮫さめ島じまさんだ。

「どうしたんですか？　珍しいですね、学校に来るなんて」

　あいさつをしてそう話しかけると、

「ええ、お嬢様に頼まれた資料を届けに」

　高校生でありながら、大企業の代表取締役をこなすというのは言うまでもなく大変なのだろう。そうでなくとも学校で一日の大半を拘こう束そくされるのだから、学校にいる時間も無駄にはできない、ということか。

「お仕事とはいえ、大変ですね。鮫島さんも、龍造寺さんも」

「ええ、まあ……」

　鮫島さんは困ったように小さく苦笑して声を潜ひそめ、

「仕事、というかですね、赤あか尾お様。貴方あなたについて身辺を調べるよう言われておりまして、今日持ってきたのはその報告書なんですよ」

「えっ!?　僕を、ですか!?」

　声が大きくなってしまった僕に、鮫島さんは人差し指を口の前で立ててみせた。

「お嬢様には、私が口外したことはご内密にお願いします」

「え、ええ。もちろんです」

「ありがとうございます。はあ、まったく……。申し訳ありません。お友達の周囲を嗅かぎ回るような真ま似ねはやめた方がいい、と再三お諫いさめしたのですが、聞いて下さらなかったものですから」

「大変ですね、鮫島さんも」

「いえ、この程度のワガママは可愛かわいいものですが……如何いかんせん、せっかくお友達もできたというのに、肝心のご本人が接し方をわかっていらっしゃらない。それが歯がゆくて仕方がないのです」

「……あはは」

「お嬢様が何を企たくらんでいるのかはわかりかねますが、どうかお気をつけて。それと、こんな困ったお嬢様なのですが、今後とも仲良くしてやって下さい。厚かましいお願いだとは思いますが」

「あ、いえ。もちろん、そのつもりですから」

「ありがとうございます」

　鮫島さんは僕に深く一礼して、「では」と去っていった。

　さて。

　いよいよ、龍りゆう造ぞう寺じさんがリンドヴルムの正体が僕だと疑ってるのは確実ですか。

　どうしたものかなあ……。



　そしてお昼休み。

　僕と千ち紗さが図書委員の当番をしているところに、ばん！　と激しくドアを開けて龍造寺さんが現れた。

　……なぜか、淡いピンク色のナース姿で。

　タイトでミニなスカートは職業的な実用性には欠けているけど、象ぞう牙げのようなその脚線美を飾るという意味ではナイスチョイスだ。つまり、似合っている。ここが学校の図書館でさえなければ、だけど。

　その後ろでは、魚うお住ずみさんが恥ずかしそうというか居心地悪そうというか、オドオドと周囲を気にしながらくっついてきていた。

「ここにいましたのね、文学少年！」

「そりゃいますよ、図書委員だし。……っていうか、どうして学校でそんな格好を」

「あら、決まっているでしょう？　怪け我が人にんに手厚い看護をするためですわ」

「私は、やめた方がいいって言ったのですよ……」



    

  
    
      



    

  
    
      「猫女は黙ってらっしゃい」

　龍りゆう造ぞう寺じさんは飛び乗るようにカウンターに座って、わざとらしく僕の目の前で、その長い脚を組んでみせた。

　うう、挑発とわかっていても、目はその脚へと引き寄せられる。至近距離での太ふと股ももの破壊力はすさまじい。極力、見ないように龍造寺さんの顔へと視線を向けようとする。

「さあ、文学少年、行きますわよ。オトギーランド・コーポレーションの最新鋭医療設備で、その怪け我がを診みて差し上げますわ」

「え……遠慮します」

「大人おとなしくわたくしと治療に行って下さるなら、何かご褒ほう美びを考えてもいいんですのよ？」

「ご褒美って……」

「欲しくありませんの？　ご・ほ・う・び」

　うっ……。

　思わず、また太股に目が引き寄せられてしまったのは不可抗力です。この状況で目の前の太股を見ないとか、生なま唾つばを飲み込まないとかが可能な忍耐力は、もはや人間のそれではないと思うんですが僕だけですか違いますか。

「あ、あのっ！」

　不意に、千ち紗さが声を荒らげた。

「ヤトさんっ！　図書館ではもう少し静かにして下さいっ！」

「おっとり娘、貴女あなたの方がボリュームが大きくてよ」

「うっ。……そ、それとっ、図書館で、は、破は廉れん恥ちな真ま似ねはやめて下さいっ」

「あら、何が破廉恥ですの？　ジュースでもごちそうして差し上げようというご褒美に何か破廉恥な要素がありまして？」

「じゅ、ジュース……!?　い、いえ、ご褒美がどうとかより、そんな格好をしている時点で破廉恥ですっ！」

　うん、その点は千紗が正しいと思う。

「と、とにかく、龍造寺さん、僕らは今仕事中だからさ」

「……仕方ありませんわね」

　ようやくわかってくれたのか、と、ほっと溜ため息をついた。が、その瞬間に龍造寺さんは髪の毛をバサッとやって、

「ではせめて、いくつか質問に答えて頂きますわよ」

　……全然わかってくれてないんですね。

「例の爆弾事件の日も、あなたたちはここで当番をしていましたわね？」

　この学校で爆弾云うん々ぬんといえば、デーモンテイルに来る前にありすたちが引き起こした立て籠こもり事件のことだ。

　僕が……リンドヴルムが身を挺ていして爆弾を上空で爆発させて、一人も死者を出さずにすんだ。代償として、僕は大おお怪け我がを負ったわけだけど。

「例のって……アンシーリーコートの？　うん、確かに当番だったけど」

「騒ぎが収まった後、文学少年もおっとり娘もチビッコも教室には戻ってこなかったそうですわね？　いったいどこにいらしたの？」

　むむ。

　核心を突いた質問に、千ち紗さも不安そうに眉まゆを曇くもらせる。

「えーと……逃げ出したときに怪我をしちゃってね。千紗に手当てをしてもらってたんだ」

「赤あか尾お君、どこにいたのか、という質問に答えていないのですよ」

　すかさず、魚うお住ずみさんが突っ込んできた。

　そして、それに対しては千紗が、

「あ、わたくしの家です。家っていうか、持ちビルが近くにあったもので……。竜りゆう太たさんのお宅には誰だれもいらっしゃらないそうでしたから」

　とフォローを入れてくれた。なんだか息詰まる攻防だ。

「そうですの……。でもわたくし、おっとり娘には訊きいていませんわよ？」

「あう……。す、すみません……」

　凄すごみを利かせた笑み一つで千紗を萎い縮しゆくさせてしまった。恐るべし、オトギーランドの代表取締役。

「それで、怪我って？　肩に何か刺さったりでもしたのかしら？」

　意地悪げな、それでいて妖よう艶えんな笑みを、龍りゆう造ぞう寺じさんはそのまま僕へと向けた。

　とはいえ、怯ひるんでもいられない。

「それは、貴女あなたの大好きなリンドヴルムの話でしょ」

「あら、そうでしたわね」

　笑みを崩すことなく、龍造寺さんはしゃあしゃあと言う。

「それで、怪我って、どんな怪我ですの？」

　聞き出すまで何度でも同じことを訊き続ける気か。くそ、手て強ごわい。

「ん、手をすりむいた程度だよ。もう治っちゃったけど」

「すりむいた？　その程度の怪我で、学校に戻らなかったんですの？」

「……そうだね、今考えれば戻るべきだったかも。でもほら、事態がどうなったのかも今ひとつわからなかったし、学校側も僕らも混乱してたしね」

「ちょっと苦しいですわね」

「そう？　公然と学校を出られれば、そんなもんじゃない？　怖い目に遭った学校に、わざわざ戻りたいとは思わないでしょ。少なくともその日のうちはさ」

　龍造寺さんの笑みに、僕もにっこりと笑みをつくった。その説明で押し通すよ、という意思表示。宣戦布告と言い換えてもいい。

「……まあ、いいですわ。では、これをご覧なさい」

　ばん、とカウンターに叩たたきつけられたのは、五段組になった一から三〇までの数字だった。いくつかの数字に赤丸がつけてある。

　……カレンダーか。となると、この赤丸は――。

「これが何だかおわかりになって？」

「……先月のカレンダーかな。六月だから三〇日まで、一が二番目、つまり月曜日から始まってるのも先月に当てはまるよね」

「ご名答。では、この赤い丸はおわかりになるかしら？」

「さあ」

　首を傾かしげてみせる。見当はついてるけど、言う気はない。

「この縦のラインが一列、まったく丸がついていませんわよ？」

「そうですね」

　縦のライン、つまり、同じ曜日。言わずもがな、図書委員の当番がある曜日だ。

「この赤い丸は、リンドヴルム様が世間に姿を現した日ですわ」

　やっぱりか。

「あなたたちが図書当番の日に、リンドヴルム様やデーモンテイルが姿を現していないのは、何か理由があるのではなくて？」

「偶然でしょ」

　できうるかぎり素っ気なく、僕は言った。

「そんなことを言うなら、この月は一の位に二がつく日だって一回も姿を現していないよ。この曜日も半分は丸がついていないし」

「前の月のを見ても同じことが言えて？」

「じゃ、定休日なのかもね。それが何？　僕らと関係あるの？」

「……そう。あくまでシラを切りますのね」

「シラも何も、本当に僕らは知らないんだよ」

　しばし、僕と龍りゆう造ぞう寺じさんは無言で睨にらみ合うことになった。

　その張り詰めた空気に、千ち紗さも魚うお住ずみさんも、少し不安そうに僕と龍造寺さんの顔を交互に見ている。

　龍造寺さんはふっと僕から目を逸そらし、くるりと踵きびすを返した。

「まあ、今日のところはそういうことにしておいて差し上げますわ。行きますわよ、猫女」

　そしてそのまま、出口に向かってツカツカと歩き始める。

「あ、待って下さいー」

　その後を魚住さんが追いかけていく。

「な……なんとかごまかせましたね」

　ふう、と大きく息を吐いて千ち紗さがふにゃっと緊張を解いた。

「……どうかな」

「え？」

「言げん質ちは取られなかったけど……たぶん、龍りゆう造ぞう寺じさんは確信したと思うよ」

　根拠はないけど、手て応ごたえ的にというか、雰囲気的にというか。

「ええッ!?　そんな……」

「それから、もう図書館でも内緒の話はしない方がいい。龍造寺さんなら、学校中に盗聴器をしかけるくらいやりかねないから」

　千紗はにっこりと笑って、

「はい。じゃあ……今度行く映画の話をしましょう！」

「はあっ!?　ちょ、緊張感抜けすぎでしょ！　脈絡もないし！」

「えー、でも、約束したじゃないですか」

「う、うん……まあ……」

　そりゃ約束したけどさあ。

　と、「うるさいぞ」と司書準備室のドアが開いた。

　同時に漂ってくるタバコのフレーバー。

　我が校一のヘヴィスモーカーにして司書教諭の津つ島しま響きよう子こ先生だ。髪を刈り込んだ、化粧っ気の少ないこの先生は、男子にはもちろん女子にも大変人気がある。むしろ女子に人気がある。格好いいから。

　余談だけど、同い年の、僕らの担任の松まつ田だ小こ桃もも先生は童顔の可愛かわいらしい先生なので、対照的に男子に人気が高い。特にやんちゃな男子連中に。

　もっとも、携帯ゲーム機や漫画を取り上げられてもお菓子を差し入れれば返してもらえたりするから、という理由も大きそうだけど。

「まったく、この間までギクシャクしていたかと思えば、今度はデートの相談か。青春まっただ中だな、少年」

「いや、えーと」

　何と反論するか一瞬詰まってしまった僕の横では、千紗が顔を真っ赤にしてうつむいてしまっていた。

「まあ、羽目を外さない程度に楽しんでくるといい。ただな、態度はハッキリさせておけ。別の女が怒鳴り込んでくるような展開は、これっきりにしてもらいたいものだな？」

　……楽しそうですね、津島先生。

「だから、そんなんじゃありませんよ」

「ま、そういうことにしておこうか」

　一方的にそう言って、津つ島しま先生は高笑いとともに司書準備室に消えていく。

　僕はカウンターに頬ほお杖づえをついて、大きく溜ため息をついた。

　まったく、困った先生だ。



    

  
    
      


第二章　シンデレラ・ボーイのように





　手にした棒を槍やりのように構えつつ、五号がじり、と間合いを半歩詰めた。

　棒の先には、青いインクを浸した布が巻きつけられている。五号の攻撃を食らうたびに、僕の――リンドヴルムの赤い身体からだに青い点が増えていくというわけだ。

「達人というほどではないにせよ、五号は拳けん法ぽうの心得があります。白兵戦ではレッドキャップ隊一の実力者です」

　そう説明した後に一〇号は、

「まず、五号の攻撃を一分間避け続けて下さい」

　と僕に告げた。

　避けられないことはないだろう。

　そう思っていた。タイミングを合わせて反重力飛行システムを稼働させ、ステップを踏めば、避けられるはずだ、と。

　いや、たぶん理論的には避けられるのだろう。

　しかし、間に合わない。システムを稼働させたときには、もう穂先が鱗うろこに触れている。かといって、稼働させっぱなしでは苦しくなるのはオトギーランド一味にラプンツェルがさらわれた事件のときで実証ずみだ。

「それまで！」

　ストップウォッチ片手に、一〇号が鋭く叫んだ。

　たったの一分。

　その間に、僕の身体からだは真っ青に染まってしまっていた。もっとハッキリ言えば、たったの一回も避けることができなかった。

「わかっているとは思いますが、白びやつ虎この攻撃速度は五号の比ではありません」

　くっ。それを一番実感している僕だからこそ、返す言葉もない。

「……面目ない」

「いえいえ、最初はこんなものでしょう。では、一つアドバイスを。いいですか、戦闘とは例外なく情報戦です」

「……確かに、白虎は俺おれ様さまのデータを入念に調べ上げていたようだったな」

「ええ、もちろんそれもあります。相手のスペックや動作の癖くせがわかっていれば、動きが読みやすくなりますからね。そういう意味では、前回の白虎戦は竜りゆう太た君が……リンドヴルムが最初から圧倒的に不利だったと言えます。ですが、私が言いたいのはそういうことではありません」

「……？」

「攻撃を見てから動くのでは遅すぎるんですよ。特に、見て、考えて、反応する、という手順を踏んでいたのでは。反応するのではなく、読むのです。予測して動くんです」

「予測……？」

「ええ。言ったでしょう？　戦闘は例外なく情報戦です。もちろん、白兵戦も。筋肉の動き、重心の移動、足運び、間合い、視線……、そうした相手の様子から次の動きを予測する。それが白兵戦のやり方なのです」

　……。

　いや、うん、何となく理屈はわかる。

　確かにそうなんだろうな、とも思う。

　でも、いきなりそれを要求するのって、かなりの無む茶ちや振ぶりじゃないですか？

「次に白虎と出くわすのは明日かもしれないんですよ」

　う、お見通し!?　心を読まれたっ！

「いきなりホイホイできるようになるとは思っていません。だからこその特訓でしょう。さ、二セット目！　用意！」

　慌てて身構える。

　始め、の声と同時に青い穂先が飛んできた。



　放課後のご町内統治活動の後、夕方というよりは夜といった方が正確な時間帯に毎日二時間、特訓をしてもらうのが日課になった。

　五号の穂先をかわす訓練の他ほかに、反重力飛行システムを稼働して左右にステップを踏む反復や、ドクターが作ってくれたリンドヴルム専用三〇ミリガトリング砲を使っての射撃訓練、そのガトリング砲の扱い方やらメンテナンスのレクチャーなどもメニューには含まれている。

　三日四日と続けるうちに、何回かは五号の攻撃も避けられるようになってきた。五回に一回……いや、八回に一回くらいは。反重力システムのオンオフもスムーズになってきている気がする。

　当たってしまう攻撃も、何割かは読んでいたのに行動が間に合わなかったパターンが増えてきている。手て応ごたえは、それなりにある。

　しかし。

「ふむ、少しは慣れてきましたね。では五号、明日からはフェイントも織り交ぜて攻撃して下さい」

　……。

　ですよねー。読み合いだからこそフェイントは有効ですもんねー。

　チクショウ、負けるもんか。

　スイッチをオフにする前に、青インクを濡ぬれタオルで拭ふき取る作業に入る。

「あんま無理しない方がいいじゃないの？　まだ怪け我がだって治ってないんだし」

　バイト帰りで基地に顔を出したありすに言われてしまった。バイトの制服が入ったバッグや鞄かばんを置き、インクを拭くのを手伝ってくれている。

「わたくしもそう思います。負けて悔しいのはわかりますけど、今はしっかり休んで怪我を治すことに専念した方が……」

　同じく僕の鱗うろこを拭いてくれながら、千ち紗さまで心配そうな顔でそんなことを言う。

「大丈夫だ。ドクターの診察も受けながらやってるし、一〇号も軽めの訓練を組んでくれている」

　笑ってみせても、二人の顔は曇くもったまま。うーん、やりにくいなあ……。

　とにかく、インクを落とし終わったのでスイッチをオフにして人の姿に戻った。同時に、口調も普段のものに戻す。

「僕だけを狙ねらってくるならのんびり構えててもいいんだけどね。早く、ちゃんと守れるようになりたいんだ」

「……え」

「…………竜りゆう太たさん……………………」

　二人してちょっとうつむき加減でもごもごし始めてしまった。心なしか、二人とも顔が赤く染まっている。

「どうしたの？」

「あ、いえ……」

「な、何でもないッ！　そ、それより、当面の問題はヤトちゃんだと思うぞっ！」

「え？　そうかなあ。ここ二、三日は静かなもんだけど」

「ううん、違うよ。確かにあたしたちの周りでは静かだけど、真ま緒おと一緒にあっちこっちで竜りゆう太たやあたしたちのこと聞き回ってるみたい」

「あ、そういう話ならわたくしも聞いています。なんでも、津つ島しま先生のところにも行って色々質問攻めにしたとかで」

「うーん。困ったもんだね……」

「ですねえ」

「今まで以上に気をつけないとね。基地の出入りとか……ヤトちゃんが飽きてくれるまではさ」

　飽きてくれるといいんだけどね。

　うーん、何だろう。切羽詰まってこそいないものの、やっかいごとばかりが増えている気がする。



　　　＊



　一学期の期末テストが近いということは、夏休みが近い、ということでもある。

　そして往々にして、夏休みが近い頃ころには気温はすっかり夏そのものになっていたりするものだ。

　約束した、千ち紗さと映画を観みに行く日。

　その日も、雲一つない空の真夏日になった。目に映る青い空はとても気持ちがいいけれど、暑さがお出かけ日和びよりというには疑問を感じさせてくれる。

　正直、映画を選択しておいてよかった、と思う。これがハイキングやピクニックだったら、と考えただけで日射病になりそうだ。

　できれば腕の包帯を隠したかったから長なが袖そでを着たかったけど、それは自殺行為に思えた。まあ、どうせ顔にもまだ二つ三つ絆ばん創そう膏こうが貼はってあるから、腕の包帯くらい隠せないからってどうということはないんだけど。

　待ち合わせたシネマコンプレックスに併設されたショッピングモール内の広場に着いて見回すと、すでに千紗はベンチに腰掛けて僕を待っていた。

　淡いピンクのチュニックを着た千紗が、僕を見つけて嬉うれしそうに手を振っている。

　腕時計を確認。約束の時間の一五分前。

　歩み寄って、

「早いね。待たせちゃった？」

「あ、いえ。わたくしが早く来すぎただけですから」

「ごめん。どのくらい待ったの？」

「えっと……三時間くらいです」

　……は？　マジですか……？

　えーと、映画を一本観みてお釣りが来るんですが。っていうか、その時間だとまだここオープンしてないんですけど。

「え？　あれ？　僕、約束の時間間違ってた？　だったら電話してくれれば……」

「あ、いえ。ですから、わたくしが早く来すぎただけです」

　もじもじと恥ずかしそうにうつむいて、

「待ちきれなくて、つい……」

　そんなに観たい映画があったの……？

「じゃあとにかく、映画館の方に……」

　言いかけて、ハッと振り返った。

「竜りゆう太たさん、どうしたんですか？」

「いや、今……どこかで見たような栗くり色いろの髪が……」

「えっ」

　しかし、周囲を見回しても、もうその人影は見えない。

「あの、でも、ヤトさんとは限らないんじゃ……？」

　確かに、髪の色だけでは本人だと断定はできない。でも……。

「ほら、あの人も、あっちの人も茶色い髪ですし」

「まあ、そうだね」

　苦笑。ちょっと過敏になりすぎかもしれない。

「じゃあ、映画館に行こうか」

「はい」

　映画館に入れば、正面にチケット売り場、右手にグッズショップと待ち時間を潰つぶすためのコーヒーショップ。もう少し奥へ入ったところにポップコーンや飲み物の売店があって、さらに奥にいくつものスクリーン入場口が並んでいる。

「何を観るの？」

　あちこちに張られたポスターや売り場の掲示板を見ながら訊きくと、

「えっと、あれがいいです」

　千ち紗さが指さしたポスターでは、白人の若い男女が見つめ合っていた。そのどちらにも見覚えはない。まあ、俳優とか女優とか、そんなに詳しい方でもないんだけど。特に海外の、となれば超有名どころしか知らないし。っていうか、超有名どころでも知らなかったりすることも珍しくない。

　タイトルは『恋の最果て』。主人公とヒロインが駆け落ちでもするのかな？　見るからに甘そうな恋愛映画だ。

「今日はわたくしがおごる約束ですから、チケットを買ってきますね」

「あ、うん。じゃあ、僕は飲み物とポップコーンでも買っておくよ。飲み物は何がいい？」

「え？　いえ、飲み物とかもわたくしが……」

「はは、いいって。手分けした方が早くすむし、そのくらいは出すよ」

「……でも」

「始まるまでそんなに時間もないし、効率よく並ばないと。ホラ、早く行かないと間に合わなくなるよ」

　そう言い聞かせて、お互い別々の売り場へ向かう。

　僕は二人分のウーロン茶とポップコーンを購入。受け取った商品をトレイに載せたあたりで、チケットを買った千ち紗さが駆け寄ってきた。

「あ。ポップコーン、二つ買ったんですか」

「え？　うん」

「お、同じ量なら、あ、あ、アレの方が安かったんじゃないですかっ」

　千紗が指さしたのは、カップルバケットと銘めい打うたれた大きな容器。確かに同じ二人分で、料金は二割ほど安い。

「そりゃそうだけど……さすがにアレはねえ。同じ入れ物から食べるんじゃ千紗がいやかな、とも思ったし」

　っていうか、千紗用に買ったポップコーンは激げき辛からチリタコス味。もはやポップコーンである意義さえ疑わしい気がする。そしてそれを同じバケットから食べるという流れは是非とも遠慮させて頂きたい。千紗が何かをかけたりトッピングしたりしそうだから。

「い、いえッ！　わ、わたくしは全然イヤじゃ……っていうか、むしろそっちの方が……」

「え？」

「あ、その、な、何でもないです……」

「……？」

「あの、えっと……」

　千紗は少し視線を宙に漂わせて、

「そういえば、チケット売り場で並んでいるときに、魚うお住ずみさんによく似た後ろ姿を見かけました」

　と、ちょっと強引に話題を変えてきた。

「ホントに？」

「あ、いえ、ショートカットの女の子なんて珍しくはないですから、もしかしたら別人かもしれないですけど……」

「いやあ、たまたま龍りゆう造ぞう寺じさんに似た人を僕が見かけて、魚うお住ずみさんに似た人を千ち紗さが見かけたって？　そんな偶然、あるかなあ？」

「……そう……ですよね」

「ま、映画を観みるだけだし。その後どこかに行くっていったって、お茶を飲むとかご飯を食べるとかがせいぜいだろうし、監視されてても別段困らないか」

「えー」

　珍しく千紗が、露ろ骨こつにイヤそうな顔をする。

「まあ、確かに気持ちよくはないけどさ。だからって逃げ回るのも不自然だし」

　まだ千紗は頬ほおを膨らませていたけど、さすがに捜し出してやめさせるというわけにもいかない。

「ほら、いいからさっさと席に座ろう。始まっちゃうよ」

「あ、はい」

　シートへ移動して、座る。となりの千紗にウーロン茶とチリタコス味のポップコーンを手渡した。

「あ、ありがとうございます」

「どういたしまして」

　シート脇わきのホルダーに、僕も自分のウーロン茶を置いた。

　まだ照明も落とされておらず、スクリーンには『上映中はお静かに』とか『上映中は携帯電話の電源は切りましょう』といった注意事項が流れている。

　さほど人気がないのか、空席が目立った。それでも、そこここのシートからお喋しやべりの声が聞こえてくるけど。

「もしかして、ヤトさんや魚住さんも、ここのどこかにいるんでしょうか」

「どうだろうね。どっちにしても、照明が落ちる前に堂々と入ってくるとは思えないけど」

　僕がそう答えた瞬間、後ろからにゅっと白い手が伸びてきて、僕のポップコーンを鷲わし掴づかみにした。そのまま大量のポップコーンとともに、手は来た方向へ悠然と返っていく。

　驚いて振り返ると、

「二人でこそこそと何やってるのかなぁ」

　ちんちくりんの自称ツインテールが引きつった笑みを浮かべていた。

「なんだ、ありすか」

「なんだってなんだ！」

　僕から奪ったポップコーンを頬ばってモシャモシャと咀そ嚼しやくしながら、ありすは不機嫌そうに僕を睨にらんだ。

「龍りゆう造ぞう寺じさんか魚うお住ずみさんかと思ったんだよ。チラチラそれっぽい人を見かけてたからさ」

「……っつーか、悪びれもしないとこがむかつく」

「え？　何が？」

「別にぃ」

　と、そこでようやく今まで固まっていた千ち紗さが、

「どっ、どうして片かた桐ぎりさんがここにいるんですかッ！」

「えー？　そりゃ、とっても親切な委員長が教えてくれたからだけど？」

「……姫ひめちゃんも、なんで知って……」

「ヤトちゃんに聞いたんだって」

「ヤトさんはともかく………………………………………………姫ちゃんには、あとでゆっくり、ちゃ――――んと話をしておかなきゃ」

　うつむいて、千紗がぼそりと呟つぶやく。何だか怖いんですけど。

「にしても、龍造寺さんもどこから知ったんだろう。まさかホントに盗聴器でも使ってるのかな」

「津つ島しま先生に聞いたらしいよ。いくら二人っきりだからって、ちょっと図書館で油断しすぎなんじゃないのー？」

　……なるほど。



    

  
    
      



    

  
    
      「だいたい、どうしてここにいるんですかって、そりゃこっちのセリフだっつーの！　ねえ、千ち紗さポン。なんでこんなことするかなあ」

「わっ、わたくしは、怪け我がばっかりさせてしまっている竜りゆう太たさんをねぎらおうと……」

　あわあわと困ったようにテンパリながら、千紗はもごもごと消え入るように言う。

「うん、そうねー。そうしたい気持ちはすっごくよくわかるわー。でも、だったら一人でやんなくてもいいじゃん？　みんなでねぎらう企画すればいいじゃん。それこそ、いつか話した快気祝いパーティとかさあ。竜太にはみんな感謝してるんだから！」

「うっ……そ、それは……」

「まあまあ、そう声を荒らげないで。ほら、これあげるから機嫌直して」

　僕が差し出したポップコーンを容器ごと持っていきつつも、ありすはそれでも口をへの字に曲げたままだ。

　やれやれ、だからみんなで行こうって言ったのに。

　ありすはムスッとしたまま、ぐわしっと豪快にポップコーンを掴つかんでは口へと運んでいる。あ、喉のどに詰まらせて胸を叩たたき始めた。

「はい、ウーロン茶」

　見かねてドリンクを差し出すと、やっぱりそれもひったくるように奪っていってストローをぱくり、一気に中身を吸い上げた。

　そして人心地ついたのかありすは大きく息を吐き出して、次の瞬間、

「あ！」

　と右手のウーロン茶のストローを見やった。

「竜太、もしかしてこれ、口……」

「ううん、まだ口はつけてないから大丈夫だよ」

　しかし、ありすはなぜかがっくりと肩を落とした。

　僕は首を傾かしげながらも、

「とにかく、こっちに来れば？　満席ってこともなさそうだし。もう始まるよ」

「ん、そうする」

　僕から強奪したポップコーンとウーロン茶を持ったまま、ありすはぐるっと回って僕のとなりへとやってきた。

　全席指定の映画館ではマナー違反かもしれないけど、まあ、誰だれにも迷惑になってないからいいよね。

　……なぜか千紗は不満そうに唇を尖とがらせているけど。

　ありすが座るのとほぼ同時に、館内の照明が落ちた。スクリーンでは早さつ速そく新作映画の予告が頼みもしないのに目まぐるしくアピールを続けている。

「竜太さん。……ポップコーン、わたくしのでよかったら、食べますか？」

　小声で、千ち紗さが気を利かせてくれた。

「いや、大丈夫だよ。飲み物も持っていかれちゃったしね。飲み物なしじゃポップコーンはキツイでしょ」

　っていうか、激げき辛からチリタコス味は要いりません。

「あ、あのっ、ウーロン茶も、わ、わたくしのでよければ……っ！　い、一回口をつけちゃいましたけど……」

「いやいやいや、それはさすがに」

「ってか、そこ、うるさい」

　うん、今回はありすの言い分が正しい。

　映画『恋の最果て』の本編が始まった。

　結婚を約束した主人公とヒロインが、ヒロインの厳格な両親によって様々な妨害を受ける、というような展開だった。恋愛ものとしては、どこかで聞いたような話だ。最果てとかいうくらいだから、駆け落ちでもして新天地でハッピーエンドかな……と思って観みていたら。

　中盤、いや、終盤にきて妙な展開になってきた。

　あの手この手の妨害にうんざりしたヒロインが、大きな裁たちバサミを手に両親を刺したのだ。特に父親に対しては、倒れたあとも何度も何度も何度も何度もハサミの刃を突き立てる有様だった。

　えー!?　そ、そういう展開……？

　っていうか、父親の身体からだを刺す音と噴き出す血の映像が、体中を怪け我がしたあのときとオーバーラップする。白びやつ虎こに散々切り刻まれたあのときと――。

　やがて、凄せい惨さんな現場に主人公がやってくる。その惨状と血まみれのヒロインを見て凍こおりつく主人公。

　そんな主人公にヒロインが曰いわく、

『これで私たちの邪魔をする人はいなくなったよ。結婚できるんだよ』

　できねえよ！　と、思わず心の中でツッコミを入れてしまった。

　当然、主人公的にも『そうだね、愛してるよ』とかなるはずもなく、悲鳴を上げて逃げようとする。

　まさか、この後の展開って……。

　ひいいい、こんな最果てはイヤだーッ！

『どうして逃げるの？　私、貴方あなたのためにここまでやったのに！』

　ああ、やっぱり！　ですよね！　そうなりますよねー！

　ヒロインが投げた電気スタンドが主人公の背中に直撃。それでつんのめったところをヒロインに捕まってしまった。

　あとはもう、お決まりのコースだ。ここから甘いラブストーリーにＵターンできるはずもなく。

　カメラは主人公とヒロインから逸それて家の中を映し出す。サイドボードの上に飾られた、ヒロインがかつて撮ったトロフィーとか家族揃そろっての写真。

　そこに降りかかる大量の血と、響き渡る主人公の悲鳴、連続して肉に刃物を突き立てるザクザクという音。

　ああっ、痛い！　痛いよ……！　体中の傷がズキズキと痛む。

　最終的にヒロインは主人公の首を切り落とし、その首にキスをするシルエットをラストシーンにエンディングテーマへ。

　ち……血の気が退ひいた……。

　ちらほらと、席を立つ影が目立ち始める。

　やがてエンディングテーマも終わり、館内に照明が戻った。

「あはははは、いくらなんでも、アレは血が噴き出しすぎですよねー。あと、せっかく凶器をハサミにしたんですから、首を切り落とすシーンはもっと効果的に見せられたはずだと思うんです」

　ケロッとした顔で、千ち紗さが言った。

「ってか、論点そこなの？　あたし的には、主人公がダメすぎると思うんだけど。最後はヒロインと協力して死体を処理するくらいはしてほしかったなー」

　いやいやいやいや。

　それも論点が違うでしょ。思いっきり看板に偽りありじゃん！　恋愛映画だと思って観みてて最終的にスプラッタって、意味わかんないし！

　人気がないわけだよ。空席が目立つはずだよ。酷ひどいよ、騙だまされた！

　千紗とありすが立ち上がる。僕も立とうとして、――ぐらりと視界が揺れた。今立ったばかりのシートに尻しり餅もちをつく。

　あれ？　……何だか少し気持ちが悪い。

　ポップコーンをありすに取られたのは、ある意味ラッキーだったのかも。胃にものが入っていたら、吐き気も催していたかもしれない。

「竜りゆう太たさん!?　だ、大丈夫ですか？」

「ちょ、竜太、どうしたの、顔色悪いよ？」

「いや……平気平気。ちょっと立ちくらみが……」

「竜太さん、立てますか……？」

「どこかで休ませた方がいいかも。フードコートとか、近くにあったよね」

　確かに、次の上映もあるわけだから、いつまでもこのシートに居座るわけにもいかない。

　二人に支えられながら、ふらふらと映画館を出た。情けない。

「何か飲む？　甘いものの方がいいかな。何か買ってくる」

　フードコートの一席に僕を座らせるなり、ありすがそう言って駆け出していった。

「あの、大丈夫ですか？　横になった方が……」

　いやあ、ここで横になるのはちょっと。休日のフードコートですよ？　すぐに座れたくらいだから超混雑ってことはないけど、それでも人の目は多い。

「だ、大丈夫だよ。少し休めば……」

　ありすもオレンジジュースを手に戻ってきて、

「無理すんな。はい、これ」

　とテーブルに、僕の前に置いた。

「……ありがとう」

　そのテーブルに突っ伏した頭を上げて、僕はありすに微笑ほほえんだ。かなり弱々しい感じだったに違いないけど。

「ん、別にいいよ。にしても、竜りゆう太たってああいうのダメなんだっけ？」

「まあ、得意な方じゃないかな。それに、ちょっと体中切り刻まれるってのは他人事とは思えなくて」

「あー、そういうことか」

　ありすが得心がいったように苦笑する。

「あの……あの、ごめんなさい、竜太さん。わたくし、竜太さんに喜んでもらおうと思っていたのに、こんな……」

　しゅんとなった千ち紗さは、今にも泣き出しそうな顔をしていた。

「いや、わかってるから。大丈夫、大丈夫だから」

「いやいや、接待のつもりだったんなら、なおさら先に竜太の映画の好みとか訊きいておくべきだったよねー」

「うう。……すみません」

　だから、追い打ちをかけるなっての。

「いいんだってば。こっちこそ、せっかく遊びに来たのにこんな体ていたらくでごめんね」

　千紗は祈るように手を組んで、涙目をキラキラさせて、

「ああ、ありがとうございます。竜太さんの慈悲深さはまるで地じ蔵ぞう菩ぼ薩さつのようです。そういう竜太さんの優しいところが、わたくしは……」

「わたくしは……何？」

　ありすがドスの利いた声で問うと、千紗は途端に萎い縮しゆくして、

「い、いえ……なんでもないです……」

　……？

　っていうか、地蔵菩薩って。

　ま、それはいいとして、幸いなことに三〇分ほど休んで気分の悪さはなんとか収まってくれた。

「もう大丈夫だよ」

　そう何度も言ったんだけど、

「ダメ。今日は大人おとなしく帰った方がいいって。ただでさえ怪け我が人にんなんだから」

　とありすが頑として譲らない。

「そ、そうですね。残念ですけど……」

　なんだかこっちが申し訳ないなあ。

　ありすに引っ張られるようにして映画館を出た。

「ちょ、ありす、大丈夫だって。それに、ちゃんと帰るから」

　で、その後を慌てて千ち紗さがついてくる。

「そ、そうですよ、片かた桐ぎりさん。それに、引っ張って急がせたりしたら、かえって竜りゆう太たさんの身体からだに悪いですよ」

　それでも、ありすは僕を引っ張るのを止やめず、

「帰るならこっちが近い！」

　と大通りから少し細い道へと入っていく。

　その道を少し行ったところで、僕らの行く手を遮さえぎるように横手から二つの人影が飛び出てきた。

　揃そろって髪を金色に染めて、耳にはいくつものピアス。大きなサングラスをかけて、一人はくわえタバコ、もう一人はクチャクチャとガムを噛かんでいる。見るからにガラが悪い。

「お、可愛かわいいじゃん。両手に花とは羨うらやましいね」

「っつか、そんな包帯やら絆ばん創そう膏こうやらでボロボロなミイラ君は放っといて、俺たちと遊びに行こうぜ」

　……うわあ。苦手なんだよなあ、こういうの。

「はあ？　怪我人こそ放っておけるわけないじゃん。邪魔だから退どいてよ」

　ありすが言い放った。なんでそんなに物もの怖おじしないんだ。こういう連中にそんな言い方したらさあ……。

「あ？　誰だれが邪魔だ？」

　ほら、言わんこっちゃない。

　ぐい、と引っ張られていた手を逆に引っ張って、ありすを庇かばうように前に出た。

「千紗もありすも、下がってて」

　僕一人なら荒事は回避するために土下座くらいはしてもいいんだけど、さすがに女の子二人が一緒となればそうもいかない。千紗とありすを置いてお前は帰れ、と言われても困るわけで。

　それに、引っかかることもある。

　この二人、たまたま僕らを見かけて絡んできたような口ぶりだったけど、にしては待ち構えていたように出てこなかったか？

　僕らを狙ねらっていた？　いつから？　映画館から？

　単に小金を巻き上げようとか、千ち紗さやありすを無理矢理口説こうとか、そんなことのために後をつけ回してたのか？　もちろん、ないとは言いきれない。

　でも、今の僕には、もっと明確に狙われる心当たりがある。だとしたら、交渉の余地だってあるはずだ。

「へえ、格好いいねぇ。なに？　やる気なんだ、色男君」

「……マジでやるんすか？　怪け我が人にんっすよ？」

　ぼそり、とタバコの方が僕の包帯や絆ばん創そう膏こうを見て、呟つぶやくように言う。やっぱり。

「あのー、もしかして、貴方あなたたちに僕を襲おそうように頼んだのって、栗くり色いろの髪が長い女子高生じゃありませんでした？」

　僕が訊きくと、びくり、と二人が反応した。なんで知ってるんだ、と顔に書いてある。やれやれ。

「あの、やめません？　たぶん、誰だれにとってもいいことはないんですよ。僕も痛い思いはしたくないし、貴方たちだって僕を殴なぐれば犯罪ですよ？　傷害罪です。たぶん、依頼した人にとっても望んでる結果にはならないと思うんですよ」

「うるせえな、こっちはもうもらうモンもらっちまってんだよ！」

　ガムの方が僕に殴りかかろうと、拳こぶしを振り上げた。

　――踏み込んで右のパンチ、僕の顔を狙ってくる。

　彼が振りかぶった瞬間に、その先の行動が手に取るようにわかった。

　そのパンチを左手で払った。それでバランスを崩したところを右手でトン、と押す。殴りかかってきた彼は、いとも簡単に尻しり餅もちをついてしまった。

　誰もが驚いていた。

　尻餅をついたガムの彼も、タバコの相棒も、何が起こったのか理解できないという顔をしている。

　たぶん僕の後ろで、千紗もありすもビックリしていることだろう。

　……一番ビックリしたのは僕自身だと思うけど。

「あ、すみません。大丈夫ですか？」

　そう僕が問いかけたことが、逆に癇かんに障ったらしい。

「てめえッ！」

　そう叫んで立ち上がり、また僕を殴ろうと踏み込んできた。

　でも、読める。

　五号の棒は、同じ構えから変幻自在に何パターンもの攻撃が飛んでくる。それに比べたら、振りかぶったり踏み込んだりの動作が大きいのでわかりやすい上に、えらく単純なのだ。しかも、攻撃の鋭さも段違い。リーチも棒に比べたら短いし。

　右、右、左、蹴けり。

　後ろには千ち紗さとありすがいるので、下がるわけにもいかない。その場に足を止めて、左右のステップと上体の動きだけでかわしていく。

　特訓もリンドヴルムとしてやっているわけだから、僕自身の動きが速くなったりしているわけじゃない。むしろ僕は運動は苦手な方なんだけど、それでもこれだけ立ち回れるんだから、予測が立つということの有効性には驚くばかりだ。

「まぐれじゃない……！」

　後ろでありすが呟つぶやいた。千紗も、

「竜りゆう太たさん、すごいです……！」

　やめてー。そういうことをギャラリーが言い出すと……、

「この……！　おい！　なにボサッとしてんだよッ！　お前も手伝え！」

　ほらやっぱり！　この手の人たちには火に油なんだよ！

「お、おう！」

　とタバコの彼もタバコを吐き捨てて、僕に殴なぐりかかってきた。

　怪け我が人にんに二人がかりは酷ひどいよ！

　ガムの人の右パンチがくる少し後にタバコの人の蹴り！　両方避けるには……後ろに下がれないなら前に出た方が……っ！

　ごろん、と飛び込み前転の要領で前へ。アスファルトの上で転がったりするもんじゃない、と思う。硬くて痛い。

　転がって即立ち上がり、二人の方へ向き直る。さて、次の攻撃は……？

「くそっ、なんなんだ、てめえっ！」

　言いつつ繰り出されたパンチをさばく。最初に殴りかかってきたガムの人は息が上がり始めている。まあ、こんな大振りを繰り返せばね。……僕の息も上がってないとはいえないけど。

「何って言われても……」

　ただの高校生と言えば嘘うそになるし、だからってリンドヴルムです、とも言えない。おっと、タバコの人のパンチは右へステップ。

　……ん？　不意に、二人の攻撃が止まった。しきりに周囲を気にして……ああ、人が集まり始めているんだ。二人の攻撃にばかり集中していて全然気づかなかった。

　そりゃまあ、大通りではないとはいえショッピングモールの近くだ。これだけ派手に大立ち回りをしていれば目立ちもするか。

「……まだ続けます？」

　二人は一度周囲を見回し、露ろ骨こつな舌打ちをして、

「やってられっかよ」

　とか吐き捨てながら僕に背を向けた。そして集まり始めた野次馬を威い嚇かくしながら行ってしまった。

　ふう。気が抜けたらドッと疲れた。

「竜りゆう太た、やるじゃん！」

「竜太さん！　カッコよかったです！」

　千ち紗さとありすが駆け寄ってくる。

「そりゃどうも。結構どうにかなるもんだね」

　言いながら汗をぬぐい、キョロキョロと周囲を見回す。

「どうしたんですか？」

「いや、どこかで龍りゆう造ぞう寺じさんか魚うお住ずみさんが見てるんじゃないかと思って」

「え？」

「あ、そっか。竜太をピンチに陥おとしいれれば……」

「うん、たぶんそういう思惑なんだろうね」

　二人も視線を右往左往させるけど、

「……いないね」

「……いないですね」

「そうだね。まあ、見るだけならどこか遠くから双眼鏡でも使って見てればいいんだし」

　見ていない、ということはないだろう。

　いざ何かをやるとなったら徹底的にやる、龍造寺さんはそういう人だ。不良を雇って襲おそわせるようなマネまでやるってことは、もしかしたらという程度ではなく、本気で僕がリンドヴルムであると思っているのだろう。その確証を掴つかみにきているのだ。

　……油断はできないな。まったく、面倒なことになった。

　とにかく、引き上げるとしよう。体調云うん々ぬんを抜きにしても、これ以上遊ぼうって気分にもなれなくなっちゃったしね。
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　夕方、ありすが訪ねてきた。

「ちょ、ちょっと様子を見にね。ほら、また具合が悪くなってたら大変だし……」

「あー、心配させちゃった？　ごめんね」

「べ、別に、謝られるほどのことじゃ……」

　とにかく入ってよ、とありすを招き入れた。

「晩ご飯、食べてく？　これから作るところなんだけど」

「あ、うん。……包帯とか、取っちゃったんだ」

「汗かいたからね、シャワーくらいは浴びないと。ま、この後特訓に行くから、その後にでもドクターに巻いてもらうよ」

　傷自体はもう大半が塞ふさがっているので、包帯は傷口を隠すという意味あいの方が大きい。まあ、それでもシャワーを浴びたりすれば、まだしみる傷が何個かあるんだけど。

「今日は焼きそばにしようと思ってたんだけど、それでいい？」

「うん。別になんでも」

　キッチンへ入り、早さつ速そく料理を開始する。

　普通に焼きそばを作っても面白くないので、定番の豚肉とキャベツの他ほかにナスとかピーマンとかの夏野菜もたっぷり投入。少し多めの油を引いて、肉を炒いためながらナスにそれを吸わせる。

　味つけもソースだけじゃなくて、豆とう板ばん醤じやんを少し入れてピリ辛からに。仕上げに青のりをぱらりとかけて完成。

　焼きそばのいいところは、手早くできるところだ。材料を切って炒めてしまえば完成というのが楽でいい。

「もうできたの？」

　僕が料理する様子をずっと後ろで見ていたありすが言った。

「うん、まあ、焼きそばだし。素揚げしたりするほど本格的にやる気もないし」

　二人分を皿に盛って、付け合わせは冷やしトマトと、常に作ってストックしてあるキュウリの浅あさ漬づけ。

「いただきます」

「どうぞー」

　向かい合うようにテーブルに着いて、食事開始。

「うん、やっぱりさ、辛さはこのくらいがいいと思うんだよね」

「そりゃそうだろうね。ありすの好みはだいたい把は握あくしてるし。はい、塩。トマトにかけるでしょ」

「あ、ありがと」

　なんだか嬉うれしそうにはにかんで、ありすは食塩の容器を受け取った。

「ってか、そういうことじゃなくてさ」

　少し言い淀よどんで、ありすは、

「……そうじゃなくて、千ち紗さポンのこと」

「ああ……。千紗の味覚は、もう言っても仕方ないと思うけどなあ」

　っていうか、比較対象としてもおかしい。

「でもさ、同じものを食べられないって、寂しいと思うんだよね。やっぱり、同じものを一緒に食べて、美お味いしいねって共感できたら楽しいじゃん」

「あー。まあ、それはそうかもね」

「あたしはっ、竜りゆう太たの料理、お、美味しいと思うっ！　ま、毎日だって食べたいぞ！」

「え？　……何、急に。まあ、褒ほめてくれるのは嬉うれしいけど。ってか、週の半分は食べにきてるじゃない」

「いや、その……」

　もごもごと口ごもって、ありすは下を向いて溜ため息をついた。そして赤くなって、切羽詰まったような顔を上げるなり、

「あっ、あたしだって、竜太に感謝してるんだぞっ！」

「え？」

「ちっ、千ち紗さポンより、きっとあたしの方が！　あたしの方が、ずっとずっと感謝とか、してるはずだッ！　千紗ポンみたいに、映画とか誘ったことはないけど、でもッ」

　ありすの小さな手に握られた箸はしが、小刻みに震えている。

　何かを、堪こらえきれなくなったように。

　決壊して、何かが溢あふれ出てくるように。

「キャッツグレイスでのことだけじゃなくて、色々と！　小学生の頃ころ、あたしがちびた鉛えん筆ぴつや小っちゃくなった消しゴムを気合いで使ってれば、こっそり新しいのを机に入れておいてくれたり！　遠足のときにお菓子をわけてくれたり！　こうやってご飯を食べさせてくれることも、全部！」

「……」

「そ、そりゃあ、何だか照れくさくて、ありがとうとかなかなか言えなかったし、普段は蹴けっ飛とばしたりばっかりしてるけど……でも！　あたしだって、竜太に感謝してんだッ！」

「ありす……」

「あたしは千紗ポンみたいにお金とかいっぱい持ってないから、何かおごってあげたりプレゼントしたりもできないし、竜太は器用でたいがいのことはあたしよりできちゃうから何か手伝ったりもできないし、そもそもそういう機会も逃しまくりだったけど……でもっ、あたしだって、ずっとずっと竜太に何かしてあげられたら、って思ってた！」

　言いたいことを言いきったのか、ありすは肩で息をしている。なんだかその必死さが妙にありすらしくて、思わず口元が綻ほころんでしまった。

「うーん、気持ちだけで充分なんだけどな」

「それじゃあたしが納得できないっつーの！」

　不満そうに、ありすが唇を尖とがらせる。

「あ、そっ、そうだっ！　あたしは千ち紗さポンみたいに何かおごったりとかあんまりできないから、身体からだでお礼するっ！」

　思わず、焼きそばを噴き出しそうになってしまった。

「はあっ!?　ちょ、ありす、いきなり何を……ッ！」

「例えば……竜りゆう太たにばっかり料理させてたんじゃ悪いから、今度はあたしが作る！　今さらだけど！　あと、何なら掃除とか洗濯とかも手伝う！」

「……あー、身体でって、働くってことね……」

　一瞬でも勘違いした僕が馬ば鹿かみたいじゃないか。

「あ、あたしだって、教えてもらえばちゃんとできるようになるぞっ！　……たぶん。だから竜太、料理とか教えてくれ」

　たぶん、か。その見通しはかなり甘い気もするけどなあ。何しろ一人のときは、茹ゆでたモヤシをバリバリ食べるような食生活を送ってるらしいし。まあ、本人がやる気なら無下にもできないけど。

「はいはい。まあ、今日はもう焼きそば作っちゃったから、今度ね」

　ありすはパッと表情を明るくして、

「絶対だぞ！　約束だぞ！」

「うん。でもさ、なんていうかなー、千紗もありすも気を遣いすぎなんだよ。お礼とかさ、そんなのお互い様じゃない。ありすだって逆の立場だったら同じことをしたでしょ？」

「え？　……うーん、鉛えん筆ぴつとか消しゴムはどうかなー？」

「でも、ありすも、僕が怪け我がをしたときに寝ずに手当てしてくれたでしょ。そういうもんじゃない？　仲間なんだから助け合うのは当たり前、それじゃダメなのかな」

「んー……ま、まあ、ね……」

「それで不満なら、いざというときに取っといてくれればいいよ。何か大変なことになったら、バッチリ助けてもらうからさ」

「そんな日、来るとは限んないじゃん」

　ありすが拗すねたように唇を尖とがらせる。

「そしたら、大量の恩を貸したまま墓に入るよ。それはそれで、すごく勝ち誇った気分で永眠できるだろうし」

「うわ、むかつくーっ」

「そんなことより、焼きそば冷めちゃうよ」

「え？　あ、うん」

　止まっていたありすの箸はしが、再び動き始める。

「旨うまい……。あたし、竜太のご飯食べてるときが一番幸せだ」

「そう言ってもらえると作りがいもあるけどさ……いったいどうしたの？　今日、なんか変だよ？」

「べっ、別に……」

　ふうん、と首を傾かしげる。

「………………バカ竜りゆう太た」

「え？」

「なんでもない！」

　ずぞぞ、と焼きそばを豪快に食べるありすは、いつもの感じに戻っていた。

　何なんだろう。まあ、いつもの調子に戻ったのならよかったんだろうけどさ。



    

  
    
      


第三章　スイーツを狙ねらえ！





　いよいよ期末テストが迫ってきた。さすがの高たか槻つきさんも焦あせり始めて、朝から教科書を広げている。

　あっはっは、勉強会と称して遊びまくったりするからそうなるんだ。同情はしないぞ。

　まあ、僕も最近は特訓だ何だで忙しくて、ちょっとサボり気味だったからあんまり他人のことも言えないんだけど。

　ありすや千ち紗さは真面目まじめに勉強をしているからだろう、試験前になっても落ち着いたものだ。あと、どういうわけか龍りゆう造ぞう寺じさんも。

「もうすぐ夏休みですわね！　わたくし、夏は何日か海辺で過ごそうと思っておりますの。別荘の部屋も有り余っていますし、皆さんもいかが？」

「お、それはナイスアイデアだ！」

　教科書から顔を上げて高槻さんは、

「そういうご褒ほう美びがあるとテストも頑張る気になるな！　みんなも異論はないだろう？」

　しかし、千紗もありすも困ったような苦笑をしてしまっている。もちろん僕も。

　何しろ龍造寺さんの最近の動向はアレなのだ。目的を持った龍造寺さんの行動力は恐ろしいものがある。そんな人が別荘に招待したいとか言い出したのだから、警戒しないわけにはいかない。

「えっと、別荘ならわたくしもいくつか持っていますよ……？」

　と、千ち紗さが控えめに主張する。

　いくつかって。一軒じゃないんだ。さすがというか何というか。

「確かにそうだが、新入りのヤトが親しん睦ぼくを深めようと誘ってくれているんだ。それを無下に断ることもないだろう」

「そうですわ。さすが委員長、話がわかりますわね」

　龍りゆう造ぞう寺じさんはふんぞり返って、

「いいところですわよ？　浜辺が近いのはもちろん、七月の末にはお祭りもありますの。特に夜の海に映った花火は、それは綺き麗れいですわ」

「それはいいな！　……なんだ、みんなノリが悪いぞ！」

「うん、まあ、そのためには今回のテストでいい点取って、補習を回避しないとね」

「……どうして赤あか尾おはそう水を差すようなことを言うんだ」

「いや、厳然たる事実ですから」

「ほほほ、皆さん、頑張って下さいませ」

　いや、龍造寺さん、高笑いしてる場合じゃないですよ。一番頑張らなきゃいけないのは貴女あなたです。
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　夜。

　試験が近いとかは関係なく、今日も特訓は続いている。

　一〇回に三回くらいフェイントを織り交ぜられただけで、難易度は格段に跳ね上がる。フェイントに引っかかってしまえば、まず次の攻撃には対応しきれない。とはいえ、一目でフェイントと見破れるわけがなく、反応しなければフェイントじゃなかった場合食らうことは確定になる。

　例の不良をあしらって少しは持てた自信が、もうすっかり打ち砕かれてしまった。

「少し、対白びやつ虎こ戦の作戦について具体的な話をしておきましょう」

　回避訓練の合間に、一〇号が切り出した。

「仮にリンドヴルムが反重力ステップを完かん璧ぺきに使いこなせるようになったとしても、陸上での機動性では向こうが上です。こちらから追いかけるのは得策ではありません。そこで、狙ねらうのはカウンターです」

「カウンターか……」

　っていうか、反重力ステップってなんですか。勝手に変な名前をつけないで頂きたい。

「わざわざ追いかけなくても、攻撃をしようとした瞬間なら向こうから近づいてきてくれますからね。白びやつ虎この攻撃を反重力ステップでかわし、その隙すきに一撃する。向こうの防御力は紙のようなものですから、一発クリーンヒットを入れられれば勝ちです」

　確かに。

「ただし、これは現状こちらが把は握あくしているデータが全てである場合の話です。もし仮に、白虎が何か我々の知らない能力を隠し持っていた場合、話は違ってきます。まして、キャッツグレイスでの戦闘では、白虎は本気を出していたという感じではないですからね。まだ奥の手を隠し持っている可能性はかなり高いと見ていいでしょう」

「むう。その場合はどうすれば……」

「そんなもの、想定のしようがありません。その場で臨りん機き応おう変へんに対応して下さい」

　……アドバイスになってない気がするんですけど。しかしまあ、わからないものを想定できるはずがないのも事実だ。

「やっかいなのは、遠距離から攻撃できるような能力ですね。カウンターを狙ねらうのが難しくなります。こちらの魂こん胆たんを見破られてしまったら、絶望的です」

「大丈夫。ガトリング砲、ある」

　五号が気を遣って、そうフォローしてくれた。確かに、距離を取って攻撃してくるならこちらもそのレンジで対応できる武器を持てばいい。

　……でもなあ。ガトリング砲はなあ。

　一応、ちゃんと撃てるように訓練はしているけど、あんな死亡確定兵器はできれば使わずにすませたい。

「まあ、油断するなという話ですよ。仮定の話より、今は五号の攻撃をヒョイヒョイ避けられるようになってもらうのが先です」

「……確かに」

　まったくもって反論の余地はない。

　で、そんな話をしているすぐ横では、

「仕掛けてきた、と見るべきよ。ヤトちゃん、別荘で本格的に竜りゆう太たの正体に迫る気だと思うんだ」

「わたくしもそう思います」

「ヤトちゃんはリンドヴルムに求婚までしてるし……放ほうっておいたら、かなりまずいことになるよね」

「ええ。正体を知ったら、きっと竜太さんにまで……！　ダメです！　そんなのは絶対ダメですっ！」

　女性陣がそんな会議を開いていた。

「い、いっそ闇やみ討うちしてしまいましょうか……？　病院送りにしてしまえば、テストも受けられなくなって、補習確定です……」

「は？　いや、千ち紗さポン、発想が過激すぎだから！　っていうか、補習に関しては放ほうっておいても確定っぽいし」

「……あ、じゃあ当面は大丈夫、ですか……？」

「まあ、一応はね。奇跡でも起きてヤトちゃんがいい点を取らなければ」

「小こ桃もも先生にこれでもかと差し入れして、無理矢理補習を回避しそうではあるがな」

　僕がそう口を挟むと、千紗とありすは愕がく然ぜんとした顔をした。

「そ、そうかっ、その手があった……！　しかもヤトちゃんは賄わい賂ろの常習犯だっ！」

　何しろ編入の経緯からして限りなく黒に近い疑惑がある。転校早々、髪の色やメイクの校則違反を菓子折一つでうやむやにしてしまったのはクラス全員が証人だ。

「じゃあ、小桃先生を闇討ち……」

「だあーッ！　千紗ポンは一回闇討ちから離れろっ！」

「で、では、ヤトさんが差し入れをする前に、甘いものを買い占めてしまうというのはどうでしょう？」

「……んー、まあ、それなら問題ないか」

　問題ない……か？

「では、早さつ速そく明日からデーモンテイルのメイン作戦として決行しましょう！」

「え？　デーモンテイルでやんの!?」

「当たり前です。こんなこと、他ほかに何でやるつもりだったんですか」

「いや、そりゃそうだけど」

「世の中の人たちが甘いものを食べられないようにして、困らせてしまうんです！」

「まあ、確かに甘党の人たちは大迷惑だけど」

「はい！　悪の秘密結社の面めん目もく躍やく如じよですよ！」

「あー、そうだった。デーモンテイルは悪の秘密結社だったっけ……。なんか最近、いいことばっかりやってたからすっかり忘れてたわ」

「片かた桐ぎりさん……いえ、レッドフードさん！　デーモンテイルの幹部でありながら悪の精神を忘れるなんて、弛たるみすぎですよ！　ということで、明日から作戦開始ですッ！」

　……。

　いいのか、これで。
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　翌日の午後。

　僕はリンドヴルムに変身して、大きなコンテナをロープでぶら下げて街中を飛んでいた。背中にはラプンツェルとリトル・レッドフード、コンテナの中にはレッドキャップ隊の三号と五号が入っている。

　目的地を見つけて急降下。

　ゆっくりとコンテナを歩道に下ろして、僕自身も着地する。

　同時に背中からラプンツェルとリトル・レッドフードが飛び降り、コンテナから脇わきの下やベルトに何丁もの銃を潜ひそませた三号と、ジェラルミンのアタッシュケースを持った五号が躍り出た。

　標的は高級洋菓子店『シャムロック』、ふわふわのシフォンケーキが美お味いしいと評判のお店……らしい。

　勢いよく店内に突入するなり、ラプンツェルは、

「えっと、このお店のお菓子を全部売って下さい。あと、ストックしてある材料も！」

　五号がアタッシュケースを開いてみせる。その中には、みっちり整然と詰まった一万円札の束、束、束。

　その現金の束に目を丸くしつつも、店員のお姉さんは、

「いえ……あの、他ほかのお客様もいらっしゃいますしぃ、そういうわけには……。特にシフォンケーキは、お一人様三個まで、って決まっているんですぅ」

　さもありなん。っていうか、僕が店の人でも断るね。人気店なら放ほうっておいても売れ残りは少ないだろうし、失う信用や評判の方が痛い。買い占めを認めた後に来店したお客の不満は大きいだろうから。

「えー。売ってくれないんですか……」

「はい、すみません。あ、でも三個までならぁ……」

「ちょっと、ボス。ガキの使いじゃないんだからさ」

　すぐさまリトル・レッドフードと三号は店員のお姉さんに銃を向けた。

「はいはい、素直に言うこと聞こうね？　こっちも遊びじゃないから」

「ひっ」

　店員さんのみならず、店内にいたお客からも悲鳴が上がる。

「勘違いはするなよ？　この銃は本物だ。つまり、これは交渉じゃなくて命令なんだ。代金は払うって言ってるうちに従っとけよ」

　三号が凄すごむと、店員さんも抵抗の意志はなくしたらしい。

「オーナーぁっ！」

　と奥の厨ちゆう房ぼうに涙目で叫んでいた。

　奥から出てきたヒゲのオーナーはリトル・レッドフードや三号が手にした拳けん銃じゆうに驚いて、

「な、なんなんだっ、君たちは！」

「デーモンテイルですぅ。銃で脅して、このお店の商品と材料を全部売ってくれって言ってるんですぅ」

「な、なんでデーモンテイルがこんなことを……！」

「ふふふ、悪の秘密結社たるもの、悪いことをするものです！　これは、甘いものを独占して、皆さんが食べられないようにして困らせてしまおうっていう作戦なんです！　名づけて、甘いものを独占して困らせちゃおう作戦！」

　ビシィッ、とどこか虚こ空くうを指さして、ラプンツェルは宣言した。

「……まんまじゃん。長いし」

「だとさ。ま、いいから指示に従いな。そうすりゃ危害は加えないし、代金と迷惑料も置いていく。答えは簡潔に、イエスかノーか」

　言いながら、三号は銃口をヒゲのオーナーに向けた。

「わ、わかった。わかったから、お客様にも従業員にも乱暴はしないでくれ」

「だから、そう言ってんじゃん。ってか、最初っから売ってくれれば銃だって向けなかったのに」

　かくして、ショーケースに並んでいた商品や今厨ちゆう房ぼうで作っていた商品、小麦粉やら砂糖やらの材料に至るまで、全部コンテナの中に収まった。

「ご協力ありがとうございました！　では、ご機嫌よう！」



    

  
    
      



    

  
    
      　かなり多めの代金を置いて、僕らはすっからかんになった高級洋菓子店を後にしたのだった。そんな『買い物』を、何軒も何軒も繰り返した。

　同じようなことを、一〇号率いる別働隊もやっているはずだ。例の、赤い空飛ぶワンボックスカーを使って。

　言うまでもなく、僕らのこの行動はその日のうちにニュースになった。



　夜。

　日中の高級菓子店買い占め作戦だけでは飽きたらず、僕らは大手製菓メーカーの倉庫に忍び込んでいた。頼んでも売ってくれなかったんだから仕方ない。

　正確なメンバーは、僕ことリンドヴルムとラプンツェル、リトル・レッドフード、レッドキャップ隊の一号、四号、六号、七号、八号、一〇号。

　デーモンテイルには一定時間姿を認識されなくなる『認識偏向時計』なる装備が二個もあるし、そもそも泥棒的な特技を持った四号とか七号とか、ちょっとしたセキュリティなんか鼻歌交じりで乗っ取ってしまう一号がいる。

　忍び込むにあたって、障害などないのと一緒だった。

　いやはや、なるほど。アンシーリーコート時代、彼らが盗みを働くのを誰だれも止められなかった理由がよくわかる。

「へへ、なんか久しぶりでいいね、この感じ」

「おう、燃えてくるな」

「長いこと盗みとかから遠ざかってたしな」

　不穏当な発言も聞こえてくる。うーん、ちょっと複雑な心境だ。

　倉庫の中には、うずたかく小麦粉やら砂糖やらの大きな業務用の袋がぎっちりと積まれている。

「この辺でいいかな？　みんな、おいらから離れて」

　と、手はずに従って、六号が床に小型発信器を取りつけ始めた。計四つ、三メートル四方の正方形に。そして自分もそこから少し離れて携帯を開き、

「ドクター、設置ＯＫだよ。……はいはい。んじゃ、カウントダウン！」

　数秒後、床から極細のレーザーが閃ひらめいた。直後、ガコン、と音を立てて正方形に床が切り取られ、下へと沈んでいった。

「誤差ゼロ、さすがドクター」

　六号が笑った。

　つまり、こういうことだ。

　ドクターが地下基地を造ったノウハウをフル活用して目的の倉庫の真下まで地下を掘り進み、僕らが地上から潜入して倉庫の内部を確認、運搬用投入口を開ける位置を発信器で知らせる、と。

　その結果が、三メートル四方の底さえ見えない縦穴というわけだ。

　携帯を閉じつつ六号は、

「もうコンベヤも設置してあるってさ。下にみんなも待機してるから、とっととブツを投げ入れろって言ってる」

「では、作業を開始しましょう！」

　ラプンツェルの号令にみんな威勢よく返事をして、倉庫の中身を次々に縦穴へと投下し始める。

　レッドキャップ隊の面々は鍵かぎもなしにどうやってエンジンをかけたのか、倉庫にあったフォークリフトまで動かしていた。

　意外にも一番役に立っているのはラプンツェルだった。何しろ髪の毛の怪力は人間の比ではないので、幾筋にも分かれた髪の毛それぞれがヒョイヒョイと重い業務用小麦粉を放ほうり投げている。

　対照的に、役に立っていないのが僕だった。力はあっても、油断すると爪つめで袋を破いてしまいそうで思いきって動けないのだ。……とか、言ってる側そばから、

「あっ！」

　爪に引っかかった小麦粉の袋が裂けて手から滑り落ちた。もうもうと粉が舞って、僕の赤い身体からだを真っ白にする。

「あーあ、何やってんだよ」

「しょうがねえなあ」

　レッドキャップ隊に白い目を向けられてしまった。

「まあまあ、リンドヴルムは特訓とかで疲れてるんだから。怪け我がだって治ってないんだし、あんま無理すんな」

「そうですよ。休んでいてもいいですよ」

　うう、女性陣のフォローが何だか逆に辛つらい。

　げほげほと咳せき込みながら、

「す、すまない」

　情けないったらないなあ。

「リンドヴルム、間違っても今火を吐かないで下さいよ」

　真面目まじめな顔で一〇号が言った。

「む？」

「粉が大量に舞っている状態は危険なんです。一定以上の濃度で舞っている粉に火が点つけば、爆発を引き起こす可能性があります。粉ふん塵じん爆発という現象です。昔の炭たん坑こうなどで多発した事故ですが、小麦粉や砂糖でも発生することが確認されています。何度かこうした小麦粉などの倉庫を吹き飛ばした例もあるそうです」

　げ、それは怖い。思わず口を押さえてしまった。

「へー、砂糖でも起こるんだ。それ、結構意外かも」

「いえいえ、隊長、おそらくパウダーシュガーの方が破壊力は大きいと思いますよ。小麦粉より粒子が細かいですからね。しかも融点も低く、水分も少ない。条件的には、砂糖の方が向いています」

　どっちにしても危険すぎる現象です。

「リンドヴルムはアレだね。手袋っていうか、こういう作業のために爪つめカバーみたいなのを作ってもらった方がいいかもな」

　六号が言った。僕も心底そう思った。

　ま、そんな僕のダメッぷりはさておき、作業は順調に進行して、ものの一時間で倉庫の中身は空になってしまった。

「では、代金と犯行声明を置いて帰りましょう！」

　ラプンツェルの号令と同時に、縦穴の底から切り取ったはずの床がせり上がってきた。この縦穴は、ドクターがちゃんと埋めておいてくれるのだそうだ。

　なんともまあ、ドクター様々な作戦である。
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　デーモンテイルが『スイーツ独占大作戦』を実施して三日目に、僕らの学校では期末テストが始まった。

「うらぁーっ、てめえら席に着きやがれッ！　テスト始めるぞー！」

　担任であり、試験官でもある小こ桃もも先生がセミロングの髪を振り乱して、ドアを蹴けり開けて入っていらっしゃった。

　……小桃先生？

　っていうか、普段とキャラが一八〇度違うのはどういうわけですか。

　いつもは間延びしたのんびりした喋しやべり方なのに、てめえらって……。父兄に好評のスマイルもどこへやら、吊つり上がった眉まゆの間には深い溝ができている。

「せ、先生、何かあったんですか？」

　委員長の高たか槻つきさんが代表して訊きくと、

「八つ当たりよ、八つ当たり。やっぱり人間甘いものが摂取できないとイライラするわね。あーもうむかつく！　それもこれもどっかのバカどもが片っ端からお菓子やらお砂糖やらを盗みまくってるせいだわ！　だって、お菓子屋さんのケーキだけじゃなくて、コンビニのお菓子まで品薄なのよ！　クラ○キーとか、た○のこの里まで入手困難ってどういうことよっ！」

　言いながら、ガシガシと教壇を蹴けっている。

「八つ当たりって……」

　堂々とそう言いきるのが、ある意味すごい。

　どうやら一〇号やドクターはあちこちに手を回しているらしく、お店に出向いて買い占めたり倉庫を丸ごと盗んだりといった活動だけでは考えられないほどの効果が表れている。

　先生が言うように、お菓子の姿は店頭から消えてしまっていた。ニュースなどによれば、流通量が九割近く減っているのだとか。板チョコ一枚がネットオークションで一〇〇〇円以上で取引されている、なんて噂うわさも耳にする。

「そんなこといいから、テスト始めるわよっ！　ちっきしょー、見損なったわデーモンテイル！」

　小こ桃もも先生は試験中も、ときおり何かを思い出したのか、「うがぁーっ！」とか雄叫おたけびを上げていた。気持ちはわかるし同情もするけど……、教師なんだから、試験中は静かにして下さい。



　実のところ、報道もかなり加熱し始めていた。

　ワイドショーなどでも特集が組まれ、非難派と擁よう護ご派が派手に議論をしたりしている。

　僕と千ち紗さがデーモンテイルとして活動を始めたときに、やれ自衛隊の出番だのなんだのと非難しまくった挙げ句、掌てのひらを返すように肯定派に転じた空気を読むのが大変上手なコメンテーターは、

『ついに本性を現したんですよ！　こうやって日本の経済を混乱させて、徐々に日本を手中に収めていく魂こん胆たんなんです！』

　などと、またしても非難する側に回っている。

『彼らのことですから、きっと何か事情があるのでしょう』

『事情があったらなんでも許されるというわけではありませんよ！　やっぱり、最初から自衛隊が出動するべきだったんです！』

『いえ、しかし、必要以上にお金を置いていっているじゃないですか』

『だからといって、銃を突きつけて脅しているでしょう！　立派な脅迫ですよ！　結局、彼らは悪の秘密結社なんです！　我々は騙だまされていたんですよ！』

　悪の秘密結社であることに関しては弁解の余地はないけど、勝手にああだこうだと騒いだり期待したりしておいて、挙げ句に騙したなんて言われるのはかなり心外だ。

　また、小桃先生のような甘いものが好きな女性タレントを中心に、アンチデーモンテイル的なキャンペーンも始まりそうな気配がある。

　街頭などでマイクを向けられた女性たちも、

『ホント、困りますよねー。私、甘いものを食べるくらいしかストレス解消の方法がないんですよー。このままじゃストレスに押しつぶされちゃいますー』

『全女性の敵ですよね』

『子どもに与えるおやつも買えないワケじゃないですか。幼稚園とかでもおやつを仕入れられないって困ってるみたいなんですよ。迷惑ですよね』

『えー。デーモンテイルって、ボランティア団体じゃなかったのー？　信じらんなーい』

『なんでコンビニでクリームプリン売ってないのー？　意味わかんないし！』

『あたしは最初っから胡う散さん臭くさいと思ってたけどね』

　評判は散々だ。

　今までは僕らを便利屋よろしく使い倒すための用件が多かった基地内電話も、最近は抗議のそればかりになっている。

　まあ、そういう電話には、

「デーモンテイルは最初っから悪の秘密結社ですが、何か？」

　の一点張りで対応するように、というマニュアルを一〇号が徹底させている。いちいちまともに相手をしていたのでは、時間がいくらあっても足りない。

　かくして、右肩上がりだったデーモンテイルの評判は、たった三日で大暴落することになってしまった。

　構成員は誰だれも気にしてないけどね。



　さて、まあそれはそれとして、テストが始まろうが特訓は継続されるわけで。

　いつものように五号の棒を避けようと四苦八苦していると、その横ではレッドキャップ隊の面々がウンザリしたようなまなざしを戦利品の山に向けていた。

「……どうすんだ、これ」

「どんなに旨うまくても、三日も四日も食い続ければ飽きるよな」

「あたしも、ケーキはもういいや……」

　最初は喜々として貪むさぼり食っていたありすまでこの調子だ。そりゃあ、毎日二〇個とか三〇個とか食べてればそうなるよね。

「冷蔵したって悪くなるものも出始めるぜ、こりゃ」

「時期が時期だしな」

　確かに、小麦粉や砂糖などの材料はともかく、すでに調理ずみのケーキは近いうちに腐り始めるだろう。っていうか、逆に足が速いものだけでも、この数日、なんとか処理できていたことの方がすごい気がする。

「うーん、どうしましょう。捨てるのはもったいないですし」

　一番スイーツの処理に貢献していない千ち紗さが、困ったように言った。辛からくない菓子類に千紗は一いつ切さい興味を示さない。

「……なあ。だったら、ちょっとまとまった量をもらっていいかな？」

　少し思案して、四号が言い出した。

「それは構いませんけど……どうするんですか？」

「いや、ちょっとな。ついでに、車も出してもらえるとありがたい」

　かくして翌日、テスト終わりの夕方。

　高級菓子店をハシゴしたりする激務の合間を縫ぬって四号に案内されたのは、いわゆる児童養護施設だった。

　なるほど、ここでお菓子を配ろうという魂こん胆たんか。

　僕らが敷地内に降り立つと、物珍しげに子どもたちが集まってきた。

「さあ、良い子のお前らにご褒ほう美びだぞ！」

　四号は大声でそう叫ぶと、ワンボックスカーに積んできたケーキを次から次へと出し始めた。

「はーい、みんなちゃんと並ぶんですよー。たくさんあるから、慌てなくていいですよー」

　すぐにラプンツェルも状況に順応して、歓声を上げる子どもたちにそんなことを言い始める。

　他ほかのレッドキャップ隊たちも、やれやれといった感じで四号を手伝い始めた。

　やがて騒ぎを聞きつけて出てきた責任者らしき初老の女性職員が、

「……あ、あの」

　と恐る恐る声をかけてきた。

「あ、大丈夫大丈夫、寄付だから。ついでに何日分か置いてこうか？　冷蔵庫とか、どのくらいスペースあんの？」

　リトル・レッドフードはニッと笑って訊きかれてもいないことに答える。

「あ、……ありがとうございます……」

「いえいえ、売るほど買いましたから」

　ラプンツェルの言ってることは何かおかしい気がする。事実だけど。

　その老職員は僕ら一人一人に丁寧にお礼を繰り返し、四号の前で足を止めた。そして、真剣な目で四号を見つめて数瞬、

「まさか、貴方あなた……」

「勘違いだろ」

　老職員が言い終わるどころか、不自然すぎるほどの速さで、四号は野球帽のつばを目深にしてそっぽを向いた。

「でも……」

「人違いだ。俺おれはあんたなんか知らねえし、ここに縁もゆかりもねえ。この菓子だって、寄付って名目で処分に都合がいいから持ってきただけだ。捨てるよりはマシだろう、って程度の気持ちでな。だから、礼を言われるような……」

　クールにハードボイルドっぽく言っていた四号だったが、その足に、

「おじちゃん！　ありがとー！」

「おじちゃん、おいしかったよ！」

　すでにケーキを平らげてしまった小さな子どもたちがまとわりつき始めた。

「なっ……誰だれがおじちゃんだ！　俺おれはまだ二四だぞ！　お兄ちゃんと言え！」

「おじ……おにいちゃん、またくる？」

「おにいちゃん、いっしょにあそぼう！」

　数少ない年長の、僕らとそう違わないくらいの子どもも、近くにいる小さな子どもたちを「ほら、お礼を言いに行こう？」と諭さとして四号のところへと歩み寄っている。

「はは、しまらねえな」

　照れまくってあたふたしている四号を見て、七号が笑った。

「そもそも、キャラじゃねえんだよな」

「慣れないことをするから」

「礼を言われることにも慣れてねえしな」

　レッドキャップ隊が口々にからかい始めると、

「うるせえっ！　おら、どけっ。やることが終わったんだから、さっさと帰るぞ！」

　と子どもたちを押しのけて、ワンボックスカーに乗り込んでしまった。

「もうかえっちゃうの？」

　そう見上げる女の子に、ラプンツェルは微笑ほほえんで、

「うん。ごめんね、もっとたくさんのお友達にお菓子を届けたいの」

　咄とつ嗟さの言葉にしては、巧うまい。子どもを言いくるめる方便としては満点だ。

　じゃあな、良い子にしてろよ、と口々に言いながら、他ほかのレッドキャップ隊たちもワンボックスカーに入っていく。ラプンツェルとリトル・レッドフードも僕の背に跨またがった。

　僕らが飛び立っても、子どもたちはずっと手を振り続けていた。

　そして、老職員は涙を目に溜ためて何度も何度も深く頭を下げていた。

「なかなかの名案だったが、これでは処理が追っつかないな」

　飛びながら僕が言うと、背中からラプンツェルが、

「そうでもないですよ。ああいう施設は日本中にたくさんあるでしょうから、片っ端からクール便でプレゼントすればいいんです」

「そだね。小麦粉とか砂糖とかは、全部まとめてユニセフにでも送りつければいいんじゃん？　きっと世界の恵まれない子どもたちのために使ってくれるでしょ」

　なるほど、違いない。

　というわけで、基地に帰還してからは、全国の施設のリストアップや発送の手配などに忙ぼう殺さつされることになった。

　そして、それと並行して特訓も続いているわけで。

　……なんていうか、テストまっただ中のスケジュールとは思えない感じで僕の毎日は過ぎていっている。

　やれやれ、今回は順位が大幅に落ちそうだなあ。



　何日かすると、この『寄付に似た残飯処理』は世間の知るところとなった。

　例のコメンテーター曰いわく、

『素晴らしいですね。この世せ知ち辛がらいご時世に、私財を投げ打って恵まれない子どもたちにお菓子を配るなんて、なかなかできることではないですよ！　今の自分以外に無関心な若者たちには、是非デーモンテイルを見習ってほしいですね！』

　また掌てのひらを返していた。もはや突っ込む気にもなれない。

　そしてこのコメンテーターの態度同様に、世間での評価もあっさりとひっくり返った。

　そもそも、お菓子を食べられなくなったと騒いでいた人たちの多くは、普段から高級菓子店のケーキを食べる余裕がある人たちだったわけで。

　つまり、その人たちが騒げば騒ぐほど、「ちょっとくらい恵まれない子どもたちのために我慢してやれよ」という目が向けられるような空気が世間に満ち始めたのだ。

　かの小こ桃もも先生も、

「ちくしょう、ああまで良い子ヅラをかまされると文句も言えないわ」

　と本性剥むき出しで地団駄を踏んでいらっしゃった。

　きっと、小桃先生から反面教師的に「こういう大人おとなにはなるまい」と何より大切なことを学んだのは僕だけではないはずだ。



　そして、そんな騒ぎの中、期末テストが終了した。



    

  
    
      


第四章　サマー・バケーション





　案の定、僕の成績は低下した。

　まあ、前回の学年二三位から三五位に落ちた程度だったのだから、被害は最小限ですんだと思うべきだろう。

　振り返れば、高たか槻つきさんや龍りゆう造ぞう寺じさんに勉強を教えたことで、僕自身もずいぶんと助けられた。

　テスト中、「あ、この問題は高槻さんに教えたヤツだ」とか「これ、龍造寺さんが何回教えても理解してくれなかったんだよなあ」なんて感じで鮮明に覚えていたりしたのだ。

　教えるということは自分自身がキッチリ理解していなければできないわけで、教えるためにうろ覚えだった部分を見直したり、理解が深まったりしていたらしい。情けは人のためならず、とはよく言ったものだ。

　で、他ほかの面々はというと。

　ありすは、相変わらず学年トップの座に君臨している。

　ただ、本人はやっぱり前回よりできが悪かった、と不満げに唇を尖とがらせていた。掲示された点数を見れば、なるほど、前回ほどのぶっちぎり感はない。

　千ち紗さは、上位五〇位から名前が消えてしまった。ただ、五〇位の人と総合で二点差だと残念がっていたので、実は僕やありすより低下率は少なかったのかもしれない。

　高槻さんは、空手部の顧問から言いつけられた点数をギリギリでクリアできたらしい。結果が出た後に僕たちに何度もお礼を言っていた。

　つまり、高槻さんだけは前回より成績が上がっているのだ。あれだけ遊んでいたのに、と思うと何か釈しやく然ぜんとしない。

　いやまあ、レギュラーの座を追われずにすんだのはよかったというべきなんだろうけど。そのあたりの勝負強さが、一年生にして空手部のエースである所以ゆえんなのかもしれない。

　そして――、

　件くだんの龍造寺さんはというと。

　全科目を合計しても、僕の現国一科目に勝てないという惨状だった。

　言うまでもなく赤点、補習直行コース。

「まあ、そんなことだろうとは思ってたけどさ……。アンタほど教え甲が斐いのない子は初めてだわ」

　龍造寺さんの点数を聞いて、ありすはがっくりと肩を落とした。最近では『龍造寺さんに補習を受けさせるためのお菓子買い占め作戦』をやっているありすだが、それまでは熱心に教えていたのだ。そう言いたくなる気持ちはよくわかる。

「あら、何を仰おつしやいますの？　返ってきた答案を見せたら、鮫さめ島じまには『前例のない好成績ですね』と褒ほめられましたのよ？」

「……それ、たぶん嫌味だと思うよ？」

　一同、苦笑。

　っていうか、それまでの点数が怖くて訊きけない。

「しかし、どうするんだ？　その点数だと補習確定だろう。別荘だの旅行だのと言っている場合ではないんじゃないのか？」

「残念ですけど、別荘行きは中止ですねっ」

　千ち紗さ、せめて笑顔は隠そうよ。

「あら、ご心配には及びませんわ。補習免除のお墨すみ付つきは、もうとっくにもらっていますもの！」

　堂々と胸を張って、ふふん、と余裕の笑みを浮かべながら、龍りゆう造ぞう寺じさんは髪の毛をかき上げた。

「え？　ええっ!?　どっ、どうしてですかっ！」

「そっ、そうだよっ。甘いものは手に入らないはずじゃん!?」

　千紗もありすも、相当にビックリしていた。

　いや、僕も驚いたけど。まだオトギーランドだって再開していないはずだから、自社の工場とかも大部分は止まってるはずだし。いったいどんな手を使って……。

「簡単ですわ。先生に高級フルーツの盛り合わせを差し上げましたの。そしたら喜々として免除して下さいましたわよ？」

　………………なるほど。

「ふ、フルーツ……！　そ、それは盲点だった……！」

　ありすが愕がく然ぜんとしていた。

「甘いものに飢えていたみたいでしたから、とても喜んで下さいましたわ」

「……そんな…………。そこまで、裏目に……」

　千紗も、今にも膝ひざを折り床に手をつきそうな凹へこみっぷりだ。策士策に溺おぼれるとはこのことか。

「ふむ、考えたな。まあ、回避できたのなら何よりだ。今日の終業式を終えたら、全員が無事に夏休みを迎えられるわけだ」

「ええ！　特別な宿題は山のように出されましたけど、関係ありませんわ」

「……いや、ヤトちゃん、関係なくないから」

「あはは、別荘に行っても宿題合宿の様相を呈しそうだね」

「いやいや、赤あか尾お、何を無粋な。海辺に遊びに行ってまで勉強って、ありえないだろう」

　高たか槻つきさんは、勉学の面でもストイックさを少しは発揮した方がいいと思います。

「でも、姫ひめちゃん、相談したり教えてもらったりできる相手がいるときにやった方が、はかどると思いますよ」

「千ち紗さまでそんなことを。大丈夫、そんなものは夏休みの後半になってから考えればいいんだ！」

「そういう考えだから最終日に地獄を見るんじゃないの？」

「はっはっは、赤あか尾おは甘いな。そんなことにはならないさ。だから、宿題が全部終わったら貸してくれ」

　うわ、丸写しする気満々か！　最低だ！

「姫ちゃん！　宿題は自分でやらなきゃダメですっ！　もう、竜りゆう太たさん、片かた桐ぎりさんも、絶対貸したらダメですよ？」

「もちろん、わかってるよ」

「うん、千紗ポンに言われなくてもそのつもりだから」

「なにい!?　そんな薄情な……！　私たちの友情がそんなものだったなんて……っ！　みんなで助け合おうという発想はないのか……」

「いやいや、友を思えばこそなんだけど」

　しかも、特別メニューの龍りゆう造ぞう寺じさんは丸写しじゃ対応不可能ですから。

「そんなこと、行ってから考えればいいのですわ」

　一番考えなければいけないはずの龍造寺さんが、余裕の表情で栗くり色いろの髪をバサッと後ろへ跳ね上げた。

「さあ、皆様。早さつ速そく明日からわたくしの別荘でバカンスですわよ！」

「「あ、明日ぁ!?」」

　僕とありすが綺き麗れいにハモっていた。千紗も一拍遅れて、

「ええっ!?」

　と驚いている。

　なんて性急な。

「そう、明日からですわ！　善は急げと言いますもの！」

　善って。

　……。

　……ああ、そうか！　リンドヴルムが僕なのではないかと疑っている龍造寺さんとしては、僕の怪け我がが治る前に確証を掴つかみたいんだ！

　大きな傷はまだ完治していないものの、浅かった傷はもうほとんど治ってしまっている。ドクターの技術のおかげか白びやつ虎この爪つめの鋭さゆえか、ほとんど痕あとにもなっていない。夏休みの後半になって傷が治ってしまっては、龍造寺さんが狙ねらっている『傷跡を見て正体を確認する』という目的が果たせなくなる。

　……その頭の回転をもう少し勉強に活いかせばいいのに。

「というわけで、明日は朝八時に集合ですわ！」

　かくして、夏がやってくる。

　教室に交錯する僕らの思惑などには素知らぬ顔で、ギラつくような日差しは窓から強く差し込んでいた。



　　　＊



　翌日、旅行出発の当日。

　あまりにいきなりだったので、準備したものは衣類や歯ブラシなどの身だしなみ用品くらいのものだった。あとは包帯。これは念のために多めに持っていく。

　何をするという予定も未定なので、用意のしようもない。

　ただ、あえて水着は持参しなかった。海水浴は怪け我がを理由に断るつもりだ。

　水着になって傷が癒いえていない肌を晒さらすわけにはいかないし、実際治りきっていないのだから海水になんかつかりたくない。

　移動の足には、また龍りゆう造ぞう寺じさんが運転手と鮫さめ島じまさん付きのリムジンを用意してくれた。そしてオトギーランドのとき同様に席順まで高たか槻つきさんが仕切り、いざ出発。

「このたびの試験では、お嬢様がずいぶんお世話になったとか。おかげさまで、ほんの少しではありますが、お嬢様の成績にも上昇の兆きざしが見え始めました。ありがとうございます。今後も是非、よろしくお願いいたします」

　車内で鮫島さんがそう頭を下げた。

「もちろん！　ちゃんとこの旅行中も勉強できるように宿題一式も持ってきてるし、みっちり教えるから！」

　さすがありすだ。

「あ、わたくしも持ってきました。やっぱり宿題は、毎日コツコツやらないとダメだと思います」

「何だ、千ち紗さも片かた桐ぎりさんも真面目まじめぶって。遊びに行くのにそんなものを持参するのは野暮だろう。なあ、赤あか尾お？」

「いや、僕も持ってきてるし」

「なんだとっ」

　っていうか、それを僕に振りますか。予測できたでしょうに。

「くっ、これは私も持ってくるべきだったか。そうすれば、となりで写したい放題……」

　やらせませんよ、そんなこと。

「まあ、宿題でも何でも勝手に頑張ればいいのですわ」

　一番頑張らなきゃいけない人が他人事のように言う。

　が、

「いえ、お嬢様にも頑張って頂きます。差し出がましいかとは思いましたが、お嬢様の宿題一式も荷物に加えさせて頂きました」

　いきなり鮫さめ島じまさんの一言で他人事ではなくなってしまった。

　龍りゆう造ぞう寺じさんはムスッとして、

「最近、鮫島は反抗的ですわ」

「これもお嬢様のためですので」

　しれっと言うあたり、さすがです。

　そんなこんなで、リムジンに乗ってから数時間。降りた目の前にそびえ立っていたのは、赤い煉れん瓦が造りの、お城と見まごうような大きな洋館だった。

　僕らが立っているのは庭園並みの広い前庭。整然と刈り揃そろえられた植しよく栽さいの少し先には、青い海が見えている。

　どこまでが敷地なんですか。なんだかプライベートビーチとかまでありそうですね。ってか、たぶんあるんだろうな。

「お手数ですが、皆様の虹こう彩さい情報を登録させて頂けますか。セキュリティなどの都合もありますので」

　虹彩とは、瞳ひとみの中にある指紋のようなもののことだ。

　何でも、この別荘の敷地内には、屋内のみならず至る所に対人センサーが設置されているのだそうだ。そのセンサーが自動で人を追いかけ、虹彩をチェックして不審人物かどうかを判断するのだそうだ。

　……個人所有のセキュリティとしては度が過ぎてませんか。まあ、これだけの建物なら盗みに入ろうとする泥棒も多そうだけど。

　あ、それだけじゃないのか。何しろ天下のオトギーランドの社長とか、実はものすごいＶＩＰなワケだし。むしろ龍造寺さんの安全面の方が重要かも。

「まあ、セキュリティとは言っても、映画のようにいきなり攻撃するような物騒なものはありませんので、登録なしでも問題はないのですが……さすがに数秒おきに警報が鳴ったのでは警備になりませんから。逆に、センサーと監視カメラは全部で八〇〇〇台ほど設置してあり、敷地内に死角は一いつ切さいありません。不審者など立ち入る隙すきはありませんので、ご安心しておくつろぎ頂けます」

　それだけのセンサーが常に虹彩をチェックしているわけですか。で、登録してない虹彩を発見したら警報が鳴る、その映像を死角なしのカメラが記録、と。いやいや、充分厳重じゃないですか。

　とにかく順番に、設置された機械のレンズを覗のぞき込んでから、広い前庭をぞろぞろと洋館の方へ。見えてきた玄関の前には、三〇人ほどのメイドさんがずらりと整列していた。そして声を揃そろえて、

「お帰りなさいませ、お嬢様。お客様も、ようこそいらっしゃいました」

「ほ、ホンモノのメイドさんだ……」

　ぽかん、とした顔でありすが呟つぶやく。

「実在するんだな……」

　高たか槻つきさんも驚きと呆あきれとが入り交じったような苦笑を漏らしている。

「すごいね、龍りゆう造ぞう寺じさん。メイドさん付きの別荘なんて」

「別に、常駐させているわけではありませんわよ？　別荘の維持だけでしたら、こんなに人数は要りませんもの。今回使うにあたって、先行させましたの」

　あ、なるほど、それはそうか。

　と、龍造寺さんは時計を見やりながら、

「さあ、文学少年。すぐに買い出しに行きますわよ」

「は？　買い出し？」

「ええ。リムジンで行くのもアレですわね。鮫さめ島じま、ここには他ほかの車も用意してありましたわね？　すぐに回してちょうだい」

「……お嬢様」

　たしなめるように鮫島さんは言いかけたけれど、

「いいから、早くなさい！」

　そう強く言われて、溜ため息混じりに渋々指示に従った。

「そういうことなら、わたくしも参ります」

「あ、あたしも！」

　龍造寺さんの動向を警戒してか、千ち紗さとありすはそう主張したけれど、

「いいえ、他の皆様は荷物を置いて、くつろいでいて下さいな」

　龍造寺さんが言うと同時に、メイドさんたちは、

「お荷物をお預かりいたします」

「ご案内いたします、こちらへどうぞ」

　と千紗やありすの荷物を奪い取り、あまつさえ洋館の方へと背中まで押し始めた。

「な……ちょ、まっ……！　ヤトちゃん、何を……っ」

「え？　あ、あの……っ。り、竜りゆう太たさんっ！」

　しかし抵抗も虚むなしく、メイドさん軍団に取り囲まれて団子状態で二人は玄関の向こうへと消えていった。

　そして玄関から一人のメイドさんが小走りで僕の方にやってきて、

「お荷物はお部屋に運び込んでおきますので」

　と僕の荷物を奪い去ってしまった。

「さ、車が来ましたわよ」

　ぐい、と腕を引っ張られて、龍りゆう造ぞう寺じさんに車の中に押し込まれた。

　いきなりこれですか。さてはて、この旅行中、どれだけ振り回されるんだろう。不安に顔をしかめているところへ、

「ふうむ。ヤトも参戦となると、この行動力はあの二人にとってかなり手て強ごわいな」

　という高たか槻つきさんの呟つぶやきが聞こえてきた。

　そして、車のドアが閉じられた。



「で、何を買い出しに行かれるのですか、お嬢様」

　ハンドルを握りながら、かなり刺とげ々とげしい口調で鮫さめ島じまさんが訊きいた。

「ええと、お食事の材料でも……」

「本日の晩ばん餐さんの材料はもちろん、明日の分まですでに揃そろえて、別荘では下ごしらえも始まっているはずですが」

　まあ、それはそうだろうなあ。あれだけ使用人がいるんだし。

「……ではなくて、お勉強のときにつまむお菓子を」

「そもそも甘い菓子類は現在品薄で入手はできないでしょう」

　おっと、こんなところにまで『甘いもの独占大作戦』の影響が。

　とはいえ、作戦自体はもう終了しているけど。今は残務処理というか、大量に抱えた在庫の発送にレッドキャップ隊が四苦八苦しているだけだ。

　まあ、それでもすぐにお菓子類の流通が元に戻るというわけでもない。一〇号が言うには、一週間くらいかけて徐々に戻っていくのではないか、とのことだ。

「フルーツでしたらスイカ、メロン、マンゴー、びわ、白桃、巨峰などをご用意してありますが、まだ不足ですか」

「……。何でもいいから、市場まで行きなさい！」

　はは、やっぱり買い出しとかは完全な口実である、と。何を企たくらんでいるのかは知らないけど、あとで鮫島さんにはお礼を言っておこう。

　そして市場とやらに到着。車から降りると、市場というには小こ綺ぎ麗れいでおしゃれな感じの建物が目に入った。一般の客も呼ぼうという市場側の魂こん胆たんか窺うかがえる。

　そして、そこには、

「あれ、赤あか尾お君に龍造寺さんじゃないですか！　こんなところで会うなんて、すっごい奇遇ですね！」

　魚うお住ずみさんがいた。白いワンピースに麦わら帽子という姿で、いかにもバカンスに来ています、と服装で主張している。

　何だかもう、警戒を通り越して笑いたくなってくるんですけど。

「……ここで落ち合うくらいなら、最初から魚うお住ずみさんも誘えばよかったじゃない」

　どうせ龍りゆう造ぞう寺じさんが悪わる巧だくみの助手として呼びつけたんだろうし。思い返せば、最近は魚住さん、しょっちゅう龍造寺さんの後ろにくっついてたもんなあ。

「えー？　赤あか尾お君、何を言ってるんですか。私は私の都合で、単独でここへ来ていたのですよ？」

「はいはい、それはすごい偶然ですねー」

「あー、信じてないですね？」

　誰だれが信じるんですか、そんな無む茶ちやな偶然。

「二人とも、そんなことを言っている場合ではありませんわ！　ほら、あれを！」

　龍造寺さんが指さした方は駐車場の隅で、そこには植え込みというか小さな茂みがあった。そしてその茂みがガサガサと揺れて――、

　大きな白い虎とらが飛び出してきた。

　その虎は、大きいわりに顔に迫力がなかった。不細工さ加減が、怖いというよりむしろ滑こつ稽けいにさえ見える。

　その虎は、吠ほえ声が全然獣っぽくなかった。人が口で「がおー」と言った音そのまんまだった。

　その虎は、足が太くて短かった。っていうか、その足は、とあるテーマパークのキャラクターの足にそっくりだ。

　これを見たら、白びやつ虎ここと阿あ久く津つ虎とら之の介すけは怒るだろうなあ……。

「……なにあれ」

「えっと……あの、龍造寺さん……？」

　味方であるはずの魚住さんさえ、引きつった顔で龍造寺さんの顔を覗のぞき込んでいる。きっと、真意を問いたいに違いない。しかし龍造寺さんはそんな空気はお構いなしに、

「大変ですわ！　こんなところで白虎が暴れたりしたら、たくさんの被害が……！」

「そ、そうなのです！　大変なのですよ！」

　無理矢理話を合わせようとする魚住さんがいじらしい。

「大変……かなあ？」

　うん、意図するところはわかる。白虎が暴れてる、たくさんの被害が出るからとっととリンドヴルムに変身してやっつけに行きやがれ、と龍造寺さんは言いたいのだ。

　……本気で、これで僕を騙だませると思っているのだろうか。だとしたら、逆に龍造寺さんという人の脳の構造に感動を覚えそうだ。

「あ、おかあさーん、おっきなねこさんがいる！」

「あら、ホントねえ。何かのイベントかしら」

「お、ほら、大きな猫がいるよ。行ってみよう」

「おとうさん、まってー」

「なに、ついにこの辺にもご当地ゆるキャラができたとか？」

「あはは、ぶっさいくな猫！」

　言うまでもなく世間は夏休みなワケで。そして、ここは一般のお客も呼ぼうと色々やっているらしい市場なワケで。

「……大変だー、人が集まり始めたー。あはは、公園に降りたときのリンドヴルムみたいな展開になってきたね」

　あえて、悪ノリ気味に言ってみた。こんなの、真面目まじめに反応するのも馬ば鹿からしい。

「で、でも、暴れたりしたらホントに大変なのですよ！」

　必死な感じで、魚うお住ずみさんがフォローしようとしている。涙ぐましい努力と言わざるをえないなあ。

「いやあ、大丈夫だと思うけどね」

　あの偽にせ物もの白びやつ虎この中身がオトギーランドの着ぐるみ怪人たちなら、子どもたちに危害など加えるはずがない。何しろ彼らの目標は、世界中の子どもたちに夢とぬいぐるみを与えて笑顔で満たすことなのだから。

「それにしても、これって市場がやってるイベントなのかなあっ！　もし違ったりしたら、警察とか呼ばれて大騒ぎになっちゃうかもしれないねっ！」

　偽物白虎にも聞こえるくらいに大きな声で、わざとらしく叫ぶ。

　警察、という言葉に偽物白虎がビクッと反応する。そして困ったように右往左往することしばし、脱だつ兎とのごとく身を翻ひるがえした。

「あ、逃げた」

　取り囲んでいた親子連れは残念がっていたけど。

　魚住さんは「あ、あはは」と乾いた笑いを発している。

　龍りゆう造ぞう寺じさんは忌々しげに舌打ちをした。

「で、何を買い出しに来たんだっけ？」

「……。興が冷めましたわ。帰りますわよ」

「はいはい。で、魚住さんは？　一緒に来るの？」

「だから、私は単独で来ているのですよ」

「……そこはあくまでこだわるんだ」

　ま、もしかしたら、別行動をして何かの準備をしたりするつもりなのかもしれない。こんな悪だくみ的な何かの。それはそれで迷惑なんだけどなあ。

「何をしていますのッ、文学少年！　帰りますわよ！」

　すでに車に乗り込もうとしている龍造寺さんに怒鳴られてしまった。

「じゃあ、またね」

　そう言って魚うお住ずみさんと別れて、僕も早足で車に向かった。



　　　＊



　洋館の玄関をくぐると、エントランスにはホテルのロビーのように広々とした空間が広がっていた。もっとも、並のホテルではその豪ごう奢しやさにとても及ばないけれど。

　で、一息つく間もなく千ち紗さとありすが心配そうに駆け寄ってくる。

「竜りゆう太たさんっ、無事ですか！」

「竜太っ、変なことされなかったか!?」

　苦笑。

　僕を心配しているように見えて、実は龍りゆう造ぞう寺じさんをアレな人扱いしていませんか。

「うん、別に何も。あ、魚住さんに会ったよ。あと、あの白い猫はご当地キャラか何かだったのかなあ？　不細工だったけど、愛あい嬌きようがあったよね。ねえ、龍造寺さん？」

「……知りませんわ」

　拗すねて頬ほおを膨らませた龍造寺さんは、ぷいっとそっぽを向いてしまった。

　あはは、まあ、やられっぱなしじゃアレだしね、このくらいの仕返しはしておかないと。

「しかし、時間的にハンパになってしまったな」

　高たか槻つきさんが大きな柱時計を見やりつつ、言った。

「もうすぐ夕方になってしまうし、今から泳ぐのも少し慌ただしい」

「慌てることはありませんわ。移動の疲れもあるでしょうし、夕食までのんびりなさってはいかが？」

「その時間を使って、皆様に宿題を教えて頂いてはいかがですか」

　間髪入れずに龍造寺さんは、

「鮫さめ島じま、うるさい」

「ははは、まあしかし、着いていきなり勉強というのも気が滅め入いる」

「委員長はいつだって勉強しようとすると滅入ってるじゃん」

「あ、片かた桐ぎりさん、的確なことを言いました」

「へへ、でしょ。えっへん」

「酷ひどい言われようだな」

「仕方ないよ。事実だし」

「……赤あか尾おにはいずれ、私から果たし状を出すとしよう」

「これ以上怪け我がをしたくないんで、丁重にお断りいたします」

　ま、旅先だからといって寸暇を惜しんで遊ぶ必要もないわけで。

　むしろ、みんなで学校の休み時間のようなお喋しやべりを楽しむのも悪くないな、と思った。



　そして、夕食。

　広い食堂で、テレビとかでしか見たことがないような、重厚で大きなテーブルをみんなで囲む。

「あれ？　鮫さめ島じまさんは？」

「鮫島はあくまで仕事として来ていますから、あとで他ほかの従業員と一緒に食事するはずですわ」

　あ、やっぱり仕事なんだ。大変だなあ、鮫島さんも。

　それにしても、マンツーマンで後ろにメイドさんが給仕についてくれていたりすると妙に落ち着かない。千ち紗さは平然としているけど、ありすも高たか槻つきさんも僕同様にちょくちょく後ろを気にしている。

　メニューは洋風のコース料理らしい。料理はまだ運ばれてきていないけど、用意された食器を見ればさすがにそのくらいはわかる。

　ありすは目の前にたくさん並べられたフォークやナイフを見て、すでにテンパってしまっていた。それはそうか、僕だってフルコースなんて滅めつ多たにお目にかからないし、正式なテーブルマナーとかもあんまり気にしたことはない。

「り、竜りゆう太た、これはどうしたら……」

「えーと、確か外側から順に使っていくんじゃなかったっけ？」

「あら、チビッコは洋風のコースは初めてですの？　まあ、公の場所でもありませんし、適当で構いませんわよ」

「そうですよ。基本的にはマナーなんて、同席している人に不愉快な思いをさせなければそれでいいんです」

　さすがに龍りゆう造ぞう寺じさんと千紗は落ち着いたものだ。

「その通りですわね。でも、そう言うおっとり娘の、何でも辛からくしてしまう食べ方はマナー的にいかがなものかと思いますけど」

「えー」

「ふむ、なるほど。では、マナー的に『お代わり』はＯＫだな？」

「……高槻さん、それはねじ曲げて解釈しすぎ」

「お料理のお代わりはともかく、パンでしたらいくら食べても問題はなくてよ？　たくさん食べる人がいることは伝えてありますから、かなりの量を用意していると思いますわ。小麦粉が手に入りにくいせいで、米粉を使った、という報告はありましたけど」

「お、気が利くな。それはとても助かる。米粉だろうが何だろうが、パンはパンだしな。うん、米粉にもパンにも罪はない」

「どういたしまして。それと、マナー的に、パンにお料理のソースをつけて食べるのも問題ありませんから」

「あ、そうなんだ」

　ちょっと意外だ。

「ええ。むしろ、ソースを作った料理人は喜びますわよ？　パンにつけてまで食べるということは、それだけソースを気に入ってもらえたということですもの」

「なるほど」

　料理をする人間としては、その気持ちはよくわかる。

「少なくとも、何でもかんでも激げき辛からにされちゃうよりはずっといいよねー？」

　少し意地悪げにありすが千ち紗さを横目で見やる。千紗はぶー、と頬ほおを膨らませて唇を尖とがらせているが。

「そうか、それはいいことを聞いた」

　高たか槻つきさんがニヤリと笑う。うーん、いくつ食べる気だろう……。

　そんな頭の悪い会話の中、料理が運ばれてくる。

　未成年なので食前酒は省かれて、最初はオードブル。

　スモークした合あい鴨がもにオレンジ風味のソースをかけたもの、ボタン海え老びをバジル風味にマリネしたもの、バラのように盛りつけたスモークサーモンなどが一つの皿の上で華やかに競演していた。

「一番外側……ってことは、これだなッ！　頂きます！」

　舌なめずりをしてフォークを持つや否や、電光石火の早業でありすは合鴨を一切れ口へと運ぶ。

「旨うまっ！　なんだこれ!?」

　そのとなりでは千紗が皿中に真っ赤な何かをふりかけていて、高槻さんのお皿の上にはすでに何も残っていない。

　早ッ！

　ってか、高槻さんにはコースという食事形態は向いていない気がする。

　次に運ばれてきたスープは優しい味のオニオンスープ。一緒に、高槻さん待望のパンも運ばれてくる。スープの段階で、高槻さんはすでに三個のパンを平らげていた。あ、今四つ目に手が伸びた!?　恐るべし、アスリートの胃袋。

　そして次の魚料理は、ポワレした白身魚にレモンとバターの香りがするソースがかかっていた。

「これも旨い！」

　ありすにかかれば、何でも旨いに違いない。でも、確かに淡泊な白身にバターのソースがすごく合っている。

「この魚は何だろう。……太た刀ち魚うおかな」

　僕の呟つぶやきに、後ろのメイドさんが、

「正解でございます。今朝、この近くで水揚げされた太刀魚だと聞いております」

「あ、やっぱり。……このソース、バターとレモンだけじゃないですよね？　何を使ってるんだろう……」

「では、あとで調理担当の者にレシピを訊きいておきますので」

「あ、すみません」

「竜りゆう太たさん、すごいですね！　一口で当てちゃうなんて！」

「そうだな。鯛たいとかメジャーな魚ならともかく、太刀魚でまぐれ当たりもないだろうし」

「さすが竜太！　料理も上手だし！」

「チビッコにかかると、文学少年も一いつ端ぱしの料理人扱いですのね」

「……いや、あの、最近スーパーでよく見る、時期的に旬しゆんな白身魚の名前を言っただけなんですけど」

　伊だ達てや酔狂で日々自炊しているわけではないのです。

「スーパーでも売ってるんだ。あ、それで作り方を訊いたってことは、家でも作ってみる気だな？　よしっ、味見は任せろ！」

　目をキラキラと輝かせて、ありすは身を乗り出す勢いで言った。ずいぶんと嬉うれしそうだねえ。

「言っておくけどね、作り方を知ったからって、作れるかどうかは別問題なんだよ、ありす。技術的な問題はもちろん、設備とか材料とか、どうにもならないことだってたくさんあるんだから」

「大丈夫！　竜太ならできる！」

　食べたいだけだろ、まったく。

　次の肉料理は小さなステーキ。このソースはタマネギを使っているのかな。ちょっと和風気味で、独特の甘みがある。太刀魚のポワレとは対照的にサッパリめのソース。肉も柔らかくて美お味いしい。

「うーん、個人的には、ステーキはもっとドカッとガッツリ食べたいものだ」

「あら。委員長は、何でもドカッとガッツリ食べたいのではなくて？」

「あはは、その通りだ！　ヤトはよくわかっているな」

「それだけパンを食べまくって、まだそう言えるのがすごいね」

　さっきから高たか槻つきさんの給仕係のメイドさんは、ひっきりなしにパンを運んでいる。

　で、ステーキの次には小さな桃のシャーベット。

「あれ、もう終わりか？」

「姫ひめちゃん、これはお口直しのソルベですよ。正式なフルコースなら、この後にロースト料理があるはずです」

「そうなのか。私はてっきりデザートだと思った。確かに、まだ未使用のフォークやナイフが残っているものな」

「ええ。正式にはこの後はロースト、サラダ、チーズ、ケーキ、フルーツ、コーヒーか紅茶で最後ですわね。今日は材料不足でケーキはないそうですけど」

「……向こうの人はよく食べるよね。僕はそろそろお腹なかいっぱいだよ」

　たった一個だけど、高たか槻つきさんにつられてパンに手を伸ばしてしまったのが敗因だ。

「ですよね。わたくしも、ほとんどの場合、コースではパンにまで手が出ないんです」

　まあ、パンは辛からくないしね。

「じゃあ、竜りゆう太たの分は食ってやるぞ！」

　また、目を輝かせてありすが言う。

「いや、待つんだ、片かた桐ぎりさん。さすがにその役目は簡単には譲れない！」

「えー。委員長は千ち紗さポンからもらえばいいじゃん」

「もちろん、千紗のももらうつもりだ！」

　おいおい。

「ちょっと待ってよ。せっかくこれだけ美お味いしい料理が続いてるんだから、もう少し頑張ってみるよ」

「ですよね。わたくしもそうします」

　二人が揃そろって舌打ちをする。それが一番マナー違反じゃないかなあ？

　で、件くだんのロースト料理は仔こ羊ひつじのグリル。こんがりと焼けた骨付きの、いわゆるラムチョップにニンニクのペーストが添えてある。

　さすがにこれを食べきって、僕はギブアップした。

　次に運ばれてきた、夏野菜と地じ鶏どりのサラダも美味しそうだったけど……残念。事実、ありすは美味しそうに僕の分までバリバリと食べていた。

　結局、なんだかんだいって千紗も最後までギブアップはしなかった。チーズやフルーツは一口で終わりだったけど、それは果たしてお腹がいっぱいだったからなのか辛くないからなのかはわからない。

　うーん、唯一の男である僕が一番食が細いってどうなんだろう。まあ、皆さん健康的で大変結構なんですけどね。



　ゆっくりとコース最後のお茶を楽しんで少し食休みした後は、お風ふ呂ろに、という流れになった。

　ちゃんと男湯と女湯に分かれているあたり、この別荘は家族だけで使うというより、友人を招いたりすることを前提にしているのだろう。

　もちろん、入り口や脱衣場が別々なだけでお風ふ呂ろは一緒、なんて嬉うれしかったりベタだったりする展開はない。あしからず。

　さて。

　怪け我がをして一番困るのが、入浴だ。包帯やら何やらを取る手間もあるし、何かと時間もかかる。

　浴室に足を踏み入れると、一人で入るには広すぎる空間が広がっていた。明らかに僕の勉強部屋が何個か入りそうな広さだ。浴槽もプールさながらの大きさで、壁に彫られた大きな竜のレリーフの口から大量のお湯がダバダバと注がれている。

　こういうのって、普通ライオンじゃないのかなあ。

　まあ、龍りゆう造ぞう寺じさんの趣味を考えれば妥当なのか。お湯が濁にごっているのは、やっぱり温泉だからだろうか。まあ、もうそんなことぐらいじゃ驚きもしないけど。近くに源泉でもあるのかな。

　お湯につかると、まだ大きな傷には少ししみる。右の肩と左の二の腕、あとは脇わき腹ばらにも、治りきっていない大きな傷跡がある。他ほかの部分に巻いた包帯は、もう傷を隠す意味あいの方が大きいんだけど。

　天井を見上げて、ふう、と大きく一息。

　これだけ広いお風呂を独り占めというのは贅ぜい沢たくなんだろうけど、逆に広すぎて何だか落ち着かない。

　きっと女湯も同じくらい広いんだろうから、みんな一緒に入っているのかな。いったいどんな話をしているんだろう。

　ぼんやりとそんなことを考えていた、そのとき。

　ばん！　と扉が開け放たれた。

「え？」

　驚いてそちらを見やると、龍造寺さんが仁に王おう立だちしていた。バスタオル一枚という、理解しがたいお姿で！

「ええッ!?」

　一瞬、完全に思考が停止してしまった。

「さあ、文学少年、わたくしが直々に背中を流して差し上げますわ！」

「は!?　いや、ちょ……な、何を言って……」

　慌てて顎あごまでお湯につかって身体からだを……傷口を隠す。

「聞こえませんでしたの？　背中を流してあげると言っているんですから、さっさと浴槽から出ていらっしゃい」

　モデルよろしく堂々と闊かつ歩ぽして、浴槽へと近づいてくる。そして僕を浴槽から引きずり出そうと、前まえ屈かがみになって両腕を伸ばしてくる。

「っていうか、間に合ってますから！　出てって下さい！」

「遠慮はいりませんわよ？」

「いや、遠慮とかじゃなくて！　少しは恥じらいましょうよ！　谷間とか、思いっきり見えてて目のやり場に困るんですけどッ！」

「そのくらいなら見られて困るものでもありませんわ。っていうか、見たからには文学少年も見せるべきですわよ？」

「意味わかんないし！　ってか、来ないでーっ！」

　浴槽の中で後退する。広い浴槽でよかった！

　しかし、龍りゆう造ぞう寺じさんは僕の言葉などに耳を貸すはずもなく、躊ちゆう躇ちよもなしに浴槽に入ってくる。

「ちょ、マジで勘弁して下さい……！」

「うふふ、男らしくありませんわね？　さあ、覚悟をお決めなさい！」

「イヤだーッ！」

　何がイヤって、正体がバレるとか、そういうこと以前に！　素っ裸で女性と対たい峙じしていて、しかも襲おそわれてるっぽいっていうシチュエーションが！

　龍造寺さんはお湯の中をザブザブと僕へ歩み寄り、ついに腕を掴つかんだ。

　僕は必死で、その手を振り払う。

　その拍子に――、

　一つ、言っておきます。正当防衛です。

　浴槽にまで入ってきたことで、バスタオルの裾すそが濡ぬれて重くなったりもしていて。

　つまり、事故なんです。

　――バスタオルが、はらりと落ちた。

　手を伸ばせば届く距離、湯煙さえ視界を遮さえぎらない。つまり、視界いっぱいに広がるのは、モデル顔負けの、スレンダーな白い身体からだ……。

「――――――――――――――ッ！」

　龍造寺さんは手で身体を隠しながら、稲いな妻ずまのような速さで身をかがめて濁にごったお湯の中に逃げ込んだ。

　ほんの一瞬だった。

　しかし、ミロのヴィーナスを一回りスリムにしたような、黄金比的に均整の取れた白い身体が僕の脳裏に焼きつくには充分な時間だった。

　栗くり色いろの髪が、水面で花のように広がっている。

　そして片手でバスタオルを引き寄せつつ、真っ赤な顔で僕を睨にらんで、

「み、み、見ましたわね……？」

　……うあ。

　なんていうか、その恥じらう姿に、強烈に女の子らしさを感じてしまった。そして脳裏にちらつく、さっきの裸体……。

　いつもはちょっとアレな人なのに、こんなときにばっかり強烈な女の子オーラを放つってのは、少し狡ずるい。

「り、龍りゆう造ぞう寺じさんって、水着とかで見るよりボリュームが……」

　じろり、と睨にらむ目つきが険しくなる。僕は何を口走っているんだ。

「だ、だ、だからやめてって言ったのに」

　上ずった声で、言った。僕の顔も相当赤くなっているに違いない。

　のぼせそうだ。もちろん、お湯のせいではなく。

　龍造寺さんはお湯の中でバスタオルをしっかり身体からだに巻きつけて、

「こ、ここまで見られたからには、なんとしても文学少年の肌も見せて頂きますわよ！」

「はあっ!?　意味わかんないし！　っていうか、男湯に勝手に入ってきたのはそっちでしょ！　それに、見られたくないなら、せめて水着を着るとかすればいいのに！」

　僕に言われて、きょとんとすること数秒、龍造寺さんはポンと手を打った。

「水着！　そうですわ、水着を着ればよかったんですわ！」

　……気づいてなかったのか。

「まあ、もうどうでもいいことですわ。さあ、早く浴槽から出なさい！」



    

  
    
      



    

  
    
      　立ち上がって、龍りゆう造ぞう寺じさんは言う。うう、濡ぬれたバスタオルとか髪の毛とかがなんともいえない色香を放っている。

「だから、イヤだってば！」

「何を言っていますの？　わたくしの裸を見ておいて！」

「僕のせいじゃないし、頼んでもいないし！」

「大丈夫、痛くはいたしませんわ」

　そういう問題じゃない上に、誰だれもそんなこと気にしてないッ！

「観念なさい！　さあッ！」

　また、龍造寺さんが僕を掴つかもうと歩み寄ってくる。

「だっ、誰か！　誰か助けて――――っ！」

　と、その僕の悲鳴に呼応するかのように、龍造寺さんの背後でドタドタと騒々しい音が響いた。

「ちょっと、ヤトさん！　な、な、何をやっているんですかッ！」

「お風ふ呂ろ場ばからいなくなったと思ったら、やっぱりかッ！」

　龍造寺さん同様にバスタオル姿で転がり込んできた千ち紗さとありすが、ザバザバと浴槽にまで乗り込んできて龍造寺さんを背後から押さえにかかる。

　ち、千紗のバスタオル姿もすごいな……。あのバスタオルの下に、一糸まとわぬ超絶ボディがあるのかと思うと……。長い髪を、邪魔にならないようタオルで巻いて持ち上げているのも色っぽい。

　ありす？　ありすはまあ、ほら。こういう色っぽさ勝負では、分が悪いかな。邪魔するものがない分、バスタオルもしっかり巻けてるみたいだし。でも、下ろした髪が濡ぬれたりしていると、妙に女っぽく見えるから不思議だ。

　……ってか、ここ、男湯だよね？　何だか、僕の方がいるべき場所を間違っているような錯覚に陥るんですけど……。

「ちっ」

　龍造寺さんは、そのまま千紗とありすに脱衣場まで引っ張っていかれる。

　そして、さらにその背後から呆あきれ顔で現れたのは鮫さめ島じまさんだった。

「……お嬢様。何をやっているんですか」

「あら、鮫島。……これには、深いわけがありますのよ？」

「言い訳は別室でお聞きします」

　鮫島さんが手を二回叩たたくと、二人のメイドさんがやってきた。

「お嬢様を書斎へ連行して下さい」

「「かしこまりました」」

　千紗とありすに代わって両側からガッチリと腕を取ると、メイドさんは鮫島さんと一緒に龍りゆう造ぞう寺じさんを引きずっていってしまった。廊下にしたたった水滴を、別のメイドさんがモップで拭ふき取りながら追いかけていく。

「竜りゆう太たさんっ、大丈夫ですかっ！」

「竜太、無事かっ！」

　千ち紗さとありすが浴槽の側そばまで駆け寄ってくる。

「か、かなりきわどかったけど大丈夫だからっ！　ってか、ここ男湯だから！」

「そ、そっか。あ、じゃ、じゃあっ、なんか手伝うことはないかっ！　け、怪け我がしてたら色々不便だろっ！」

「あっ！　ちょ、片かた桐ぎりさん、ずるいっ！　わ、わたくしも是非お手伝いを……っ！」

　顔を真っ赤にして何を言ってるんだーッ！　ってか、その手の話はずいぶん前に断った記憶があるんですけどっ！

「っていうか、二人とも、自分がどんな格好してるのかわかって言ってるの!?」

　それでようやく、二人は我に返ったらしい。赤かった顔をますます真っ赤にして、

「きゃーっ、ご、ご、ごめんなさいッ」

「ぎゃー、見んな――っ！」

　バスタオルを押さえつつ男湯から駆け出していった。

　騒ぎを聞きつけたのか、いつの間にかやってきていた高たか槻つきさんは、しっかり服を着て洗い髪をバスタオルで拭きつつ、

「ふむ。ヤトもずいぶん大胆なアプローチをやらかしたもんだな。そりゃあ触発もされるか。しかし、何も風ふ呂ろ場ばで、裸で男を奪い合わなくてもいいだろうに」

　……。

　いいから、高槻さんもさっさと出て行って下さい。



　風呂から上がって、脱衣場から出る前に、携帯で千紗に電話をかけた。

　用件からすればありすに頼んでもいいんだけど、残念ながらありすは贅ぜい沢たく品ひんであるところの携帯を持っていない。

『りゅ、竜太さん、その、さっきは……』

　電話の向こうの、千紗のあわあわした感じはバスタオル姿に照れた影響だろうなあ、と苦笑しつつ、

「あ、うん。助かったよ、ありがとう」

『あの、いえ……』

「もうお風呂から上がった？　湯冷めとかしてない？」

　考えてみれば、電話に出てる時点でお風呂から出てることは間違いないんだけど。

『あ、はい。えっと、それで、どうかしたんですか？』

「うん、今からなんだけど、ちょっと包帯を巻くのを手伝ってほしいんだ。ほら、また龍りゆう造ぞう寺じさんが押しかけてきかねないから、早く終わらせちゃいたいんだよね」

　足なんかは自分でも巻けるけど、肩や腕となると一人ではちょっと面倒くさい。しかも、やっぱり他人の手を借りた方がしっかりと巻ける。巻いたはいいけどすぐに解けたりズレてきたりしたのでは意味がない。

『あ、そうですね。はい。わかりました。お部屋に伺えばいいですか？』

「うん。僕もこれから脱衣所を出るから」

『じゃあ、すぐに行きますね』

　部屋にはタッチの差で僕の方が先に着いた。僕が部屋に入って数十秒後には千ち紗さにドアがノックされた。

「どうぞ」

　とドアを開ける。

　さっきは気が動転していて気がつかなかったけど、千紗は髪を下ろしていた。そりゃそうか、風ふ呂ろ上がりなら。

「……っ！」

　千紗が息を呑のんだ。顔が赤くなっている。その視線は、僕の上半身あたりでさまよっていた。

「りゅっ、竜りゆう太たさんは、その……、ご自宅では、は、は、は、裸で過ごされる主義なんですかっ」

「え？」

「あの、いえ、そういうのは個人の自由ですし、わ、わたくしが干渉することではないとは思うんですけど、それでお風邪を召したりとかなさっては……あ！　ま、ま、まさか、片かた桐ぎりさんがご飯をたかりに押しかけているときも、そんな格好で……っ!?」

　それでようやく、上半身が裸のままだったことを思い出した。

「あ、ごめん。どうせ包帯を巻いてもらうからと思って。いつもはちゃんと服着てるから」

「あ、そ、そうですよね」

「でもほら、僕が意識を失ってるときの看病とか何度もやってもらってるし、見慣れてるでしょ？」

「は、は、はい。す、すみません、ビックリしちゃって」

　とにかく部屋に入ってもらって、早さつ速そく包帯を巻いてもらう。

「……あ、洗い髪が、ま、まだ湿ってますね。ドライヤーは使わなかったんですか？」

　座った僕の後ろで包帯を巻いてくれながら、千紗が少しうわずった声で言った。

「うん、急いでたから。まさか龍造寺さんがあそこまでやるとは思わなかったしさ。ゆっくりしてたらまた来そうな気もしたし」

「あ、そっ、そうですよね！」

　包帯を巻く指も震えているみたいだ。なんだかおかしい。

「……どうかしたの？」

「いえ、その、湯上がりの色気が……」

「え？」

「え、えっと、竜りゆう太たさん、す、少し逞たくましくなったんじゃないですかッ。と、特訓の成果でしょうかっ」

「いや、まさか。たった一週間や二週間でそんなに変わらないと思うけど。それに、特訓自体この身体からだではやってないし」

「で、でも、この肩のあたりとか、すごく……」

　僕の右肩の、傷口の脇わきあたりをそっと指でなでるような感覚が。傷口が発する鈍にぶい小さな痛みとくすぐったさが混じり合って、妙に心地いい。

「……すごく？」

「あ、いえっ！　あ、あはははは、わ、わたくし何を言っているのでしょう！」

　それを訊ききたいのは僕なんですが。

　ってか、なぜにそんなにテンパっているのですか。

「えっ、えーと、そのっ、すみません……。わたくしの作戦が至らないばっかりに、ヤトさんを止められなくて……。結局、お風ふ呂ろでは竜太さんがあんな目に……」

　慌てて、なんだか逃げるように千ち紗さは話題を変えてきた。

「いや、別に特に致命的な何かがあったわけじゃないし」

　あってからじゃ遅いけど。

　……っていうか、むしろ龍りゆう造ぞう寺じさんの方が致命的なものを僕に見られた感じだったけど。いや、あの件は黙っていよう。僕の名誉はもちろん、龍造寺さんのためにも。

「で、でもっ、危なく竜太さんの、は、は、裸を見られるところでしたしっ！」

　苦笑いしつつも、赤面してしまった。あはは、見られるところ、か。見ちゃった側としては、ラッキーでもあったのかなあ。

「……いや、見られちゃまずいのは裸じゃなくて傷口でしょ。そりゃまあ、裸なら見られてもいいってワケじゃないけど」

「い、いえっ！　むしろ裸がダメですッッッッ！」

　……なぜ。

「ああ、わたくしがフルーツのことも最初から考えておけば、こんな大惨事には……」

「大惨事って。実際には見られてないし」

「だ、だって、入浴中に踏み込まれたんですよ!?　もし竜太さんが女の子で、ヤトさんがおじさんだったら、完全に警察沙ざ汰たじゃないですかっ！」

「……ごめん、その仮定の意味がわからない」

　っていうか、その仮定はちょっとイヤなことが蘇よみがえってくるので勘弁してほしい。あのおぞましい、誕生日に刻まれた汚点の記憶が……。

「まあ、それはともかく、この間から僕に申し訳ないとか、ちょっと他人行儀すぎるんじゃない？」

「え？　……そ、そうでしょうか……？」

「そうだよ。だって、僕は大好きなんだから」

　包帯を巻いてくれている千ち紗さの手が止まった。というか、千紗の手から落ちた包帯がコロコロと転がっていく。

「……ええッ!?　そ、そんな……あ、あの、わ、わ、わ、わたくしも……っ」

「だよね。特に最近はいいチームワークだもんね、デーモンテイル」

「……………………………………………え？」

「いや、だから……デーモンテイル。ほら、僕の家って昔からバラバラだったからさ。なんていうか、ああいう仲間意識っていうか、連帯感みたいなものってすごく新鮮で気持ちがいいんだ。みんなのために頑張ったりするのも燃えるしね。やることは多くなって忙しいけど、充実感もあるし。僕自身の意志で、楽しんでやってるんだから、気にすることないんだよ」

「……そ、そうですよね……。デーモンテイル……ですよね」

　超ちよう弩ど級きゆうの溜ため息が、千紗の口から零こぼれ出た。

「……？　どうしたの？」

「いえ、その……あはは」

　千紗は慌てて転がっていった包帯を拾い上げて、

「は、早く包帯巻いちゃわないと、ヤトさんが来かねないですよね！」

「あ、うん。そうだね」

　ほどなく、千紗は包帯を巻き終えた。

　それとほぼ同時に、ノックもなしにドアが開いて、

「竜りゆう太た、いるかっ!?　包帯、一人で巻くのは大変だろうから手伝いに……って、なんで千紗ポンがもういるんだーッ！」

　救急箱を手にしたありすがいきなり叫んだ。

「僕が頼んだんだよ」

「なっ、なんでっ」

　っていうか、こっちが訊ききたい。何で涙目なんですか。

「何でって、龍りゆう造ぞう寺じさんがまた来る前に巻いちゃいたかったから、急いだんだ。ありすには頼もうにも、携帯持ってないでしょ」

「そうですよ。仕方ないんですよ」

　そう言いつつも、千ち紗さの表情や声に、そこはかとなく勝ち誇った感があるのはどうしてですか。

「うー。確かに持ってないけど……ッ、でも、ずるい！」

「ずるいって……」

「あっ、あたしはっ、あたしだって、ちょっとずつでも竜りゆう太たに恩を返したいんだっ！」

「いや、だから気にしなくてもいいのに」

「気にするっ！　……そりゃ、どうせあたしは背丈もないし！　胸もないし！　色気もないけどっ！」

「いや、今それは関係ないし」

「竜太さん竜太さん、少しは否定とかフォローをしてあげないと」

「その千紗ポンの同情が一番むかつくわッ！」

「えー」

「と、とにかくっ、次はあたしがやる！　明日は絶対、あたしがやるからなッ！」

「う、うん」

　涙目で詰め寄られたその勢いに、思わずうなずいてしまった。

「約束だぞっ！　絶対だぞっ！」

「はいはい」

　半ば呆あきれながら投なげ遣やりに返事をすると、しかしありすの表情はパッと和やわらいだ。

　で、そこへ。

「さあ文学少年！　わたくしが自ら、包帯を巻いて差し上げますわッ！」

　颯さつ爽そうと龍りゆう造ぞう寺じさんが登場した。

「まったく、鮫さめ島じまは説教が長くてイヤになりますわ。……って、あら？」

「気持ちは嬉うれしいけど、もう終わったから」

「……ちっ」

　また舌打ち。もう本性丸出しで、隠す気もないらしい。

「では、次はわたくしが巻かせて頂きますわ！」

「残念でしたー、次はあたしってことで話がついてるもんねー」

　べーっ、とありすが舌を出す。

「そんなの、納得がいきませんわ！」

　っていうか、何でこんなにみんなして包帯を巻きたがるんですか。



    

  
    
      


第五章　真夏の夜の悪夢





　手と足に圧迫感のような違和感を覚えて、目を覚ました。

　カーテン越しに陽ひの光が部屋に入り込んでいるらしく、うすぼんやりと明るくなっている。もう朝か。

「あら、お目覚めですのね」

　僕の手首から手を離してそう言ったのは、女王様的なレザーボンデージ衣装に身を包んだ龍りゆう造ぞう寺じさんだった。ピッタリとしたタイトなデザインはとても色っぽいけど、ラプンツェルの衣装よりは露出度が少ない。ってか、そう考えるとラプンツェルの格好ってすごかったんだなあ。

　いや、そうじゃなくて！

「な……ッ!?　な、なんで龍造寺さんがっ！　……ってか、なんでそんな格好を」

　龍造寺さんは妖よう艶えんに微笑ほほえんで、

「やはり縛る以上は、それなりの格好をしませんと」

　……縛る？

　そこでようやく、自分の両手首も足首もベッドに繋つながれてしまっていることに気がついた。大の字状態で身動きがまったく取れない。

「なっ……！」

「よかったですわ。お目覚めが手首と足首を縛り終わった直後で」

「な、なんで」

「抵抗されると困りますもの」

　実に理に適かなった説明ですが、僕が訊ききたいのはそういうことじゃなくて。ってか、ここまでくると犯罪なんですけど。

「では、早さつ速そく」

　いそいそと、龍造寺さんが僕のパジャマのボタンを外そうとする。

「ちょ……ッ！　やめ……助けて――っ！」

「早朝ですのよ？　少し静かにするのがマナーというものですわ」

「勝手に人が寝てる部屋に入り込んで、手足を縛るのはマナー的にどうなんですかッ！」

「うるさいですわね」

　龍造寺さんは僕のシャツから手を離し、頭の下から枕まくらを奪って枕カバーを外し、僕の口に猿さるぐつわの要領で結び始めた。

「ひょっほ、はひとふふんふぁー！」

　僕の、何を言ってるのかわからなくなってしまった抗議は完全無視。

　そして満足げにうなずき、龍りゆう造ぞう寺じさんは僕のパジャマのボタンを外す作業に戻る。

　おかしい！　おかしいですよ、龍造寺さん！　ちょっと異常だよ！　今に始まったことじゃない気はするけど！

　ボタンが全て外され、パジャマの下の包帯があらわになる。

「さあ、いよいよ包帯の下の秘密がお目見えですわ……！」

「はふぇへ――――っ！」

　その瞬間、二つのことが同時に起こった。

　がちゃ、と窓の鍵かぎを開ける音がして、シャッとカーテンが開け放たれた。もう眩まぶしい夏の朝の光が、一瞬にして部屋中に行き渡る。

「ちょっと、ヤトさんッ！　何をやってるんですかッッッッッッ！」

　窓から乗り込んできたのは、ガラスカッターを手にした千ち紗さだった。

　それが一つ。

　がたん、と天井の板が一部外れた。そこから忍者よろしく身軽に飛び降りて現れたのは、どこぞの探検隊のように額ひたいにライトを装着した埃ほこりまみれのありすだった。

「こら―――――っ！　ちょ、ヤトちゃんッ！　いくらなんでも、やっていいことと悪いことがあるぞっ！」

　それが、もう一つ。



    

  
    
      



    

  
    
      「ちょっと、貴女あなたがた！　そんなところから入ってくるなんて、非常識にもほどがありますわよ！」

「竜りゆう太たさんをベッドに縛りつけるのは非常識じゃないんですかっ！」

「そうだそうだ！　そもそも、竜太の服を脱がしてるヤトちゃんが一番非常識だッ！」

　……君たち全員、心の棚が広すぎだーっ！　しかも、自分のことをその棚に上げる作業がどれだけスピーディに行われているんだっ！

　そして、ぎゃーぎゃー騒ぐ三人のやりとりを聞きつけたのか、

「……お嬢様。いいかげんにして下さい」

　鮫さめ島じまさんとメイドさんたちがやってきて、龍りゆう造ぞう寺じさんを連行していった。

「またこのパターンですの―――――っ!?」

　懲こりるということを、少しは学んで下さい。お願いですから。

「竜太さんっ、大丈夫ですか！」

「竜太、今助けてやるぞっ！」

　千ち紗さとありすが、手足を縛ったロープと猿さるぐつわを外してくれた。

「ありがとう」

　縛られていた手首をさすりながら、とりあえず二人に言った。

「あ、あのっ、間一髪でしたね！」

「あ、あぶなかったなっ！」

「うん。まあ、結果的に助かったんだけどさ」

　はだけたパジャマを直しつつ、

「ところで、そのガラスカッターは何？　頭のライトは？」

「あ、いえ、四号さんに貸して頂きまして……。すごいんですよ、丸く切るのも四角く切るのもスイスイなんです！」

「ん、まあ、ホラ、こういうこともあるかなーって。暗いと進みにくいし」

「……」

　僕の白い目に、二人は、

「えっと、その……竜太さんを優しく起こしてあげたいなあ、とか……」

「いや、あの、気持ちいい朝だったから、一番でおはようを言いたくてさ……」

　しおらしく言ってもダメです。

「とりあえず、寝直すから出て行ってね」

　現在、六時五八分。休日の朝としては、早すぎる。

　しゅん、となって出て行く二人を見送りつつ、僕は大きく溜ため息をついた。

　まったく、騒々しいったらありゃしない。



　八時半になると、そろそろ朝食にしましょう、と部屋にあるインターフォンに鮫さめ島じまさんから電話があった。

　食堂に出向くと、もう千ち紗さとありすが席に着いて待っていた。

「お、おはようございますっ、竜りゆう太たさん」

「いやその、おはよ、竜太」

　そうあいさつしてくれた千紗とありすは、少し気まずそうだ。まったく、旅先だからってはしゃぎすぎだよ。

「うん、おはよう」

　僕が席に着いた直後に、

「あら、委員長以外はもうお揃そろいですのね」

　龍りゆう造ぞう寺じさんが入ってきた。黒いドラゴンの着ぐるみ姿で。

「ヤトちゃん……その格好は何？」

「ホホホ、新作のドラゴンスーツですわ！　今回のスーツは、ちゃんと食事もできるよう、動きやすさも考慮された設計ですのよ？　しかも、ここに」

　と、龍造寺さんはくるりと背を向けて肩けん胛こう骨こつのあたりを示し、

「冷却用のファンも装備して、暑さ対策も万全ですわ！」

「……いや、そういうスペック的なこと訊きいてるんじゃなくて」

「……片かた桐ぎりさん、言うだけ無駄だと思います」

　僕も同感だ。

「どうですこと？　似合って？　文学少年」

　なぜ僕に訊くんですか。

　……あー、もしかして僕がリンドヴルムだったら、ドラゴン姿に興味を示すんじゃないかっていう龍造寺さん理論ですか。

　少し、斜め上を行く的な龍造寺さんの思考パターンを理解し始めている自分がイヤだ。

「いいんじゃないですか」

　諦あきらめ気味に言うと、

「冷たいですわね。昨日、浴場ではあんなに熱い視線を――」

　ろくでもない方向に話が及びそうだったので、その言葉を遮さえぎるように、

「あー。で、高たか槻つきさんは？」

　そう話を千紗とありすに振った。

「朝練も学校もないんだから、もっと寝坊させてくれ、って言ってました。朝ご飯も、先に食べてていいそうですよ」

　困ったような呆あきれたような笑顔で、千紗が説明してくれた。

「無視!?　無視ですの……!?」

　はい。無視です。ごく自然にスルーして会話を続行。

「……そうなんだ。なんか、誰だれよりも早く起きてトレーニングとか空手の型とかやってそうなイメージだったんだけど、意外だなあ」

「夜にやってたっぽいよ。寝る前にもう一回お風ふ呂ろ行ってたみたいだし」

　とありす。

「夜に？」

「うん。盛大に朝寝坊したいから、日課を貯金しとくって言ってた」

「貯金……？」

　横着なんだかストイックなんだか。

「まあ、そういうことでしたら、先に食べてしまえばいいのですわ。せっかくのバカンス、思う存分に朝寝を楽しむのもまた一つの選択肢ですもの」

　ブラック・ドラゴン姿のまま、席に着いた龍りゆう造ぞう寺じさんが、無視にもめげずに言った。正確には、気にした素振りもなかった、と言うべきなんだろうけど。

　まあ、朝寝坊というのは確かにとても無駄で、だからこそ贅ぜい沢たくな時間の使い方ではあると思う。

　で、朝食。

　昨夜の洋風フルコースとは打って変わって、中ちゆう華か粥がゆだった。薬味というかトッピングが、針ショウガや白髪しらがネギにとどまらず、蒸し鶏どり、蒸しエビ、刻んだ叉焼チヤーシユー、刻んだザーサイ、砕いたナッツ、炒いためた青梗菜チンゲンサイや空心菜クウシンサイなどなど、これでもかと並んでいる。

　付け合わせとして温野菜と蒸した海鮮餃子ギヨーザ。そして温かいウーロン茶。

　なるほど、こういうのも悪くないなあ。

　お粥は日本のものとは違って、しっかり味がついている。ベースは鶏のスープかな。ほんのりとごま油の香り。

「旨うまい！　お代わり！　次はザーサイと蒸し鶏にしよっと！」

　すでにありすは三杯をぺろりと食べてしまっている。でもまあ、これだけトッピングの種類があったら、色々試してみたくなる気持ちはわかる。

「今日はお祭りがある日ですから、夜には花火を楽しめますわよ。この別荘の敷地からもバッチリ見えますの」

「へえ。ってことは、縁日とかもあんの？」

　四杯目のお粥に宣言通り蒸し鶏をのせながら、ありすが訊きいた。

「縁日？　さあ……。たぶん、神社の方に行けば露店は出ているのではなくて？」

「……知らないの？　何度も来てんのに？」

「ええ、だって、わざわざ行きませんもの」

　まあ、ここから花火が見えるんだろうし、あんまり縁日の屋台を楽しむってタイプでもなさそうだしなあ、龍りゆう造ぞう寺じさんは。食べ物や飲み物だって、ここで用意されるものの方が屋台のアレより格段に美お味いしいはずだし。

「あの、じゃあ、みんなで行ってみませんか？　独特の雰囲気とか、きっと楽しいですよ。きっと、姫ひめちゃんも行きたいって言うと思います」

　ええ、言うでしょうね。たぶん目的は、屋台のお好み焼きとかたこ焼きとか綿菓子とかリンゴ飴あめとかフラッペとかチョコバナナだったりするんでしょうけど。

　そして帰ってきたらしっかり夕食も食べるんだろうなあ。あの引き締まった胴体のどこにそんな大きな胃袋が入っているんだろう。

「ま、まあ、皆さんがどうしてもと言うなら、ご一緒して差し上げますけど……」

「それはいいけど、その格好だけはやめてね」

　龍造寺さんのためというよりは、並んで歩きたくなさそうな感じでありすが言った。

「わかっていますわ。浴衣ゆかただってちゃんと用意していますのよ」

「っていうか、屋台や露店もいいけど、ちゃんとお参りしてこなきゃね。お祭りってのは本来、神様を祭る行事なんだから」

「んじゃ、午後の予定はほぼ埋まったから、あとはそれまで何をするかだなっ！」

「はあ？　チビッコは海辺に来て泳がないつもりですの？」

「や、それはそうなんだけどさ……」

　歯切れ悪く言って、ありすはちらりと僕を盗み見た。

　あ、そっか。僕が水着になれば傷が見られちゃうから、それを気にしてるんだ。

「いいんじゃないの？　僕は怪け我がが治ってないから泳げないけど、みんなは気にしないでいいよ」

「なっ、ちょっと、文学少年は泳がないつもりですの!?」

「うん。塩水は怪我にしみるだろうし」

「少しは協調性というものを考えるべきではなくて？」

　貴女あなたに言われるのは心外です。

「ヤトさん、無理強いは……」

「そっ、そうだぞっ！　竜りゆう太たは怪我人なんだからなっ！」

「では、甲羅干しでもしていたらいかが？　いい天気ですし、こんがり焼けますわよ？」

「いやあ、こんな包帯だらけで焼いてもね。それに、日焼けのしすぎは健康によくないらしいよ。皮膚ガンとか」

「ホント、ああ言えばこう言いますわね……！」

　それはむしろ僕が言いたいです。

「まあ、だからって別行動する、とまでわがままを言う気はないよ。海には入らないけど、一緒には行くから」

　龍りゆう造ぞう寺じさんは、残念そうな顔で口をつぐんだ。水着の件に関しては、これ以上の追及は諦あきらめたらしい。

　しかし、また何か仕掛けてくるんだろうなあ。

　僕の素肌をめぐる攻防は、まだまだ続く模様だ。



　一〇時を回ってようやく起き出してきた高たか槻つきさんが中ちゆう華か粥がゆをどんぶりで一〇杯ほど平らげるのを待って、僕らは海へと向かった。

　龍造寺家別荘の敷地内に広がるプライベートビーチ。

　この白い砂浜と青い海を独占できるというのが、庶民の僕にとってはちょっと意味がわからない。

　何しろ、海まで徒歩三分、しかも洋館の中を通ってバルコニーに出れば、そこはもう海辺なのだ。

　砂浜の一部に洋館から突き出すような形になっているそのバルコニーは、とても広くて、何組かのしゃれた椅い子すとテーブルが並べられていた。で、それぞれのテーブルには日よけのパラソルが。

　至れり尽くせりですね。

　いやまあ、遊泳見学の僕としては、日よけのパラソルも椅子もテーブルも、あってくれるととてもありがたいんだけど。

「さあ、泳ぐぞ！」

　高槻さんが水着の上に着ていたＴシャツを脱ぎ捨てて、砂浜へと駆け出した。

　この前、プールで見たオレンジ色のビキニ。

　引き締まったボディライン、特にキュッとしたヒップのラインは相変わらずカッコいい。あの躍動的な身体からだのどこに一〇杯の中華粥が収まるのか、これは新しい世界の七不思議なんじゃないだろうか。

　千ち紗さとありすも、若干僕の方を気にしつつも、高槻さんと同様に波打ち際へと向かった。

　ありすはさすがに水着を買ったらしく、ライトブルーと白のボーダーのビキニだった。ただし、下はスカートのようになっていて可愛かわいらしい感じ。

　千紗の水着もプールのときとは違っていて、黒地に大きく真っ赤なハイビスカスが描かれているワンピースタイプ。プールでの白とは一転、大人おとなっぽいというか色っぽいというか。

　まあ、千紗の場合はどんな水着でも色っぽいんだけどね。主に胸元が。ビキニより身体を覆う布地が増えたところで、その眩まぶしさは隠せない。

　龍造寺さんはさすがに以前の競泳用ではなく、黒いビキニだった。シンプルだけど、だからこそ龍造寺さんのスタイルのよさが全面的に前に出ている。そもそも、水着のデザインに彩ってもらう必要などないのだ、この人は。

　すらりとした長いおみ足で歩み寄ってきつつ、僕に、

「……本当に泳ぎませんの？」

「残念だけどね。ホント、こんなときに怪け我がなんてついてないよ」

　思わず目を逸そらしてしまった。

　この至近距離で見ると、肌の白さとかお腹なかのくびれとかが、昨日の浴場でのアレを思い出させて下さる。

「まったくですわ。せっかく招いたのに楽しんでもらえないなんて、わたくしとしてもいい迷惑です」

「ごめんね。でも、充分楽しいよ。ご飯はすごく美お味いしいし、見てるだけでも充分目の保養になるし」

「……発言が親父くさいですわね」

　龍りゆう造ぞう寺じさんは高たか槻つきさんのように腕を組んで、少し意地悪げに、

「ああ、さては、浴場でもそんな目でわたくしを見ていましたのね」

「だっ、だからあれは……っ」

「顔が赤いですわよ？　もしかして、思い出していましたの？　本人の目の前で」

　うっ。

「くすくす。どうやら、目の保養の方が文学少年にはお似合いのようですわね」

「引っかかるなあ、その言い方。でも、これだけ美人が揃そろってれば、そう思うなって方が無理だよ」

「その美人の中には、わたくしも入っているのでしょうね？」

「そりゃあもちろん」

「よろしい。では、今年は勘弁して差し上げますわ。来年は倍楽しんで頂きますわよ？」

「そうだね。そうなるといいな」

　龍造寺さんも海へ。

　僕はというと、バルコニーのテーブルの上に宿題を広げる。やることがまったくないってのもどうかと思って持ってきただけで、さほど気合いを入れてやるつもりもないんだけど。くそ、やっぱり本も一冊くらい持ってくるべきだった。

　しかしまあ、顔を上げて海の方を見やれば、どこまでも広がる青い空と透明感のある海。そして水をかけ合ってじゃれ合う水着ガールズ。果たしてこれ以上に素晴らしい光景がこの世にあるだろうか。

　……。

　やっぱり、本、要らないかも。眺めてて飽きることもなさそうだし。

　あ、ありすが高槻さんに放り投げられた。

　えー、いくらありすが小っちゃいからって、同年代の子を一人軽々投げますか。すごいな、少なく見積もっても三メートルは飛んだぞ。恐るべし、暴君の膂りよ力りよく。

　ありすは放物線を描き、水しぶきを上げて着水。

　三秒後に水面に顔を出したありすは、

「あははははは、何するんだ委員長ー！」

　笑ってやがる。楽しそうですね。投げ飛ばされたっていうのに。

「もう一回！　もう一回だ！」

　すいーっとありすが高たか槻つきさんに泳いで寄っていく。なんだかなあ。

　そんなこんなで、数十分。ひとしきり遊んで遊び疲れたのか、みんながバルコニーへと戻ってきた。

「……あのなあ、赤あか尾お。海辺まで来てなんで宿題なんかやってるんだ」

「え？　あー、開いてるだけでやってないよ。一問も解いてないし」

　というか、頬ほお杖づえをついてずっと皆さんをボーッと眺めてました。

「どれどれ？　どこで詰まってるんだ？　教えてやるぞ！」

　ありすが僕の宿題を覗のぞき込む。

「え？　……いや、そうじゃなくて……」

「あ、わたくしもお手伝いします！」

「いや、やめ……ッ、教科書とノートが濡ぬれるっ！」

　っていうか、濡れた水着姿の女の子に囲まれて集中なんかできるかーっ！　あ、ちょ、教科書を覗き込むのに夢中な千ち紗さの胸が僕の肩にむにゅって……ッ！

「あの、ここにこの式を代入するんじゃないですか？」

「うん、ってか、なんでこんな問題でつまずいてんの？」

「だから、そもそも開いてるだけだって……」

　僕がしどろもどろに言っていると、龍りゆう造ぞう寺じさんが意地悪げに笑って髪の毛を後ろに跳ね上げて、

「どうせ鼻の下を伸ばして、わたくしたちの水着姿を眺めていたのではなくて？　さっき自分で言っていましたものね。見ているだけで充分楽しいとか興奮するとか」

　うっ。やっぱり、龍造寺さんはお風ふ呂ろでのアレを根に持っているらしい。まあ、無理もないけど……。

「っていうか、興奮がどうとかは言った覚えないんですけどっ！」

「なんだ、赤尾。お前はそんな目で私たちを見ていたのか？　いやいや、男の子はいやらしいなあ」

　高槻さんまでが面白がってそんなことを……。

「ちょ、なんでそういうことに……ッ」

　そして言い終わる前に、ありすに胸ぐらを掴つかまれた。

「誰だれだっ！　誰を見て興奮してたんだっ!?　千ち紗さポンか！　まさか、千紗ポンのおっぱいかーッ!?」

「ぐえ。ちょ、くるし……」

　ねえ千紗、顔を赤くしてモジモジしてないで助けて下さい。

「悪かったなー水着でも全然見ててつまんない身体からだでちくしょーッ！」

　そんなこと一言も言ってないし！

「わはは、片かた桐ぎりさん、そろそろ許してやった方がいい。赤あか尾おの顔が変な色になり始めてきた」

　高たか槻つきさんの口添えで、ようやくありすは僕を解放してくれた。

「ふんっ、スケベ竜りゆう太ためっ」

　……酷ひどい。どうして僕がこんな目に……。

「赤尾はバカだな。すぐさま片桐さんは可愛かわいいと言ってやればよかったのに」

「……そんな暇、全然なかったし」

「ほう。暇があったら言ったのか？」

「え？　そりゃあ……」

　む、何かありすから熱い視線が。えーと、……なんかやりにくいな。

「そっ、それより皆さん、何か飲み物を飲みませんかっ！　わたくし、もう喉のどがカラカラでっ！」

　何やらわざとらしく千紗が割り込んできた。

「うがーっ、千紗ポン邪魔すんなっ！」

「えー、邪魔ってなんのことですかー。わたくしは、皆さんも喉が渇いたかなーって」

「見え見えだっつーの、このおっぱい魔神！」

「だっ、誰がおっぱい魔神ですか！　さっきから黙って聞いていれば……ッ」

　あーあ、また始まった……。

「ふふん、助かったって顔をしているな、赤尾」

「……まあ、否定はできないかも」

「で、実際には誰を見て興奮してましたの？」

　龍りゆう造ぞう寺じさんまで……。

「だから、ボーッと眺めてただけで、そんな目で見てないってば！」

「んー、健全な男の子としては、それもいかがなものかと思うがなあ？」

　いったいどうしろというんですか……。そりゃまあ、視線にまったくスケベ心がなかったのかっていうと、正直、そんなことはないんだけどさ。

「僕はただ、綺き麗れいな空と綺麗な海と綺麗な砂浜と、楽しそうなみんなが揃そろうと絵になるなあ、って思って眺めてただけだよ」

「みんな、だと？　ふーむ、気が多すぎるのもどうかと思うぞ？」

　だから……あー、もういいや。僕はもう疲れました。



　　　＊



　夕方。

　女性陣は泳いだ後にそのまま浴衣ゆかたに着替えた。

　ありすは以前にオトギーランドで買ってもらったアレだ。白地に大きなヒマワリの柄。ありすの元気な感じによく似合っている。

　千ち紗さは黒地。ただ、白とピンクの撫なでし子こが大きく咲き誇っているので、全体的に黒いという印象はあまりない。帯が撫子に合わせてピンクなのも一因かもしれない。ただ、白いうなじに目を向けた瞬間に、ああ、浴衣は黒地なんだ、と対比で思い知らされる。

　高たか槻つきさんは白地に黒いバラの花のモノトーン。色合いのせいか派手さはなく、帯も黒系なので、全体的にシックな感じだ。それがまた、高槻さんが本来持っている鋭い感じとベストマッチしている。なんていうか、そう、粋いきだ。

　龍りゆう造ぞう寺じさんは、ライトブルーに近いくらい淡い紫地の、牡ぼ丹たんが散らしてある柄。帯も紫で、帯にはやはり牡丹のコサージュ。

　栗くり色いろの髪をアップにしていて、そのいつもと違う感じにちょっとドキッとしてしまった。後頭部でくるくるとまとめたそのシニヨンは、千紗のお団子よりもっと大人おとなっぽく見える。その首筋の後おくれ毛は、ありすはもとより千紗のそれよりも妖よう艶えん度がぐっと高い。

　うーん、華やかだなあ。僕だけポロシャツにジーンズとかでいいんだろうか。逆に浮いてる気がする。

　そして、女性陣の可愛かわいらしい下駄が奏でるカラコロという音を聞きつつ、お祭りをやっている神社へ。すでに神社へと続く道の両端には露店が並び、賑にぎわっている。

　人ひと混ごみというのは、あんまり好きじゃない。まあ、大好きだ！　って人も少ないとは思うけど。

　でも、今僕は認識を改めた。人混みも悪くない。

　なぜなら、人混みでは自然と距離感が近くなるから。並んで歩くにしても、いつもより半歩、下へ手たをすればもっと近い位置にならざるをえない。

　ふとした瞬間に千紗のうなじが目の前にあったり、向かいから来る人を避よけた拍子によろけてしまった龍造寺さんの手や肘ひじが触れたりする感じは、ちょっとドキドキしてしまう。

　ありすなんか、もう僕のシャツの裾すそを握ったままついてきてたりするし。

　暑さ？　うん、時々忘れそうになるね。

「……何だか雑然として、ゴミゴミしていますわね」

　眉まゆをひそめて龍りゆう造ぞう寺じさんが言った。

「せめて賑にぎわってるって言おうよ。この感じが縁日の醍だい醐ご味みだと思うし」

「よくわかりませんわ」

　まあ、風情とかってのは、興味がない人にわかってもらうのは難しい。

「……妙だな」

　ぽつり、と高たか槻つきさんが呟つぶやいた。

「姫ひめちゃん、どうかしたんですか？」

「ああ……。見当たらないんだ」

「見当たらないって？　何が？」

　見上げてそう問うありすに、

「片かた桐ぎりさんは気づかないのか。ないじゃないか！　肝心な……」

「肝心な？」

「縁日の定番、お好み焼き、たこ焼き、綿菓子……！」

「あっ」

　弾はじかれたように、ありすも居並ぶ露店に目を向ける。

「言われてみれば、確かに見当たらない……！　焼きそばもチョコバナナもリンゴ飴あめもクレープも！」

　あるのはかろうじて焼きトウモロコシ屋と串くし焼やき系。ライバルが少ないので、それらのお店は大だい繁はん盛じようしている。

　少し考えて、

「あ、そうか。砂糖や小麦粉の不足が原因じゃないかな」

「え？」

　高槻さんとありすが、異口同音に僕を振り返る。

「ほら、ここのところデーモンテイルのアレで流通量が減ってたじゃない。だから、露店みたいな末端までは回ってないんだよ。あるいは、コスト的に無理だったとか。お好み焼きやたこ焼きは小麦粉を使うし、綿菓子なんて砂糖の塊だしね」

　作戦の終了とともに流通量は戻りつつあるはずだ。でも、大きな企業が確保に走ったりしているのだろう。

「むう。少しだけ小こ桃ももちゃんの気持ちが理解できたな」

　袖そでを払いつつ腕を組んで、高槻さんが難しい顔をする。

　ありすはというと、不平を言うに言えず、もごもごしている感じだ。

「えっと、帰れば美お味いしい晩ご飯があるんだから、いいじゃないですか」

「馬ば鹿かな、千ち紗さはまったくわかってないな。それはそれ、これはこれだ。よく言うじゃないか、Ｂ級グルメは別腹、と」

　言いません。聞いたこともありません。

「それはさておき、まずお参りに行こうよ。お祭りの礼儀だよ。神社に行けば一通り露店の前を通ることになるから、計画的に回れるしね」

「あー、もうなんでもいいぞ。もはや私は興味を失った」

「同感。あたしもなんでもいいや」

　こいつらは食い気だけか……。

　ま、とにかく、神社へ。古びた鳥居をくぐると、大量の絵馬がかけてあった。二、三枚失礼して読んでみると、

『先輩と両りよう想おもいになりたい』

『これからする告白が上う手まくいきますように』

『おかげさまで結婚できました！　ありがとうございます！』

　そんなのばっかりだ。

「縁結びの神様なのかな。しかも、上手くいったっていうお礼がたくさん。御ご利り益やくがあるのかも……」

　僕が言い終わる前に、千ち紗さとありすと龍りゆう造ぞう寺じさんがまっしぐらに本殿の方へと足を速めた。そして三人とも、何度も柏かしわ手でを打っては真剣に祈り始める。

　そんな三人を見やりつつ、腕を組んで高たか槻つきさんは、

「……なあ、赤あか尾お。思うんだが、上手くいかなかった場合は、お礼になんか来ないんじゃないのか」

「あ。そうかも」

　つまり、お礼が多いのは当たり前なのだ。上手くいかなかった恨み言を絵馬に書いてかける人はいないだろう。

「それにしても、女の子は恋愛ごとには熱心だよね。高槻さんはお祈りしなくていいの？」

「今のところは必要ない。私の恋人は空手だからな。学業成就の神様なら是非とも力を貸してほしいものだが」

「……僕、高槻さんの想い人は美お味いしい食べ物だと思ってた」

「なるほど、それもアリだな。空手と食べ物の間で揺れる恋心、か。うむ、実に乙女っぽくていいじゃないか」

「……乙女？」

　じろり、と睨にらまれた。自重しよう、これ以上言うと、また果たし状を持ってこいとか言われてしまう。

「それにしても、みんなまだお祈りしてるよ。龍造寺さんはリンドヴルムとして……千紗とありすの相手は誰だれだろう？」

　高たか槻つきさんは一瞬きょとんとして、次に苦笑と一緒に溜ため息をついた。

「こりゃ、祈るだけ無駄かもしれないな」

「え？　なんで？」

「いや、忘れてくれ。お前には一生わからないだろうから」

　ひらひらと手を振りながら、高槻さんも千ち紗さたちの方へと歩き出した。

　僕は取り残されて、意味もわからず首を傾かしげたのだった。



　お参りを終えて鳥居の下をくぐり、縁日に戻るなり、

「竜りゆう太た竜太、あれを見ろっ！」

　と、ありすが後ろから飛びついてきた。ほとんど体当たり。よろけるように、数歩前に出てしまう。

「あのね、ありす。こういう人ひと混ごみでそういうのは危険だから……」

　しかし僕のたしなめる言葉も聞かず、身体からだを密着させて僕のシャツの背中のあたりを握ったまま、

「サザエとかイカとか焼いてるぞ！　すごいいい匂におい。しかも、サザエ一串くし二〇〇円って書いてある！　お買い得だぞっ！」

「……そうだね。確かにいい匂いだし、安いね。海が近いからかな。それで？」

「買って。お願い」

　語尾に三つくらいハートがつきそうな甘えた口調だ。しかも僕を見上げる瞳ひとみはいつもの三倍増しでキラキラ輝いている。

「一つ訊きくけど、自分で買うって選択肢は？」

「お財布忘れた」

　……ダウト。本当に持ってきてないにしても、絶対わざとだろ！

「でも、帰ったら晩ご飯だよ？　きっと美お味いしいよ？」

「うん、知ってる。でも、へっちゃらだっ」

　ありすは少女漫画もかくやという目をまっすぐ僕に向けたまま、

「あたし、委員長が言ってた『Ｂ級グルメは別腹』って名言だと思うんだ」

「……その感性は全然理解できないよ」

　どうでもよくなったんじゃなかったのか。

「えー。買ってよ、お願いだから」

　うう。純真な目が。無む垢くな輝きに溢あふれた、僕を見上げる目が。

　狡ずるいと思う。黙っていれば美少女のありすが、こういうときだけは正真正銘の美少女に変わるんだ。しかも、浴衣ゆかたで攻撃力を増強してるときた。この組み合わせ、鬼に金棒どころかライトセーバーを持たせてしまった感がある。

「…………しょうがないなあ」

「わーい！　竜りゆう太た、ありがとっ」

　ありすは僕から離れて、人ひと混ごみを器用に縫ぬいながら串くし焼やき屋さんへと駆けていく。その手に握られているのは僕の黒い財布。……いつの間に。

　そして気がつけば、屋台で注文するありすのとなりには高たか槻つきさんまでいる。

　……まさか、高槻さんの分まで僕が出すの!?

　買い物を終えて、串焼きをぎゅうぎゅうに詰め込んだパックを三つも提げて、手にした串焼きを食べながら戻ってきた二人は上機嫌だった。

「はい、竜太、お財布」

「すまないな、赤あか尾お、ご相伴させてもらうぞ」

　財布を受け取りつつ、

「……いくら使ったの」

「えっと、四八〇〇円！」

「アホか―――――っ！」

　買いすぎ！　全然お安くないっ！

「まあまあ、竜太も一本食え。超旨うまいぞ！」

　ありすが串を一本手に取って、僕の前にずいっと差し出した。



    

  
    
      



    

  
    
      　そのありすの笑顔の屈託のなさときたら。反則だ。そんな顔されたら、怒るに怒れないじゃないか。

　……ふう、まったく。

　まあ、タダであんな立派な別荘に泊まってるんだし、それでもこの旅行全体を見れば得をしてるんだと考えよう。そうとでも思わなきゃやってられない。

　僕は串くしを差し出したありすに首を横に振って、

「パス。昨日は夕食を食べきれなかったし」

「そっかー。旨うまいのに」

「それよりありす、袖そで、気をつけないと。醤しよう油ゆ系のシミとか、つくと目立っちゃうよ」

「ん？　あ、おっと。んー、でも、浴衣ゆかたって動きにくいなー」

「欲張って両手に食べ物を持つからですわ」

　龍りゆう造ぞう寺じさんの指摘はとても正しい。

「まあ、そればっかりでもないだろう。構造上、どうしても歩幅が小さくなってしまうからな。袖が邪魔なのも認める」

「だよねー。この格好でご飯食べるのとか、きっと大変だ」

「慣れるとそうでもないですよ」

　そう言う千ち紗さは、実際に慣れているのだろう。いつもとは逆に、ありすや高たか槻つきさんより所作がしなやかだ。それは龍造寺さんも同様で、お嬢様の地じ力りきを見た気がした。

「それより竜りゆう太たさん、あっちに射的屋さんがあったんです」

「え？　へえ、それはまたクラシックな」

「行ってみましょう！」

　千紗は僕の腕に自分の腕を絡め、ぐいぐい引っ張ろうとする。

　いやあの、そんなにひっつかれると、二の腕に嬉うれしい感触が……！

「あ！　こら、千紗ポン！　なにやってんだっ！」

　ありすが僕たちを追いかけてくる。手にした串焼きを食べながら。

　さらにその後ろから、高槻さんと龍造寺さんものんびりとついてくる。

「ほら、竜太さん、射的屋さんです！　あれ！　あのタヌキさんが欲しいんです！」

　千紗が指さしたのは、小さなタヌキの置物だった。笠かさをかぶって徳とつく利りと台帳を持った、コミカルなアレだ。いわゆる、信楽しがらき焼やきとかで多いヤツ。

「……なんであんなモノが欲しいの？」

「えー。可愛かわいいじゃないですか」

　……可愛い？　そうかなあ……。

「じゃあ、挑戦するの？」

　千紗は唇を尖とがらせて、

「わたくしがやったのでは、何時間やっても取れませんよう」

　確かに苦手そうだ。ラプンツェル状態じゃない千ち紗さは運動神経が壊かい滅めつ的てきだしなあ。ラジオ体操がワンテンポ遅れるくらいに。

「つまり、僕にやれと……？」

　千紗は僕の右手を両手で包むように握って、

「はい！　是非、お願いします！」

「僕もこういうの、あんまり得意じゃないよ？」

「なんならあたしが取ったげようかー？」

　串くし焼やきを食べながら追いついてきたありすが言った。

「そうだよ、ありすに頼んだ方が確実だよ」

　何しろ運動神経はいいし、リトル・レッドフードでもあるありすなら、射撃にだって長たけている。

　しかし千紗はありすの言葉を完全に無視して、僕の手を握りしめた手にさらにギュッと力を込めて、

「竜りゆう太たさん！　是非！　お願いしますッ！」

　何ですか、そのまっすぐで期待に満ちた目は。

「ははは、兄ちゃん、羨うらやましいな。そんな可愛かわいい彼女にそこまでねだられたら、やらないわけにはいかないな？　一回一〇発三〇〇円だ」

　屋台のおっちゃんがニヤニヤ笑いながら言った。

「か、か、彼女ですって……！　いやだ、そんな……」

　千紗は僕の手から両手を離して、真っ赤になった頬ほおにその両手を添えて、おっちゃんの揶や揄ゆを真に受けている。

「いやいや、千紗ポンは彼女じゃないし！」

「あれ？　そうなのかい？　でもまあ、女の子の期待には応こたえなきゃ。なあ、兄ちゃん」

「……商売、上う手まいっすね」

　苦笑して、三〇〇円を手渡す。

　手渡されたコルク玉と、銃身の長い猟銃のような得物。その得物の銃口にコルク玉を詰めて、両手で構える。

　――ふっ。

　まさか一〇発撃って、かすりもしないとは……。

　あっれー？　特訓で射撃訓練もやってるのになあ。いやまあ、ガトリング砲のフルオートだけだから、精密な狙ねらいをつけるとかはやってないけど。

「兄ちゃん、残念だったなあ。どうする？　諦あきらめるかい？」

「どうするもこうするも」

　さらに三〇〇円。僕にも意地がある。

　撃ち尽くして、さらに三〇〇円。

「毎度ー」

　くそ、上機嫌ですね、おっちゃん。

　しかし、三回目の一〇発も半分が虚むなしく消えた。

「頑張って下さいっ、竜りゆう太たさん！」

　いやあ、気合いでどうにかなるモノでもなさそうですよ。

「カモネギ、ですわね」

　冷ややかに、龍りゆう造ぞう寺じさんが呟つぶやいた。はは、言い訳できないなあ。

「……あーもう、見ちゃいらんない」

　ありすが頭をぐしゃぐしゃと掻かきながら、

「竜太、その銃、両手で持たなきゃなんないほど重いの？」

「え？　……いや、そんなことはないけど」

　むしろ軽い。オモチャだし。ただ、形状の先入観から、つい両手で構えていた。

「だったら片手で持ちなよ。腕は伸ばして、目と肩と銃口が一直線になるように」

「こ、こう？」

「ん。で、可能な限り銃口を前へ。銃口と目標の距離は長くなればなるほど着弾点のブレは大きくなるから。反動もないんだから、身を乗り出すくらいで」

　ありすの言うとおりに構えて、撃つ。

　コルク玉が初めてタヌキにかすった。

「あーっ！　惜しい！　惜しいですよ、竜太さんっ！」

　確かにね。残り四発。

　撃つ。タヌキに当たった！　が、倒れない。タヌキは少し揺れただけだった。ちっ、伊だ達てにどっしりしてないな。

「あ、当たりましたよ！」

　千ち紗さがおっちゃんに言うが、

「惜しいねえ。でも、倒れなきゃダメだなあ」

　でしょうね。しかし、感覚は掴つかんだぞ！

　残り三発。また命中、タヌキが再び揺れる。

「竜太ッ、畳みかけろ！」

「わかってるッ」

　残り二発。

　素早く弾を込めて、揺れが収まる前にもう一撃！　命中、さらに揺れが大きくなる。

「もう一丁だっ！」

「言われなくとも……！」

　最後の弾を込め、ラストシュート！

　最後のコルク玉はタヌキの頭に、つまりは上の方に命中して、揺れていたそのバランスにトドメを刺した。ころん、と置物が転がる。

「「「やったーっ！」」」

　千ち紗さとありすと僕の声が、ピッタリと重なっていた。

「いやあ、参ったね。あと三〇〇円頑張ってほしかったなあ」

　苦笑しながら、おっちゃんは僕にタヌキを手渡そうとする。いやいや、それ一個に九〇〇円ですから、充分に元は取ったでしょう。

「あ、彼女にあげて下さい」

「はあ？　馬ば鹿か言っちゃいけない。それは兄ちゃんが取ったんだから、彼女には兄ちゃんから手渡すのが筋ってモンだ」

「その通りだぞ、赤あか尾お」

　なぜか、後ろで高みの見物を決め込んでいた高たか槻つきさんまでがおっちゃんに賛同する。

「よくわかんないですけど、じゃあ」

　おっちゃんからタヌキを受け取り、「はい、これ」と千紗に手渡した。

　千紗はそれを両手で受け取り、少し頬ほおを染めながら嬉うれしそうに微笑ほほえんで、

「あ、あ、ありがとうございます……。大事にしますね」



    

  
    
      



    

  
    
      　な、何も目を潤うるませて喜ばなくても。何だかこっちまで気恥ずかしい。思わず視線を逸そらしてしまった。

「えーと、お礼ならありすに言った方がいいよ。ありすがアドバイスしてくれなきゃ取れなかったんだから」

「そうですね。片かた桐ぎりさんも、ありがとうございます……！」

　ありすはというと、ぷいっと千ち紗さから顔を背けて溜ため息をつき、

「あーあ、何やってんだろ、あたし……」

　そのありすの肩を、高たか槻つきさんがぽん、と叩たたいた。

「私は好きだぞ、片桐さんのそういうところは」

「べっ、別に委員長に好かれても……。っていうか、あたしノーマルだし！　女の子にそういう興味ないし！　だから委員長の気持ちには応こたえられないっていうか……ッ」

「あー。まだ引っ張るのか、そのネタ……」

　どうやら、高槻さんの恋愛運は前途多難らしい。その、結ばれる結ばれないとか、そういうのとは違うところで。神様の前で恋人は空手だとか食べ物だとか言ったことで、機嫌を損ねちゃったのかもね。

　とにかく、こんな調子で金魚すくいとか風船釣りなんかを冷やかしながら、ブラブラと歩いた。

　千紗はもう縁日には興味がないらしく、両手で宝物のように持ったタヌキの置物を眺めてはニコニコと微笑ほほえんでいた。よっぽど気に入ったんだね。まあ、喜んでもらえたなら僕も嬉うれしいけど……タヌキ…………タヌキねえ。女の子の感性はよくわからない。

　ありすと高槻さんは何度か引き返して串くし焼やきや焼きトウモロコシを買いに行っていた。今日出ていなかった定番の露店があったら、果たしてどれだけ食べたのか……。見ているだけで胸焼けを起こしそうだ。考えるだに恐ろしい。

　そんなふうに僕らは縁日を満まん喫きつして、別荘へと戻ったのだった。



　夕食は、プライベートビーチのバルコニーで、花火を眺めながらのバーベキューだった。昨日のフルコースも美お味いしかったけど、こういう形式の方が庶民としては安心できる。

　ただ、炭火の前で肉とか野菜とか魚介を甲か斐い甲が斐いしく焼くメイドさん、というのは何だか違和感たっぷりだったけど。

　花火はとても綺き麗れいで、かつて龍りゆう造ぞう寺じさんが言っていたように、海面が映し出す空と本物の夜空との競演が幻想的だった。

　ただ……こんなことを言うと龍造寺さんに申し訳ないので口には出さないけど、やっぱり花火は少し人が混こみ合ってるくらいのところで見た方が風情があるように思う。ええ、庶民の感性ですとも。

　少なくとも、こうして食事をしながらだと、ありすと高たか槻つきさんは食べることに夢中になっちゃうしね。

　……まあ、浴衣ゆかたならではの、袖そでを気にしたり押さえたりする振る舞いに目を奪われっぱなしだった食事風景は、僕的には大満足だったけど。

　和服ならではの所作というのは、露出度が高いわけでもないのに妙に色っぽいと思う。普段見慣れていないからそう思うのか、日本人のＤＮＡがそう思わせるのか。

　さて、食事も花火も終わって、バルコニーでゆっくりとお茶を飲んだ後、時計を少し気にしながら、龍りゆう造ぞう寺じさんが、

「せっかくの浴衣、このままお終しまいというのも興がないと思いません？」

「何かアイデアがあるようだな」

　高槻さんは早さつ速そく乗り気だ。

「ええ。肝きも試だめしなんていかが？」

　その言葉に激しく反応したのが約二名。その二人はガタンと音を立てて立ち上がり、

「肝試し……ってことは、二人一組だな！」

「竜りゆう太たさん、一緒に行きましょう！」

「なっ、ちょ、待てッ、千ち紗さポン！　さっきタヌキをもらったクセに、ここでまでってのはがっつきすぎだっ！」

「関係ないです！　片かた桐ぎりさんだってオトギーランドで写真立てもらったじゃないですか！」

「それこそ関係ないじゃん！」

「まあまあ、ジャンケンか何かで決めればいいだろう。で、ヤト、提案するからには準備はできているんだな？」

「ええ。とはいっても、敷地内の庭に順路を示す小さな明かりを設置させただけですけど。素人のお化けなんて逆に興きよう醒ざめですもの」

　なるほど、この別荘の庭は広い。前庭には花壇や植え込みが洋風にというか人工的に並んでいるけど、一部には竹林や自然を活いかした和風庭園的なエリアもある。聞いた話、一回りするのにざっと二〇分。

　っつーか、やりすぎでしょ、個人の別荘でこの広い庭は。

　お祭りの喧けん噪そうが遠くで聞こえているけど、しんとした庭の木々を見ていると、逆にそれが妙に寂しげな雰囲気にも思えてくる。

　なるほど、これは充分肝試しになりそうだ。

「先に脅かし役がいないことを言ってしまってどうする」

　高槻さんは苦笑しているが、龍造寺さんは薄く笑って、

「あら、だからといって何もないとは限りませんわよ？　ここの海では、毎年何人かが亡くなっていますの。もしかしたら、お祭りの賑にぎやかさに人恋しさを感じて、迷い出てきているかもしれませんわ」

　千ち紗さとありすが息を呑のんだ。

　ま、冷静に考えれば、海水浴スポットで何人か死者が出るというのは当たり前の話で、特に珍しいワケじゃない。

　ただ、静かに言ってるだけの龍りゆう造ぞう寺じさんの言葉には、妙な迫力がある。巧うまい。さすがは一流エンターテイメント企業のトップ、というべきか。

「よ、よし！　じゃあ、千紗ポン、勝負だっ」

「はい！　負けません！」

　千紗とありすがジャンケンをしようと身構えるが、

「ちょっとお待ちになって。その勝負、わたくしも参加いたしますわ」

「えっ？」

「ど、どうしてヤトさんが……」

「特に理由はありませんけど、逆に参加していけない理由があって？」

「ははは、確かにないな」

　高たか槻つきさんは笑って、

「まあ、私はここで待っているから、存分に楽しんでくるといいさ」

「あれ？　委員長はやんないの？」

「五人だと一人余るだろう。それに、こういうのはあまり得意じゃないんだ」

「あら。もしかして、怖いんですの？」

「ああ、怖いね。拳こぶしも蹴けりも受けつけないような相手は嫌いだ」

　どこまで本気なんだか。

「……すっごい意外だ」

　ありすが言った。僕も含めて、全員がそう思ったんじゃないだろうか。

「姫ひめちゃん、お化け屋敷やホラー映画は大丈夫なのに……」

「あれは作りものなのがハッキリしているだろう。だから気にならない。しかし、本物が出るかも、というのはちょっとな。私に言わせれば、心霊スポットに遊びに行くような連中の気が知れない」

「まあ、無理強いはいたしませんわ。さあ、さっさと勝負をしてしまいましょう」

　急せかすように、龍造寺さんが千紗とありすを見やった。

「よし！　恨みっこなしの一回勝負だっ！」

「「「ジャンケン！　ポン！」」」

　パーが二つ。チョキが一つ。勝ったのは――、

「ホホホ、ごめんあそばせ！」

　高笑いする龍りゆう造ぞう寺じさん。千ち紗さとありすは、がっくりと肩を落とした。

「納得いかない……ッ」

「どうしてヤトさんが……」

「まあまあ、お互い、最悪の事態は回避できたと思えばいいだろう」

　その二人に、高たか槻つきさんが言った。なんですかその意味不明な慰め方。

「さあ、行きますわよ、文学少年。しっかりエスコートして下さいませ」

　龍造寺さんが腕を絡めて、僕を引っ張る。

「え？　ちょ、ちょっと……！」

　慌てる僕と、

「な……ッ!?　や、ヤトちゃんどういうつもりだッ！」

「ヤトさん、くっつきすぎです！　不潔です！」

　そんな後ろからの声。

「回避は……できていなかったかもしれないなあ」

　楽しそうな高槻さんの声も、庭に満ちる闇やみに入るとやがて聞こえなくなった。

　小さなロウソクのような光が点々と続いているので、何も明かりを持っていなくても歩くに困ることはない。ただ、そのか細い明かりが逆に闇を深くしているというか、際立たせているように思えた。

「あ、あの、龍造寺さん……。腕……」

「あら、文学少年は怖がって頼ってくる女の子の腕を振り払うような冷血漢ですの？」

「……いや、そんなことはないですけど……っていうか、龍造寺さん、全然怖がってないでしょ」

「そんなことはありませんわ。ふふ、怖ーい」

　吐息が耳にかかりそうな距離での、囁ささやく甘えるような声。で、腕にも余計に力を込めてくるし！

　横を向けば、ほぼゼロ距離で龍造寺さんの端正な顔がある。そして、僕の視線に気づくと、蠱こ惑わく的てきな笑みで視線を絡めてくる。

　草いきれを押しのけて香ってくるバニラのような甘い匂においは、間違いなく香水のものだろう。

　うう、上げた髪が色っぽい。

　白いうなじが、浴衣ゆかたという衣装で超強調されている。

　聴覚、視覚、触覚、嗅きゆう覚かくの波状攻撃。

　おまけに記憶までが、昨日のお風ふ呂ろでのあの光景をフラッシュバックさせては僕を追い詰めようとする。

　くそう、何を企たくらんでいるんですか。そういえば、今日は龍りゆう造ぞう寺じさん、まだ何も仕掛けてきてなかったなあ。

　頑張れ僕。これ、絶対罠わなだよ……！

「最近、文学少年は少し変わりましたわね」

「え？」

　う、まずいかも。

　波状攻撃で理性が弱っている。ここで誘導尋問でもされようものなら、うっかりをやってしまいそうだ。ここは気を引き締めなきゃああその柔らかい何かを腕に押しつけないで下さいッ！

「か、か、変わってなんかないですよ」

「いいえ、変わりましたわ。男らしい目をするようになりましたもの」

「は？」

「強い意志は、目に表れるものですわよ。最近の文学少年の目は、そういう男の目に見えますわ」

「男の……？」

「ええ。まるで……そう、学校を守るため、爆弾を手に上空へ飛び立ったときのリンドヴルム様のような、仲間を守るために血まみれで白びやつ虎こに飛びかかったときのリンドヴルム様のような、そんな素敵な目……」

　うわ、いきなり来たッ！

「そ、そうですか？　よくわからないけど……」

「わからない？　本当に？　文学少年は嘘うそつきですのね」

「嘘だなんて……」

「いったい、何が文学少年を変えたのかしら。変わったのは、ちょうどリンドヴルム様が白虎と戦って大おお怪け我がを負った直後くらいですわね？」

　うわあ。もう小細工なしで真っ正面から攻め込んできてる!?

「そ、そ、そうなの？」

　声が上ずるのは話の内容のせいか、色香のせいか。

「ええ、そうですわ。いったい何がありましたの？」

「別に何も……。そ、そもそも、どうしてリンドヴルムと結びつけようとするんですか」

「どうして、と仰おつしやるの？　学校でも、何度もお話ししたはずですわ。怪我をしたタイミングも、世間にリンドヴルム様が姿を現した日程と文学少年の当番表の符合も……。情報の全ては、それを指し示していますのよ」

　……確かに。

　要するに、僕が変わったとか何とかってのは龍造寺さんが疑い始めたというだけの話で、見る目が変わったからそう映っているだけのことなのだ。

　でなければ、こうして詰め寄るための方便。

　その手は食うもんか。

「そして僕も、何度も偶然だって言いましたよね？」

「そうですわね」

　やがて、少し開けた場所に出る。そこで、龍りゆう造ぞう寺じさんはするりと僕の腕から離れ、数歩距離を取った。

　何か仕掛けてくる気か。

　周囲を見回し、警戒する。

　順路を示す小さな明かりが、闇やみをますます深いものにしている。とても見通せない。

　聞こえてくるのは遠いお祭りの喧けん噪そう、風が揺らす木々のざわめき。

　何だ？　今度は何を……。

　しかし、一向に何かが起きる気配はない。

　ちらりと龍造寺さんを見やると、彼女も怪け訝げんな顔で時計を見やっていた。

「ねえ、まさか魚うお住ずみさんを潜ませていたりしたの？　もしかして、何かアクシデントがあったのかも……」

　セキュリティは万全らしいから、変質者とかちょっと危ない人とかに襲おそわれたということはないだろうけど、この暗さだ。怪け我がとかは充分に考えられる。

　魚住さんだって携帯くらい持っているはず。それでＳＯＳを出してきていないなら、意識を失っている可能性も考えられる。

　それは、ちょっとまずいかも……！

「まさか」

　少し不安げに、龍造寺さんが呟つぶやいた。ってことは、魚住さんを潜ませていたのは事実なのか。

「万が一ってこともあるよ。捜した方が……。あ、その前に電話を……」

　しかし。

「その必要はないよ」

　闇の中から、僕のものでも龍造寺さんのものでもない声が飛んできた。そして、ガサリと茂みを揺らす音。

　慌てて音のした方へ向き直ると、そこには大きな白い虎とらの姿があった。

　不敵に笑う口から覗のぞく牙きば。

　逞たくましくしなやかな四肢。

　細い光にもギラリと光る爪つめ。

　市場での、狐こ太た郎ろうや茶ちやヶが丸まるが化けたお粗末なそれではない。

　僕を――リンドヴルムをかつてズタズタにした、阿あ久く津つ虎とら之の介すけが変身した本物の白びやつ虎この姿が、闇やみの中でその白い身体からだを浮かび上がらせていた。

「な……ッ！　龍りゆう造ぞう寺じさん、ま、まさか貴女あなたが……ッ!?」

「ち、違いますわッ！　わたくしは何も……」

　龍造寺さんの強こわばった表情を見れば、それが嘘うそではないことはすぐにわかった。

　身体が勝手に動いていた。

　龍造寺さんを背中に庇かばうようにして、白虎と対たい峙じする。

「ど……どうして、お前が……」

「もちろん君に用があるから来たんだよ、赤あか尾お竜りゆう太た君」

　なぜ、今。

　なぜ、このタイミングで。

　なぜ、ここで。

　……いや。

　想定していたはずだ。いつかこういうときが来ると。

　だけど……間が悪すぎる……！

「龍造寺さん、パワード装甲だっけ？　あれで逃げるんだ」

「……あれは改修中ですわ」

　そういやそうだった――ッ！

　例の、ドラゴンの着ぐるみに対応がどうとか言ってた気がする！

　つまり、龍造寺さんをこの場から離脱させることは難しい。

　ってことは、変身も難しい……！　はは、余裕で死ねるね、この状況。

　こうなったら、口八丁で行けるところまで行くしか……！

「用って……何ですか」

「話は途中だったでしょ」

　キャッツグレイスでのことか？

「途中って、交渉自体は決裂で終わってたでしょう。途中だったのは、僕らの始末じゃないですか」

「そう、デーモンテイルの襲撃のせいでね」

「……」

　そうだ。あのとき、僕らの危機を救うために、レッドキャップ隊がキャッツグレイスのビルに突撃をかけたのだ。

「ボディチェックくらいするべきだったと思っているよ。おそらく、君は身体に盗聴器か何かを仕込んでいたんだ」

　……正解。

「つまり、君は政府の犬なんかじゃない。デーモンテイルの構成員だ。あんな息の合った連携をしておいて、違うとは言わせないよ」

　ホント、言えそうにないね。気の利いた言い訳の一つも思い浮かばない。

「文学少年が、デーモンテイルの……やっぱり……」

　背後で龍りゆう造ぞう寺じさんが呟つぶやいている。

　あーもう、またこれで龍造寺さんの追及が激化しちゃうよ！　……もっとも、この場を切り抜けられたら、の話だけど。

「さて、じゃあ本題だ」

　ごくり、と唾つばを飲み込んだ。

「まず、リンドヴルムを呼んでもらおうかな」

　ぐっ。よりによって、それか……！

「な……何でリンドヴルムを？　またやり合おうとでも？」

「もちろん、それもあるけどね。でも、交渉するためだよ。君がデーモンテイルでどういう立場かは知らないけど、間違いなくリンドヴルムは中核だ。どうせ交渉するなら、相手の地位は高い方がいいからね」

「……彼はまだ傷が癒いえていない。話なら僕が聞くよ」

　しかし、僕の言葉を白びやつ虎こは鼻で笑った。

「傷が癒えていない？　ちょくちょく世間に顔を出していたのに？　それは聞けないな。ここへ来て話をするくらいならできるはずだよねえ」

　くそ、反論できない。

「なに、彼なら多少無理してでもきっと来るよ。自分より仲間が大事な彼なら、ね。君とオトギーランドの社長が殺されそうだ、と伝えれば確実だよ。さあ、リンドヴルムを呼ぶんだ！」

　白虎は語気を強めて、前肢を一歩、踏み出した。

「……それとも、何か呼べない事情でもあるのかな？　例えば……君が僕みたいに変身してリンドヴルムになる、とか」

　意地の悪い笑みを浮かべて、白虎が僕を睨ねめつける。

　こいつ、確信してやがる……！

「答えられないのかな？　それはもう、認めているのと一緒だよ」

　唇を噛かむ。

　何でだ？　確かに、僕がデーモンテイルの構成員であるところまでは、白虎の言っていた推理で見当はつくだろう。でも、だからって僕がリンドヴルムというのは、いくらなんでも飛躍しすぎだ。

　それだけじゃない。

　僕らがここに滞在しているのを知っていて、そして今このタイミングで都合よく襲おそってくるってのは、あまりにできすぎている。

　どうして？

　どうしてここまでアドバンテージを持っていかれている？　あまりに、僕らの行動やスケジュールを正確に掴つかみすぎだ。

　つまり、誰だれかが情報をリークしている……？

　と、少し離れたところから、

「お嬢様ーッ！」

　と叫ぶ鮫さめ島じまさんの声が聞こえた。一緒に、複数の足音も。

「あーあ、気づかれちゃった。少しのんびりお話ししすぎなのですよ、社長」

　背後からの、聞き慣れた声。

「もう最悪です。蚊かに刺されっぱなしなのですよ」

　弾はじかれたように振り返っていた。

　同時に、バチッという音と白いスパーク。

　ちょうど、声の主がスタンガンを龍りゆう造ぞう寺じさんに押しつけた瞬間だった。龍造寺さんの身から体だが崩れ、それを「おっとっと」と声の主が受け止める。

「魚うお住ずみさん……！」



    

  
    
      



    

  
    
      　パーカーを着て、目深にフードを被かぶっているけど、間違いない。間違いなく、僕らのクラスメイトだった。

「動かないで下さい、なのです。下へ手たに動くと、社長の爪つめが赤あか尾お君に刺さって大変なことになるのですよ」

「……どうして魚うお住ずみさんが」

「その話は、またあとでゆっくりとするのです」

　よいしょ、よいしょ、と魚住さんは龍りゆう造ぞう寺じさんを引きずって白びやつ虎この元へと歩いていく。そして龍造寺さんを白虎の背に乗せて、自分も背に跨またがった。

「ダメだね。反省しないとなあ。君とはつい、会話を楽しみたくなってしまう」

「そうですよ、社長。目的を忘れすぎなのです」

「まあ、仕切り直せばいいだけさ。では、赤尾君、彼女は丁重にお預かりするよ。少ししたら連絡するからね」

　そう言って、白虎は魚住さんと龍造寺さんを背中に乗せて、夜の闇やみの中へと走り去っていった。

　入れ替わるように、いくつもの強い光が交錯し、鮫さめ島じまさんがやってくる。従えているのは、手に手に懐中電灯や銃、サスマタなどの武器を持ったメイドさんたち。

「赤尾様！　ご無事ですか！　今し方、セキュリティのカメラに白虎のような姿があったという報告が……！」

「はい―――――いましたよ。つい何秒か前まで」

「本当ですか!?」

　鮫島さんは、白虎が走り去っていった方を見つめたまま立ち尽くす僕に駆け寄って、

「それで、お嬢様は……まさか……？」

「……………………さらわれました」

「そんな……」

　くそっ。

「すみません。僕が一緒にいながら……」

「いえ、相手が白虎では無理もありません。赤尾様のせいではありませんので、お気になさらないよう」

　それはそうかもしれない。

　……僕が、ただの高校生だったのなら。

「赤尾様だけでもご無事だったのは不幸中の幸いでした。それに、さらわれたということは何か要求があるのでしょうから、まだ希望はあります」

「セキュリティは……セキュリティは、作動しなかったんですか？」

　仮に作動していたとしても、カメラと警報装置では白虎を撃退はできない。でも、事前に察知できていれば、対応もまた違ったはずだ。侵入した時点で気づいていれば、潜ひそむ隙すきを与えなければ。

「……申し訳ありません。誰だれかさんがこっそり切っていまして。係の者が気づいて復旧させた矢先に、赤あか尾お様たちが白びやつ虎こらしき影と対たい峙じしているのを捉とらえたらしいのです」

「誰かさん？」

「さらわれた当人ですよ。……まったく！」

　龍りゆう造ぞう寺じさんが？

　……！

　そうか、魚うお住ずみさんを敷地内に引き入れるためだ。この場所では、魚住さんが他愛たわいもない罠わなを張っている予定だったのだ。龍造寺さん的には。

　龍造寺さんにしてみれば、魚住さんは僕に罠を張るための協力者だったのだから。

　でも、魚住さんはそのフリをして、その実は龍造寺さんを利用して僕がリンドヴルムである確証を得ようとしていたんだ。阿あ久く津つ虎とら之の介すけのために。

　そう考えれば、辻つじ褄つまは合う。

　魚住さんが向こうの人間だとすれば、僕らのスケジュールなど漏れていて当然だ。龍造寺さんが協力者に色々話していたはずだから。白虎が僕をリンドヴルムだと疑っていたことだってそうだ。

　今にして思えば、龍造寺さんを焚たきつけたのも魚住さんだったのかもしれない。

　……遅い。今その事実に思い至って、どうなるっていうんだ。

　こういう事態を恐れたからこそ、僕は特訓をしていたというのに！

　無力感と後悔が襲おそってくる。

　正体がバレることなんて、気にしている場合だったのだろうか。さっさと変身して、リンドヴルムとして白虎を牽けん制せいしていれば、事態は違ったかもしれない。

　……いや。

　愚ぐ痴ちっても仕方がない。今は、助け出すことを考えなければ。

　白虎は、デーモンテイルに何か要求があると言っていた。あとで連絡する、というのもその話だろう。

　まだ、終わってはいない。

　終わらせるわけにはいかないのだ。

　そう、――絶対に！



    

  
    
      


第六章　カウンター・アタック





　その後、洋館の中は緊張感と慌ただしさに支配された。

　たぶん、鮫さめ島じまさんはメイドさんたちとかに今後の指示を出したり、本社と連絡を取って対策を講じたりと大忙しなのだろう。

　そして、千ち紗さとありすが僕の部屋にやってきた。浴衣ゆかたから着替えてさえいない。

「高たか槻つきさんは？」

　まず僕が訊きくと、ありすが、

「寝てるよ」

「この状況で？」

　何という図太さ。

「あ、いえ。一服盛りました」

　笑顔で千紗が言った。

「……は？」

「竜りゆう太たさんとヤトさんが肝きも試だめしに行って少しして、ちょっとメイドさんたちが慌ただしくなったんです。そのときに陰で話をお聞きしたら、白びやつ虎こがどうこうって言っておられましたので。あの、ほら、姫ひめちゃんがいたら相談とかもしにくいじゃないですか」

　……。

　いや、確かに結果的にはファインプレーだけど、躊ちゆう躇ちよなくそれを実行するのってどうなんですか。

　ありすがこっそりと、

「千紗ポンって、いざとなると結構怖いことするよね」

　さすがに「うん」とハッキリは言いにくいけど、まあ、ちょっとだけ気持ちはわかる。

「なので、姫ちゃんは白虎が出たことも、ヤトさんがさらわれたことも知りません」

「さっきレッドキャップ隊にも連絡して、速攻来いって言ってあるから。着いたら捜してもらおうと思ってるけど……」

　正直、厳しいだろうなあ。何も手がかりがなしでは。

「で、竜太。実際には何があったの？」

　現状で千紗とありすが知っているのは、白虎が現れて龍りゆう造ぞう寺じさんがさらわれたということだけだ。

「結論から言うと、魚うお住ずみさんが白虎の侵入を手引きしたんだ」

「えっ!?」

「そ、そんな……！」

　だよね。驚くよね。僕もビックリしたさ。

「たぶん、龍りゆう造ぞう寺じさんは肝きも試だめしと言いつつ、僕に何かを仕掛けてくるつもりだった。僕を変身させるためにね。それを仕掛けるのが、魚うお住ずみさんの役割だった。龍造寺さんの計画では。でも、その協力者であった魚住さんには別の目的があったんだ。……いや、そもそもその目的自体が白びやつ虎こと魚住さんのもので、龍造寺さんは利用されたんだと思う」

「……もしかして、キャッツグレイスのときから真ま緒おは向こう側の人間だったのかな」

　ちょっと寂しそうに、ありすが言った。

「クラスのみんなが引いちゃうくらいの勧誘っぷりを考えると、可能性は否定できないね。虎とら之の介すけも魚住さんの名前を知っていたし。今思うと、会員全員の名前を覚えている、なんて苦し紛れの言い訳だよね」

「……ですよね。魚住さん、あの社長にメロメロでしたし」

　いや、その『ネコ社長に夢中！』っていうのさえ、フリだった気がしてしまう。薬で猫化していた症状さえも。

　そういえば、白虎との戦いで傷ついて僕が包帯まみれで登校したときに、魚住さんはそのことについて軽く流していた。思い返せば、それだってかなり不自然じゃないか？

　それに彼女のお母さんは、その後に会ったときも、魚住さんが新たにはまり始めたカメレオンについては何も言っていなかった。娘が夢中になっていた猫であんなことがあった直後なのに。

　なぜか。

　たぶん、魚住家にカメレオンなんていないから。

　あれは、『自分はもうキャッツグレイスとも阿あ久く津つとも関係ない、興味もない』ということを、リンドヴルムではないかと疑い始めた僕にアピールしたかっただけなのではないだろうか。

　周到だ。

　少なくとも、僕らは完全に騙だまされていた。悔しいことに。

「……どうしましょうか」

　不安げに、千ち紗さが僕を見る。

「リンドヴルムの正体以外にも、何か要求があるみたいだった。あとで連絡するとかって言ってたから、それ次第で対応は変わってくるかな」

　そして、待つことしばし。

　僕の携帯が鳴った。

　千紗とありすが、その音にビクッと身を強こわばらせる。

　ポケットから携帯を取り出すと、外部ウィンドウには『魚住真緒』の文字。

　……来たか。

　携帯を開き、外部スピーカーでも会話が聞こえるように設定して、通話ボタンを押した。

「もしもし」

『あ、赤あか尾お君。さっきはどうもなのです』

　いつもとまったく変わらないトーンだ。らしいな、と思う反面、恐ろしい。人間、こうまで仮面を徹底できるものなのだろうか。

「見事なポーカーフェイスだったね。完全に騙だまされてたよ」

『うふふ、褒ほめても何にも出ないのですよ？』

「皮肉なんですけど」

『えー』

「最初からそっち側の人間だったの？」

『それは、ご想像にお任せするのですよ。そんなことより、交渉を始めるのです』

　僕らの間で緊張が走った。

「……龍りゆう造ぞう寺じさんは無事なんだろうね？」

『もちろんなのです。私だって、クラスメイトに酷ひどいことはしたくないのですよ。もう正体を隠す必要もないですから、ちゃんと要求さえ聞いてもらえたら解放するのです』

「誘拐犯は、嘘うそでもみんな解放するって言うけどね」

『それでも、赤尾君たちは信用するしかないのですよ』

　まったくその通りだね。腹立たしいことに。

「……で、要求は？」

『はい。デーモンテイルでやっている、砂糖や小麦粉の独占を止やめてほしいのです』

「え？」

　僕はもちろん、千ち紗さやありすも一様に驚いていた。完全に予想外の要求だったから。

「な……どうしてそんなことを」

『キャッツグレイスがダメになってから、社長は組織を立て直す資金集めのために猫カフェを始めたのですよ。その途端にケーキや甘い飲み物を出せなくなってしまったのです。猫カフェは喫茶店でもありますから、とても困るのですよ』

　……。

　ずいぶん地に足の着いた再建計画ですね。っていうか、最初から普通に起業家とか経営者やってれば安泰だっただろうに。

『特に、苺いちごのショートケーキを出せないのは致命的です』

「苺のショートケーキ？　なんで？」

『私が大好きなのですよ！』

　……左さ様ようですか。

「えっと、その作戦なら、もう……」

　言いかけた千ち紗さを手で制した。

「わかった、その要求は呑のむ。今すぐに手配するよ。いきなり流通量は戻らないかもしれないけど、少しすれば今まで通りになるはずだ」

　どっちにせよ結果が一緒なら、恩は売った方がいい。それを気にしてくれる相手かどうかはさておき。

『それはとても助かるのです』

「じゃあ、龍りゆう造ぞう寺じさんは……」

『はい、解放しますよ。作戦の中止が嘘うそだったら別の報復を考えるのです。なので、明日の朝、指定の場所に迎えに来て下さい。場所はあとでメールするのです』

「わかった」

『あ、その際には赤あか尾お君もちゃんと来て下さいね。それが条件なのです』

「え？」

『っていうか、赤尾君が来なかったら交渉は決裂だって社長が言っているのです』

「……さっきはリンドヴルムを呼べって言ってたじゃない」

『何を言っているのですか。だからこそ、赤尾君には来てほしいのですよ』

　思わず黙り込んでしまった。

　巧うまい作戦だ。僕をリンドヴルムだと疑っているからこそ。その事実を確認したいからこその要求。

『安心してほしいのです。社長はガチで戦いたいそうなので、戦う前に龍造寺さんは返すつもりなのだそうです』

「……そう。それは安心だ」

　絞り出すように、言った。

『はい。では、健闘を期待しているのですよ』

　通話が切れた。

　どうやら、色々と覚悟を決める必要がありそうだった。



　　　＊



　魚うお住ずみさんにメールで指示された場所は、ほど近い埠ふ頭とうの倉庫だった。

　指定の時間は朝八時。

　僕たちは朝食も取らずに別荘を抜け出し、レッドキャップ隊と合流した。

　今回は僕がご指名なので、リンドヴルムになって飛んでいくわけにはいかない。そこで、やむなくワンボックスカーに乗せてもらうことになった。

　ちなみに、千紗はラプンツェルに変身して、髪の毛で身体からだを固定しつつ車の屋根に乗っている。

　そういえば、この車に乗せてもらうのは初めてだった。すでに当初の原形は止とどめてなくて、一回り以上大型化しているので、総勢一〇名のレッドキャップ隊に隊長のリトル・レッドフードとおまけの僕が乗っても、さほど窮きゆう屈くつには感じないだろう。

　……普段なら。

「悪わりぃな、竜りゆうの字。ほら、色々忙しくて、荷物下ろしてる暇がなくってさ」

「いえいえ、緊急時ですから気にしてないですよ」

　車内、特に後部のスペースが満員電車並みにギュウギュウなのは、いつぞ強奪した業務用小麦粉が大量に積まれているからだ。

　助手席に乗っているリトル・レッドフードがちょっと羨うらやましい。

　ちなみにそんな状態なので、もちろんガトリング砲も積み込むようなスペースはない。つまり、持ってきていないということだ。

　まあ、以前からドクターは『運用に難がある』とは言ってたけど。今回はその欠点が思いっきり露呈した形だ。はは、ダメじゃん！

　ほどなく、車は倉庫の上空に到達した。

「どうしますか」

　一〇号が僕に訊きいてくる。

「もちろん、要求通り僕が行きますよ」

「確かに、通常の誘拐と違って、向こうは素性や正体をあまり気にする必要がありません。人質を返す、というのも要求さえ通ればデメリットは少ないでしょう。しかし、鵜う呑のみにするのもいかがなものか、とは思います」

「でも、相手は認識偏向フィールドの存在を知っています。下へ手たに策を弄ろうして、失敗すれば危険にさらされるのは龍りゆう造ぞう寺じさんです」

「それはそうですが……」

「大丈夫ですよ。たぶん、ガチで戦いたいっていうのは本心だと思います。でなければ、僕を生かしておいた理由はありませんから」

　単にリンドヴルムが邪魔だったり憎いというだけならば、昨日僕は殺されていただろう。仮に僕がリンドヴルムじゃなかったとしても、龍造寺さんを押さえているんだからおびき出すことは可能だ。

「まあ、何をどうしたって向こうが有利なのは変わらないじゃないですか。ジタバタしても仕方ないですよ」

「……なんかアレだな。竜の字って、いざとなると度胸が据すわるのな」

「確かに。キャッツグレイスに呼び出されたときも、行くって開き直ったしな」

「仕方ないでしょう、やるしかないんだから」

　そう答えて一拍、決意を固め直す。

「降下して下さい！　僕が降りて、解放された龍りゆう造ぞう寺じさんを回収したら、いつでも離脱できる状態で待機して下さい！」

　全員から、「了解」の声が返ってきた。

「竜りゆう太た……」

　助手席のシート越しに振り返ったリトル・レッドフードは、

「無茶すんなよ」

「へっちゃらだよ」

　不安そうな顔に、笑ってみせた。

　ちょうどそう言った瞬間に、ワンボックスカーが着陸した。目的の倉庫、扉の目の前一メートルの位置だ。

「じゃあ、ちょっと行ってきます」

　後部のドアを開けて、飛び降りる。振り返ると、屋根の上から不安そうな顔でラプンツェルが見下ろしていた。

「大丈夫。解放されたら、龍造寺さんを頼むね」

　それだけ言って、倉庫入り口の大きな観音開きの扉に手をかけた。それを力いっぱい左右に押し開ける。扉は少し錆さびたような軋きしんだ音を立てて、あっさりと開いた。

　扉に遮さえぎられていた陽ひの光が、ガランとした倉庫の内部を照らしていく。

　そしてその奥には、ジーンズにアロハのような半はん袖そでのシャツという、ラフな格好の美少年が不敵な笑みを浮かべていた。

　少年のような面立ち、イタズラっぽい大きな目、少し癖くせのある髪の毛。

　阿あ久く津つ虎とら之の介すけだ。手には拳けん銃じゆうを持ち、銃口はとなりに向けられている。

　言うまでもなく銃口を向けられているのは、浴衣ゆかた姿のままの龍造寺さん。後ろに回った両手は、たぶん拘こう束そくされているのだろう。

　倉庫の中に踏み込み、虎之介の数メートル手前まで歩みを進める。

「ようこそ」

「文学少年……」

「約束通りに来たよ。龍造寺さん、酷ひどいことされてない？」

「え、ええ……。手錠をかけられただけですわ」

「酷いなあ。少しは信用してよ。ちゃんと丁重にお預かりするって言ったじゃないか」

「薬を使って人類を猫の下僕にしようとしたりする人を信用しろって？　無理無理」

　こんなことを龍造寺さんの前で言ったりしたら、正体がバレそうだけど……でも、ことここに至っては、隠す意味もない。いずれ、バレてしまうのだから。

「なるほど……。確かにそうかも」

　……自分で認めてるし。

「でもまあ、今回はなんにもしてないよ」

「じゃあ、さらに約束を守ってほしいな。指示通り僕は来たんだから、早く彼女を解放してよ」

「うん、その約束も守るよ」

　にこにこと楽しそうに笑って、虎とら之の介すけは、

「リンドヴルムと戦えさえすればね」

　ちっ。

「今日はどうして来てないのかなあ？　ラプンツェルまで車になんか乗っちゃって、しかも屋根って、明らかに定員オーバーなのに」

　わざとらしいな。嫌味なヤツだ。

　ひとつ、深呼吸をして息を整えた。……覚悟は決めてきたさ。

「リンドヴルムを呼べば、龍りゆう造ぞう寺じさんは解放するんだね？」

「くどいなあ。男に二言はないよ」

　うなずいて、僕は虎之介と龍造寺さんに背を向けた。

　正体が知られるのは仕方ないとしても、変身のやり方までは知られたくない。この先、その情報が命取りにならないとも限らないのだから。

　ラプンツェルが、今にも泣きそうな顔で僕を見ていた。

　リトル・レッドフードも、レッドキャップ隊のみんなも、一言も発することなく真剣なまなざしを向けている。

　スイッチを――押した。

　一瞬で、僕の身体からだは真っ赤なドラゴンのそれへと変へん貌ぼうを遂げる。

　手早くスイッチのフタを閉めて、僕はゆっくりと虎之介たちの方へと向き直った。

「さあ、これで満足か」

　虎之介は、唇の片端を吊つり上げるようにして、凄せい絶ぜつな笑みをつくった。

「やっぱり君だったんだね、赤あか尾お竜りゆう太た君。ふふふ、ちょっと妬やけるなあ、その変身システム。さすがは善ぜん治じ郎ろう氏だね」

「ご託たくはいい。さっさとお姫様を解放しろ」

「はいはい。行っていいよ」

　言いながら、虎之介は拳けん銃じゆうをそのへんに投げ捨てる。

　僕のところまで小走りでやってきた龍造寺さんは、申し訳なさそうに僕を見上げて、

「リンドヴルム様……いえ、文学少年……。その、わたくし……」

「無事で何よりだ」

　後ろ手にはめられた手錠を爪つめで切って、

「さあ、レッドキャップ隊のところへ。早く行かないと巻き込まれるぞ」

　龍りゆう造ぞう寺じさんは涙が溜たまった目を伏せて、

「……ごめんなさい」

　小さな声でそれだけ言って、僕の指示通りワンボックスカーへと向かった。

　僕も、視線を虎とら之の介すけへと戻す。

「ねえ、その口調って、強制変換されるようなソフトでも入ってるの？」

「教える義理はない」

　虎之介は、ちぇ、と舌打ちをして、それでも楽しそうに、

「言っておくけど、人質を回収したからって逃げ出そうとか考えない方がいいよ。きっと後悔するから」

「今さらそんな無粋をするものか」

　何しろ完全に素性は割れてしまっている。ここで逃げたことで、あとから変な手出しをされても困る。

「うん、いい返事だ」

　そして、虎之介が変身を始める。骨格の変形、筋肉の蠕ぜん動どう。メキメキと音を立てて肥大していく虎之介の肉体は、着ていた服を裂いて徐々に肉食獣のそれへと変へん貌ぼうしていく。

　これを見るのは二度目だけど、相変わらずおぞましい。

　……あれだけの急激な変化は、痛そうだな、と思った。事実、終始虎之介の口からは悲鳴にも雄叫おたけびにも似た音が漏れ続けている。

　やがて変身を終えた虎之介は――いや、白びやつ虎こは、ニヤニヤ笑いながら身構えた。

「さあ、始めようか」

　嬉しそうだな、くそ。

　ほぼ空っぽの倉庫は、戦うには充分の広さがある。とはいえ、やはり屋内。自在に飛び回るにはやや狭せまい。いい場所を選びやがったな。

　こちらも身構える。

　思い出せ。狙ねらうはカウンター。戦いは情報戦。相手の動きを読んで、的確に一撃を入れる。一撃でいい。クリーンヒットが一発入れば、僕の勝ちだ。

　白虎が身を低くした。

　――来る！　何が……右の爪つめかッ！

　わずかに身をよじる。右の爪は僕の二の腕をかすっていった。

　続けざまにもう一撃が……ああ、くそっ、速すぎて判断が追いつかない！

　五号の攻撃も速かったけど、やっぱり白虎の攻撃は速さの桁けたが違う。

　飛び退すさる……が、ヤツも即座に間合いを詰めてくる。その動きも予測はしていたが、対応が間に合わない。

　反重力システムを……いや、ダメだ。切り札を出すのはここ一番でなければ。

　爪つめの一撃を食らう覚悟で、尻尾しつぽを叩たたきつけようとする。

　が、白びやつ虎こはすでに身を捻ひねって地面を蹴けっていた。その回避行動でやや浅くなったものの、爪はキッチリ脇わき腹ばらを裂く。僕の尾は虚むなしくコンクリートの床を叩いた。

「危ない危ない。尻尾なんて武器もあったんだね。あはは、すごい馬ば鹿か力ぢからだ！　あれに当たったら骨までいっちゃうな」

　それを狙ねらったんだよコンチクショウ。

「しかし、やるようになったね。何週間か前とはまるで別人じゃないか」

「呉ご下かの阿蒙あもうにあらず、とだけ言っておく」

「……？　何だい、それは」

「男子三日会わざれば刮かつ目もくして見よ、と同義だ。原文では、士別れて三日なれば刮目して相あい待まつべし、か」

「ふうん。まあ、何でもいいけど。さすが文学少年」

「……好きなだけ言っていろ」

　とりあえず、今の一連の攻撃で、爪を繰り出すときに肩の筋肉が微妙に動くことはわかった。わかったからって避けきれるかどうかは別問題だけど。

「じゃあ、第二ターンといこうか！」

　白虎がまた飛びかかってくる。

　同時に、僕も地面を蹴っていた。

　自在には飛び回れない。でも、縦の空間を利用しない手はない。

　翼を羽ばたかせて上に飛び、天井部で梁はりのように複雑に交差する鉄骨を蹴って地上に向かう速度を上げる。

　そして、白虎めがけて上から尻尾を叩きつける。ムーンサルトよろしく、宙で盛大に回転しながら。

　このリンドヴルムの身体からだでは、尻尾が一番リーチが長い。戦いにおいて、武器のリーチは長いほど有利なはずだ。だから僕は、また尻尾を使うことを選んだ。

　それに、こうして勢いを乗せるのがやりやすいのも事実だ。少なくとも、勢いを乗せて牙でしくじれば、どこかにぶつかったりして自爆したダメージは顔や頭に来る。そんなリスクは負いたくない。

「うわっ!?」

　僕のこの攻撃は意表を突いたようで、かなり慌てた感じで白虎は飛び退のいた。

　さすがに機敏で、判断も速い。コンマ何秒か前に白虎がいた地点のコンクリートを尻尾が砕いた。

「危な……っ！」

　くっ、できればこれで決めたかった……！

　これで白びやつ虎こは縦の動きも意識せざるをえなくなった、とは思うけど……やってみてわかった。今回は向こうが驚いてくれたから反撃はなかったけど、次からは狙ねらってくるはず。こんな隙すきが大きい攻撃は、気楽には使えない。

　白虎は注意深くこちらの様子を窺うかがっている。

　……失敗したかも。カウンター狙いなら、僕を侮っていた初手こそがチャンスだったのかもしれない。

　そして、ハッキリした点が一つ。

　僕の実力では、避けてから攻撃を当てるのは難しい。悔しいけど、所しよ詮せんは付け焼き刃ということか。そして、たぶんそれは反重力システムを使っても同じだ。

　避けてからではなく、もうワンテンポ速く攻撃しなければ。

　つまり、回避を捨てる必要がある……！

　白虎が身を低くして、再度攻撃の構えを取った。チャンスは、ヤツが跳んだ瞬間。

　白虎の右の肩がピクリと動いた。

　ＯＫ、その攻撃は食らってやるよ！

　白虎が、跳ぼうと四肢に力を込めた。

　その瞬間に、反重力システムをフル稼働させる。

　前へ！　地面を蹴けり、翼をはためかせて、正面から白虎とぶつかる覚悟で……っ！

　しかし。

　僕の目の前から、白虎の姿は消えていた。

　混乱。何が……フェイント!?

　真横から衝撃が来た。体当たりか。

　完全に虚を衝つかれた僕は、派手に吹っ飛ばされて地面を転がった。

　一瞬、呼吸が止まる。何度か咳せき込むが、苦しがっている余裕はない。すぐに白虎の姿を探し、体勢を整える。

「……その加速までものにしてるとはね。この前のも、あながちまぐれじゃなかったってことか。いや、怖い怖い」

　くっ、反重力システムも認識されてしまった。

　これで、カウンターはますます難しくなる。

「それにしても、ずるいなあ。ただでさえ一撃必殺の怪力なのに、そんな多彩な技を見せられたら、おちおち近づけないじゃないか」

　……よく言う。まだ無傷なクセに。

「ってことで、こっちもちょっと本気を出そうかな」

　……！

　やっぱりあったか、隠していた能力が！　まずいな、それが飛び道具だったりしたら手に負えないぞ……！

「ねえ、虎の模様って何のためにあるか、知ってるかい？」

　唐突に、白びやつ虎こは訊きいてきた。

「……擬ぎ態たいのためだろう」

「そう、正解！　こんな派手な模様なのにね、身を隠すためのものなんだ」

　言いながら、徐々に白虎の身体からだが揺らぎ始めている。

「そして、僕も虎とらの端くれだ。そういう能力がある」

　いったい何が……？

「デーモンテイルの認識偏向フィールドってさ、すごい技術なんだよね。色々模倣させようとしてみたけど、全然上う手まくいかない。まあ、おかげで意外な副産物も生まれたりしたんだけど。これもその一つさ」

　やがて、白虎の姿が完全に消えた。

　微妙に、白虎がいた場所で陽かげ炎ろうのような揺らぎが走った。そう思った瞬間、肩が抉えぐられていた。古傷の真上だ。

「ぐあっ」

　痛みに声が漏れる。くそ、えげつない真ま似ねを……！

「光を屈折させることで姿を隠す、光学迷彩だよ。とりあえず見えなくしようって安易な発想にガッカリしたもんだけど、こうして再利用できているからには捨てたものでもなかったね」

　どこからともなく聞こえる、見えない相手からの声。

　なんてやっかいな能力だ……。

「ま、エネルギー効率がよくないから、せいぜい二分程度しか保もたないけどね。潜入とか潜伏にはあんまり使えないけど、戦闘で使うには充分だ」

　確かに。見えない敵からの攻撃を二分間耐えろなんて、無む茶ちやな話だ。

　ボクシングのラウンドが三分、つまり一ラウンドの三分の二を目を瞑つむって戦えと言われているようなもの。勝てるはずがない……！

　そう思っている間にも、攻撃が飛んでくる。執しつ拗ようなまでに肩を狙ねらって。

「ぐうッ！　くそっ！」

　闇やみ雲くもに爪つめを振り回してみるが、狙っても当たらなかった攻撃だ。相手が見えていなくて当たるはずもない。

　どうすれば……。

　光学迷彩……。光の屈折……。そうか、光の屈折なら……！　それに……。

「ラプンツェルッ！　車の中にある小麦粉をこっちに投げてくれ！」

　入り口の方を見やって、叫ぶ。

「早くッ！」

「……あ、はいっ！」

　ラプンツェルは車の屋根の上から髪の毛を伸ばし、ヒョイヒョイと業務用の袋を次々に投げてよこした。

　足元に転がってきたそれを、僕は片っ端から爪つめで引き裂いてぶちまけていく。

「小麦粉をかけて僕の姿を見えるようにしようって魂こん胆たんかい？　あはは、甘いね！　近づかなければ粉はかからないよ！」

　それでも、粉が舞っていれば揺らぎも大きくなる。積もった粉を踏めば、粉は舞い上がり足跡がつく。

　何袋も破り捨てて、僕の周囲には真っ白い粉の海ができあがった。

「リンドヴルム、今の袋で最後です！　足りますかっ!?」

「ああ、充分だ！　それから、すぐに龍りゆう造ぞう寺じさんを連れて離脱しろ！　できる限りこの倉庫から離れるんだっ」

「え……、でも、戦っているリンドヴルムを置いていくなんて……」

　ラプンツェルが困ったような顔をする。

　と、リトル・レッドフードが助手席の窓を開けて、

「ボス、指示に従いな！　たぶん、あたしたちがここにいたら迷惑なんだ！」

　たぶん、リトル・レッドフードは僕の思惑を理解したに違いない。さすが、頭の回転が速い。

　それでもラプンツェルはいい顔をしなかったけど。

「ボス、髪の毛でヤトちゃんを掴つかんで！　車を出すから、早くッ！」

　空いた後部ドアから一〇号も、

「ボス、意味もなくリンドヴルムはあんなことを言いません！　おそらく、我々がここにいては彼は負けます！　今度の負けは、死ぬということですよッ！」

「し、死ぬ……!?　そんな……は、はい、わかりました……！」

　ラプンツェルは渋々龍造寺さんに髪の毛を巻きつけ、屋根の上に引き寄せた。

「リンドヴルムっ！　どうか、どうか死なないで下さいねッ！」

　ラプンツェルがそう叫ぶと同時にワンボックスカーが走り出し、入り口からは見えないところへ消える。たぶん、飛行を開始したんだろう。

「いじらしいね。無残に負ける姿は見られたくないってワケだ」

「とか言うわりには踏み込んでこないのだな」

「慎重にことを運ぼうと決めただけだよ。まだ光学迷彩の効果時間は充分にある」

　声から、位置とまではいかなくとも方向くらいは見当がつく。ヤツは今奥側、入り口とは逆の方にいる。

「言っておくけど、その粉は君を有利にはしてくれない。若干僕の攻撃が察知しやすくなったかもしれないけど、見えないことのハンディを消してはくれないよ」

　確かに、直接粉を被かぶってもらわないことには、姿を捉とらえることはできない。そして、見えたとしても、攻撃を命中させることは依然難しい。

　……でも。

　攻撃を当てられないのなら、ヤツを巻き込んで攻撃できる方法を取ればいい。

　避けようのない、広範囲攻撃を。

「お前は、炎には耐性を持っているのだったな」

「……？　何を今さら」

「炎や熱が効かないのはお互い様。では、爆発による衝撃はどうかな？」

「……なに？」

「俺おれ様さまは爆発にも強いぞ。学校での爆発事件では、アンシーリーコートの凶悪な特製爆弾の爆発からでさえ生還したのだからな」

　翼を大きくはためかせて風を起こし、周囲の粉を吹き飛ばす。盛大に巻き上がった小麦粉は、瞬く間に倉庫内に満ちていった。

　大量の粉が宙を舞う中、白びやつ虎このシルエットが揺らぎになって浮かび上がる。

「何を……まさか!?」

「知っているようだな。密閉空間で粉ふん塵じんが充満したところに火が点つけば、とある現象が発生する」

「くっ」

　白虎が地面を蹴けった。僕を迂う回かいして、入り口に向かっているのは明白だった。

　はは、甘いな。

　いかに白虎が速くても、僕が息を吐くより速く出口に到達することは不可能だ。

「その現象を、粉塵爆発という。さあ、食らえ！」

　言って、僕は炎を吐いた。

　次の瞬間、轟ごう音おんと衝撃の嵐が吹き荒れた。



　目を開ければ、強い夏の日差しが眩まぶしかった。

　倉庫自体が吹き飛んでいたのだ。壁も屋根も綺き麗れいサッパリなくなって、申し訳程度に骨組みの一部が残っているだけだった。

　それどころか、両隣の倉庫にまで飛び火したらしく、周囲は大変な騒ぎになりつつある。

　うーん、思った以上に大きな爆発になってしまった。

　全身に、ビリビリと震えるような爆発の余よ韻いんが残っている。

　肩が激しく痛んだ。さすがに、完治していない傷口をさらに抉えぐられた部分に強烈な爆発はしみる。

「ぐ……ぐううっ」

　苦しげなうめき声に目を向けると、光学迷彩が解けて煤すすと血にまみれた白びやつ虎こがよろよろと身を起こしていた。

　防御力を犠ぎ牲せいにしたとはいえ、それはあくまで僕と比較した場合の話なのだろう。この爆発で死なないのならたいしたものだ。

「さて、まだやるか？　そのザマではご自慢の俊敏性もガタ落ちだろうがな」

　白虎は忌いま々いましげに僕を睨にらみつけて、

「……やっぱり君、むかつくな」

「騒ぎになり始めている。潮しお時どきだと思うが」

「情けをかける気か」

「ああ、その通りだ」

　全然そんなつもりはないけど、あえてそう言ってやった。この手のプライドが高そうな相手には、その方がダメージが大きそうだったから。

　というか、僕としては「人は殺さない」というデーモンテイルの信念を優先したいだけだったりもするんだけど。やっぱり、殺人はイヤだ。

「命だけは助けてやる。俺おれ様さまの慈悲に感謝しつつ、さっさと尻尾しつぽを巻いて逃げるがいい。こちらはこちらで、やることがあるのでな」

「……覚えていろ」

　足を引きずりながら、白虎は僕に背を向けて歩き始めた。

「捨てゼリフにオリジナリティが足りないな」

　僕も白虎には背を向けて、被害を受けた周囲の倉庫に救助するべき人がいないかを確認しようと空へ飛び上がった。



    

  
    
      


エピローグ





　結論から言うと、幸いにも倉庫の爆発で死者は一人も出なかった。若干の軽傷者は出てしまったようだけど、本当にその程度ですんでよかった。怪け我がをしてしまった人のところには、あとでお見舞いに行こうと思う。

　さて、それで。

　一度、僕の怪我をドクターに診みてもらうために基地へと戻ることになった。

　龍りゆう造ぞう寺じさんをどうするかで少々揉もめたものの、もう正体を知られてしまっているのだから、隠しても仕方ないだろう、という結論に落ち着いた。

「そんなどうでもいいことをゴチャゴチャ言っているより、早く竜りゆう太たさんに治療を受けさせるべきですッ」

　というラプンツェルの鶴つるの一声が決め手になったわけだけど。

　自力で飛ぶのも辛つらいので、僕は変身を解いてワンボックスカーに乗せてもらっている。最低限の止血をしてもらっただけなので、ちょっとの揺れで傷は痛むし、乗り心地は快適とは言い難かった。

　まあ、小麦粉がなくなっただけでもマシになったと思うべきなんだろうけど。

　ちなみに、定員オーバーには違いないので、ラプンツェルと龍造寺さんは相変わらず屋根に乗ったままだ。

　リムジンで数時間の道のりも、空を行くと一時間弱ですんだ。

　龍造寺さんには基地の地上部分でお待ち頂くことになった。さすがに地下にまではドクターも入れたがらない。

　で、僕は治療。

　その後、またバカンス先へと戻る強行軍。

　まあ、戻りの行程ではレッドキャップ隊全員が乗り込む必要もないので、変身を解いた千ち紗さも龍造寺さんも車の中に乗っていたけど。

　まったく、日常と非日常の辻つじ褄つま合わせも大変だ。

　龍造寺さんはというと、戻りの車内ではずっと気まずそうにうつむいていた。

　切羽詰まった顔を上げて何かを言おうとしては、結局言えずにまたうつむく、ということの繰り返しだ。

　で、それで空気が重くなって、千紗もありすもすごく喋しやべりづらそうにしているという。

　やれやれ。

「龍造寺さん、らしくないよ」

「……」

「怖かったよね。ごめん。龍りゆう造ぞう寺じさんがさらわれたとき、僕がつまらないことを気にしてリンドヴルムにならなかったのが悪かったんだ。あのときに変身して対応していれば、あんなことにはならなかったかも」

「え」

　と、龍造寺さんが顔を上げる。

　同時に、千ち紗さとありすの口からも同じ音が出ていたけど。

「ちょ、なんでそうなんのよ。むしろ竜りゆう太たは一番の被害者じゃん！」

「そ、そうですわ！　わたくしが踊らされた結果ですもの！　悪かったのはわたくしに決まっていますわ！」

「そうです。おかげで竜太さんはまた酷ひどい目に遭ってしまいました！　ヤトさんは少し反省して下さい！」

「……ええ。その通りですわ。本当にごめんなさい……」

　また龍造寺さんがしゅんとしてうつむいてしまう。

「まあまあ。みんな無事だったんだから、いいじゃない」

「はあ？　アンタが全然無事じゃないじゃん！」

「そうです！　竜太さんは少し人が好よすぎます！」

　おおっと、千紗とありすにえらい剣幕で怒られてしまった。

　……ってか、千紗にそれを言われますか。

「でも、アンシーリーコートの爆弾とかキャッツグレイスでの怪け我がに比べたら、全然どうってことはないよ。もともと怪我だらけだったし、完治がちょっと延びただけじゃない」

「だーかーらー、そういうことじゃなくてッ」

「そういうことなんだよ、ありす。だって、龍造寺さんが魚うお住ずみさんの言葉に乗っからなかったとしても、向こうはリンドヴルムの正体を探ろうとしただろうし、デーモンテイルの甘いもの独占作戦は止やめさせようとしたはずなんだよ。違う？」

「う。……そ、そりゃあそうだけど……」

「だったら、結局何かが起こったはずでしょ。だから、僕がちょっと怪我をしただけですんだんだから、結果オーライなんだよ」

　千紗もありすも、顔に「納得いかない」とは書いてあるものの、口をつぐんだ。

「ほら、龍造寺さんも顔を上げて！　だいたい、友達なんだからさ……」

「助けるのは当たり前、とでも仰おつしやるおつもり？」

　龍造寺さんは、かすかに顔を上げて僕のセリフを先回りした。

「そういうこと」

「おっとり娘の言うとおりですわ。文学少年はお人好しがすぎますわね」

「かもね。でも、僕はそのことに誇りを持っているよ」

　あまりに堂々と僕が言いきったからだろうか。千ち紗さもありすも、揃そろって苦笑と一緒に肩を竦すくめた。

　そして龍りゆう造ぞう寺じさんも、ぎこちなくだけど、ようやく笑ってくれた。



　　　＊



　龍造寺さんの別荘付近まで戻ってきた頃ころには、もうお昼近くになっていた。

　別荘の側そばでワンボックスカーから降りて、歩いて門をくぐる。くぐるなり、鮫さめ島じまさんと何人かのメイドさんが血相を変えて駆け寄ってきた。

「お嬢様っ！　ご無事でしたか！」

「ええ。デーモンテイルの皆様に助けて頂きましたわ」

「デーモンテイルの……？　しかし、皆様は……」

　鮫島さんが僕らの顔を見て訝いぶかしげに首を傾かしげる。

「えっと、お散歩をしていたら、たまたま、運良く、偶然に、ヤトさんを助けたデーモンテイルと出会ったんです！」

　しどろもどろに千紗が言った。

　……いやあ、それは無理があるんじゃないかなあ。

　しかし、鮫島さんは得心顔で微笑ほほえんで、

「そうでしたか。それは、ありがとうございました」

「いや、だから、あたしらは別に関係ないっていうか」

「ああ、そうでした。長時間の散策でお疲れでしょう、何かお飲み物でもご用意いたしますので」

　この人も相当食えないなあ。

「そうですわね。わたくしは着替えて参りますので、お茶でも飲んでいて下さいな」

　と、今なお浴衣ゆかたのままの龍造寺さん。

　確かに、いいかげん着替えたいだろう。

　お言葉に甘えて飲み物でも頂くべく別荘に入ってサロンに足を踏み入れると、待ち構えていたかのような声が飛んできた。

「やっと帰ってきたのか。確かに朝寝坊を堪たん能のうしていた私が悪いのかもしれないが、置いていくというのはちょっと酷ひどいんじゃないか？」

「そうなのです。みんな、お友達に対してあまりにも冷たいのですよ」

　僕だけじゃなく、千紗とありすの顔も凍こおりついていた。

「ちょ……っ、な、なんでアンタがここにいんのよッ！」

　ありすが、高たか槻つきさんとテーブルを挟んで座っている魚うお住ずみさんに食ってかかった。

「はい？　いえ、一昨日おととい赤あか尾お君や龍りゆう造ぞう寺じさんにばったり会ったので、少し時間をつくって遊びに来たのですよ」

　よくもまあ、いけしゃあしゃあと……。

　ありすのみならず、千ち紗さの顔まで引きつっている。

　僕は――、呆あきれたというよりは、背筋が寒くなった。

　そう、怖いと思ったのだ。明らかな敵対行動を取りながら、表層的にとはいえ今までの人間関係を継続させようとするその図太さが。

　そして、高たか槻つきさんを前にすれば、僕らもそれに乗っかるしかないと、そう計算するしたたかさが。

　そういえば、白びやつ虎こは龍造寺さんを返した後に、逃げたら後悔するぞ、みたいなことを言っていた。なるほど、それはこのことだったわけか。

　いかに高槻さんが腕に覚えがあったって、例えば銃でも持ってこられたら太た刀ち打うちできないだろう。ましてや、まったく警戒していない友達からの奇襲となれば。

　洒落しやれにならないぞ。僕が逃げることを考えていたら、高槻さんは……。

　その、高槻さんを害するかもしれなかった当人は、そんな気配はおくびにも出さずに屈託なく笑っている。腹に一いち物もつあって、こうも無邪気な顔ができるとは。

「それにしても、すごい偶然なのですよ。まさか旅行先が一緒だなんて！」

「……そんな偶然あるかっつーの」

　吐き捨てるように、ありすが言った。

「うう、委員長さん、ありすちゃんが冷たいですよぉ」

「まったくだな。そんなに魚うお住ずみを邪険にすることはないだろう。おかげで、置いてけぼりの私はひとりぼっちにならずにすんだっていうのに！」

　高槻さんの言葉には端々にトゲがある。こりゃあ相当根に持ってるな。

「ところで魚住、昼食も食べていくんだろう？」

　まるでこの家の主のような口ぶりですね、高槻さん。

「あ、いえ。みんなも帰ってきたし、そろそろお暇いとまするのですよ」

「なんだ、こんなヤツらに気を遣う必要はないぞ？」

「姫ひめちゃん、そんなに拗すねないで下さいよう」

「千紗、何を言っている。私は、断じて拗ねてなんかいない！」

　あはは、と短く笑って、魚住さんは椅い子すから立ち上がった。

「ご一緒したいのですが、色々予定もあるのですよ。では、御み堂どう市しに戻ったらまた会いましょう、なのです」

　言いながら、退室しようとドアへ……、つまり、僕らの方へと歩いてくる。

　そしてすれ違いざま、

「お見事なのです。まさか社長が負けるとは思わなかったのですよ」

　僕にだけ聞こえるくらいの小声で囁ささやいた。

　さて、何を言って差し上げようか。

　僕はちょっと引きつった感じをぬぐいきれないまま小さく笑って、

「彼に伝えて。お大事に、って」

「……」

　魚うお住ずみさんは、『魚住さん』とは思えないような、凄せい絶ぜつで酷薄で皮肉っぽい笑い方をした。しかしそれもほんの一瞬、すぐにいつもの顔に戻って、

「それでは、お邪魔しましたなのです」

　とサロンから出て行った。

　そしてその少し後、入れ違うように龍りゆう造ぞう寺じさんが着替えを終えてやってきた。

「あら、どうしましたの？　こんなところに突っ立って」

「いや、ちょっとね」

　千ち紗さもありすも僕も、揃そろって苦笑い。

「……？　まあ、いいですけど」

　一度首を傾かしげたものの、すぐに龍造寺さんは髪を後ろに跳ね上げて、

「ところで、わたくし、決めましたわ！」

　堂々と言い放った。

「……何を？」

　僕が訊きくと、

「わたくし、正式にプロポーズしようと思いますの」

「なんだ、そんな話か。またリンドヴルムに、っていうなら、もう耳タコだぞ？」

　投なげ遣やり感たっぷりに、高たか槻つきさんがヤジを飛ばす。

　が。

「いいえ。文学少年に……いえ、赤あか尾お竜りゆう太た様、貴方あなたにですわ」

　少し頬ほおを染めながらも、龍造寺さんは毅き然ぜんと胸を張ったまま言ったのだった。

　一瞬、全員が……もちろん僕も含めて、唖あ然ぜんとしてしまった。

「なっ、ヤト、お前、リンドヴルムはどうしたんだ！」

　高槻さんが身を乗り出して叫ぶ。

　……なんでそんなに嬉うれしそうな顔なんですか、高槻さん。

　ちなみに、千紗とありすは未いまだに放心状態の模様。

「ちょ、ちょっと待ってよ！　どうしてそういうことに……」

　慌てて、僕は龍造寺さんに向き直ってそう詰め寄った。

「ご安心下さいませ。秘密は一いつ切さい口外いたしませんわ」

　龍りゆう造ぞう寺じさんは、高たか槻つきさんには聞こえないくらいのボリュームで、そう微笑ほほえむ。

　僕も同じくらいの小声で、

「それは助かるけど……じゃなくて！」

「もちろん、口止めを盾に強要する気はありませんわ。わたくしは求婚いたしますけど、イエスもノーも貴方あなた自身の意志でお決め下さいませ」

「いや、だからね？　リンドヴルムは僕ではあるけど、厳密には僕じゃないんだ！　演じてるっていうか、そういうことで……」

「そのようですわね。でも、それは貴方の中にリンドヴルムとしての一面もある、ということでしょう？」

「それはそうでしょうけど……。でも、そんなのって……」

　言い終わる前に、龍造寺さんに両手で頭を掴つかまれた。

「ゴチャゴチャうるさいですわ」

「え？　なっ、何を……」

　そして、唇をふさがれた。

　偶然触れた千ち紗さの唇とは、感じが全然違う。なんていうか、その、ぐいぐい来る感じというか、積極性というか、情熱とか継続時間とか、そんな何かが。

　昨夜に感じたバニラのような香りは相変わらずで、驚きに見開いたままの僕の目には、閉じられた龍りゆう造ぞう寺じさんの目を飾る長い睫まつ毛げや、揺れる栗くり色いろの髪が映る。



    

  
    
      



    

  
    
      「ん――――――――――ッ！」

　はっと我に返ってもがいてみるものの、龍造寺さんの両手はガッチリと僕の頭を掴つかんでいて放してくれない。振り解こうにも、肩の痛みが邪魔をして力が入らない。

「おおおッ！　本気か！　大胆だな、ヤト！」

　だから、高たか槻つきさんはさっきからなんでそんなに嬉うれしそうなんですかッ！

　と、さすがに凍こおりついていた約二名も正気に戻って、

「な、ななななななななななななな、なっ、やっ、ヤトさん！　な、何をやってるんですかぁッッッッッッッッ！」

「ぎゃ―――――――――――――っ！　ヤトちゃんやめれーッ！」

「そっ、そうですッ！　ヤトさん、竜りゆう太たさんから離れて下さいッ！」

　ぎゃあぎゃあと二人が騒ぎ始めて、ようやく僕は解放された。

　で、僕の唇は解放してくれたものの、まだ頭は掴んだままの龍造寺さんは、千ち紗さとありすを交互に見やって、

「イヤですわ」

　キッパリと言った。

「っていうか、貴女あなたたちに指図されるいわれはありませんわ。貴女たちは竜太様のなんですの？　婚約者？　恋人？　違うのでしょう？　だったら、黙っていて頂きたいものですわね。いかに友達でも、他人の恋路に口を出すなんて野暮というものでしてよ」

「ううっ」

「ぐっ」

　何だか悔しそうに、二人は黙り込んでしまった。

「……こりゃまた痛いところを突かれたもんだな」

　ポツリと高槻さんが漏らす。

「あ、あのっ、龍造寺さん……！」

「あら、ＯＫする気になりましたのね？」

「いえ、肩が痛むんで放してもらえませんか」

　不承不承という顔で、龍造寺さんは僕の頭を解放しつつ、

「……キスした直後のセリフとしては、ロマンも色気もありませんわね」

「無理矢理しておいて何を言ってるんですか」

　心臓はドキドキしっぱなしですけどね！

「感謝して頂きたいですわね。貴方あなたと違って、初めてでしたのよ？」

「え、そうなんですか……って、そうじゃなくて！」

　ペースを乱されっぱなしだなあ。まったく。

「困りますよ、いきなりそんなことを言われても！」

「うーん、そうですの？　いきなり……。まあ、確かにわたくしたち、会ってまだ何ヶ月も経たっていませんわね」

「いや、それも論点が違うんですけど」

「でも、愛に時間は関係ありませんわ！」

「……話を聞いて下さい」

「愛の言葉なら、いつでも二四時間体制でお聞きしますわよ？」

「だから……そうじゃなくて」

　声のトーンを、またひそひそ話に戻す。

「ダメですよ。貴女あなたが好きなのはリンドヴルムでしょう！」

「ですから、同じことでしょう」

「違います。リンドヴルムは、……こういう言い方をすると酷かもしれないけど、幻みたいなもので……だから、存在しないんです。不健康ですよ、こんなの！」

　でも、龍りゆう造ぞう寺じさんは、妖あやしく微笑ほほえんで赤い唇を僕の耳元に寄せた。

「昨夜、生身でわたくしを白びやつ虎こから守ろうとしてくれた瞬間、貴方の背中にリンドヴルム様の気高さを見ましたわ」

　声の近さに、鼓動が速くなる。うう、囁ささやき声がかなり艶なまめかしい。

「リンドヴルム様が貴方だったから、ではありませんのよ。貴方がリンドヴルム様だったから、わたくしは……」

「え？」

　一転、清純な女の子のように頬ほおを真っ赤にして、龍造寺さんは僕から顔を離して一歩後ずさった。

「まあ、別に答えを急ぐ必要はありませんわ。結婚ができる年齢になるまで、ゆっくりと時間をかけて考えて下されば結構です。わたくしは、ずっとお待ちしておりますわ」

　そして僕の腕を取り、イタズラっぽく「うふふ」と笑って、

「さあ、昼食にいたしましょう。給仕の者たちが首を長くしていますわよ」

　僕を引っ張ってサロンから出ようとする。

「うわ、ちょ……、引っ張らないで下さい！」

「……こらっ！　いいかげんベタベタすんな！　ってか、怪け我が人にんを引っ張んな！」

　怒鳴りながら、ありすが追いかけてくる。

「そうです！　ヤトさんには任せておけません！」

　千ち紗さも、そう言いながらありすに続く。

「まさかこんな展開になるとはなあ。私が寝てる間に何があったんだ……？」

　最後に部屋を出た高たか槻つきさんが、至極落ち着いた動作でサロンのドアを閉めるのが見えた。

　何だか前途多難だ。

　日常生活も、デーモンテイルでの日々も。

「さあ、早く早く」

「ちょっと、竜りゆう太たさんは怪け我が人にんだって言ってるじゃないですか！　もう、こうなったら本当に闇やみ討うちを……！」

「っつーか、早くその手を離せーッ！」

　じゃれるように僕を急せかす声と、追いかけてくる声に挟まれて、僕は大きく溜ため息をついた。

　……まあ、友達をキッチリ守りきれた結果なんだから、これはこれでよかったとしておくべきなのかな。

　願ったとおりに、僕は――大切なものを、失わずにすんだのだから。



    

  
    
      


あとがき





　えー、前回に引き続き、思いっきり担当のＳさんにご迷惑をおかけしたおかざきです。すみません、すみません。

　そして、その挙げ句に、執筆のために有給をドカッと突っ込むのがデフォルトになりつつあります。いかん、早くこの流れを断ち切らねば、有給がなくなってしまう……！

　それはさておき、今回はちょっと本編のネーミングなんぞについて解説をしてみましょう。あとがきで本編の内容に触れるというのは、個人的にあんまり好きじゃないんですが……いえ、あとがきのネタに詰まったとかではないです。断じて！

　わかりやすいのはありすですね。これはもちろん、「不思議の国のアリス」から。小っちゃい女の子、ということでの連想です。

　では千ち紗さはというと、実は意味があります。千紗は「ラプンツェル」だから千紗なのです。童話をご存じの方はおわかりだとは思いますが、ラプンツェルは野菜の名前なのですね。レタスみたいなヤツです。これを日本語では「萵苣ちしや」または「野萵苣」というのです。まあ、音をなぞっただけなのですが。

　あと、わかりにくいのはアンシーリーコートとかでしょうか。これは「良い妖よう精せい＝シーリーコート」に対して、「悪い妖精」という意味です。ちなみに「レッドキャップ」というのも、イングランドやスコットランドのイタズラ好きな妖精の名前なのですね。別の部隊とかも妖精の名前を冠したヤツで統一しよう、とか思っていたのですが……そもそも登場する機会さえありませんでした。たぶん、もうその機会は永久にありません。合掌。

　以上、どうでもいい知識でした。では謝辞です。

　高たか階しな＠聖人まさと先生、４巻でも素敵なイラストをありがとうございます。あと、公休を含めて九連休を快諾して下さった会社にも、前巻から引き続き感謝感謝です。

　ど文系な私のために、科学や化学の知識をレクチャーして下さった二に階かい堂どう紘ひろ嗣し先生、わかりやすいサイトを紹介して下さった森もり田た季き節せつ先生、ありがとうございました！　今度なにかおごります。しいたけとか。

　そして、何度土下座しても謝りきれない担当のＳ様、編集長様、関係者の皆様、申し訳ありません。お願いです、見捨てないで……！

　最後に、この本を手にとって下さったあなた様。ありがとうございます。何か奇跡とか悲劇とかが起きない限り、次が最終巻の予定となっております。できれば、この際ですからあと一冊お付き合い頂けたらなあ、と思う次第であります。

　では、また！



おかざき登のぼる
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